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かえ /)すf)字が この町 /,:-1つの庶鳳 をぞ 7て Llるq

又綾にみるJ:)に (常吉車第3節 ).農地改 革1,1よ.､て椎 と J･骨加 古支配の耶

碩〃､らその拳を消 し/=はす一なO)ィ,あるが .部 落のあち こちには旧地 主の卓からし

い東食を も-,f=軟度激 が魚腹 Lている､棟 苛の和 才果 して各 面軌 二滴威してしよ

,/iL7L,亡､ろうか､ b根 らの部 寒T,Jでの地位Ji､そ･7)複 と-うなっ ているの仁､ろうか,彼

らに4＼Jつる新 しい未配勢力か､亡の竣成丘し い＼為ので あ ろうり､｡そ れは どのよう

な層 ､々らなる 4'のて あろうカ＼｡わJtわrLの珂 JL;.l式次第Iここのよつな間藤 に向かざ

るをえないので､ある｡

モて′lX上f=d叔驚 Lr=lL,ころ では,船碓町 の産貫的性格を 訂Jそ次の ようl:風

定ITる{ことが そ､きるで あろう｡ そオLは 目 貫付的 な蛮蟹 くE.)上 に.,2.)萩 華物 の

帝 品化が すすみ, 3)中小企常に よる庸吋工常 [1､､成立 L,4)乱 逆の加市＼0)風

潮 有が出て いること､｡ そしてこれ を一言 Ltlいえ は､ノ畢す るに和 一化 しr=吐郊R沖

仲仕橡とい うbので初ろ 〕O

之 .萌沓上の視点

こo)正邪森村EltJな性格をもつ地域 について.各世帯 を瀬音 生産 への倖 在席 L-_よ

'てネ点 すIJ'Lばノ 各器楚歌,粛一昔農歌攻か.非常衣 の三つ にわ けることO.' て･きる.

虹にその息 ･5Pを主な収入源 となる生産の悼 賂ケ lっみち と二･ka)ような欝布製 を--改発
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一り 経済七 .I. ) 席末嵐 薮として の 頚 骨 ILh垂IA ,亙･7:Jl岱-T｡l号 J-,首筋席常食 3)

非穎'言L-し'こU～J中Jい心常型 .蝿筒 型 .jd●店輔<壬甘1 7.･3),i. ～=∴!いつ1)打壊型

/Jt:lヤiLそ一t舟 41舟型的 にとらえらJlる藩所 }1て,わ itn･JlはTD ニーの書防寒 t,盛 ん

1た.ヤJHlf青空, 十貫里見 Ltl.頚物腰 疾A等!.I--k'き台や iT屯.許計 やの北森 li),

Jn Tf色C)壁 互選 .卦 官金音 型ふZL''5才も野 望 T),qj で ･7H , ･4:'こ-IF雀京に つ 11て

は けlJ､食 言酎二偏1るノlEiや をX申 ･乾･･'<膚-｣京を -:iいこb-!･rも救 工軌 こもい
7.とっ >LT二,.
三 tコに ,こ)1らの鹿 茸■叩 耳管･3上 し煉 立 つ 電力頼政 r{ヰ恥 t)一IbTiQ'に.個人を

ITi仏 ヽ して ,廿 r)U,･敵 Tpv卜 -･blt'/iL∴ JllJ,目地王,l確ミニ､ItT中軸触手′ 31)LFT中 洞糖 玖

-｡'Lt･斗)gJ'併 有 ･寸 や.･卓 二均一J , ltH fAこ萌rう.()のはもとして穀粒絶苛以冊 に

t叱=紳 和して ､ r=t ･ TT･-,ユ帝 馴 モ鍬 や もつ 勺甘て1いL専管 fiu.t根管 の中

小 企 ネオ ,第三 Ta阜門 .幣斑 廿瀞の税E ･.つ 正軌 石fTJ''ホワイト77ラーな l､し

.Jf.'-叫溢野方,葡 ql訂官 金%.働 甘ヽ･平細 末円 上 や を貰 い ･わ､中る7')Lナウラー なu

l.壕知 音 を それ ぞれをLもtqr･馬崩 ｡:す る々 こ5,ち. これ ら0)稽J.i,地域 の稚 力蕎

導の巾I=と'のようにlTiみこされ ]各 々とのd.:)な に賢7=<占めて l)るのであろうが.
その 拡変は蟹史的 にいが もる官ttん をたど')･ メ兜 riいり､なる推 汐艶鞍 の甲 I=あ
るで あろ う〃､. こ小 らの肘JVの化欝づtlJは何 に題 くのであ ろうカ､.このよ つな現

1r 如 ､らわitわがは長粒のか 町 を食める こととLr=C

3.地 境牡力杜漣 と各層 o)かjr

日本 の&村 会俄 ほつ いてみれ Ir,明 冶がら大jElこか けて Ii野生地 主の又乾カが一

兎く′吋政は王とLて その 手にゆだね られ ていた ので.あ るが ,大 正木期 に至 り.

轟音態度Ju4'しだいに増大 t.て くさと とも r= ,包 ら耕作す る小 崎王 や大理 常の 白

作 のガqp瀬 くな-.てきて′軌 こお け5号 生地壬R の乗取的 増収が ゆるぎ､はじめた

ので･ある. この明 に は小y作 や ′卜作 月 にLる凍 民確執か･'各地 にも､こ') ノこdlb.'lq

地主8カを隼止させることJ=果しri牧切替も鬼 おとして tlな らない.昭 和 にはい

ってが ら牲 ′この傾 向 はますます落 着 にな｢ てき て.独 立匂官 の草苓農家が軒 L

い更屯jVとして,大 きく13LT上 ろう とす 5し､きおいかr息 斤 にみえ てきた｡そして

この ことIS軽骨の&池 改革 によ.,て決定わなもの となったの で ある.

ニ0)ような一･牧野6 年 才相称町の天象軒fTC)奄 lつか r=にも喝路 にあ らわれ てい

る.唯王密 かが救 次の小 作 争熊 を握 て したいに彼 温 し,これ に代 って 自作農が逢

titLて{'Lも軽風は'経に(第3車 帯 7,之舟 _lくわ しくみるが ノ こ才iはけ 政の碑 守

(ら.1 l-''hL
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､､う中止人物bv-た ち,ヌ明 し)Jb､f:堆主席 7･:泊席するが ,野箸組合 を疋港 いて骨

煮やノ1＼作用 の賓時 空梓 ,r= 中阿患ノ＼が出/(､､.ら. ま して′J､Uj(7)凍.LL,LET/L代 .笥 /･･,･'L

はい ずれも晃客工首線 官有 ,帝 /∫舶 d:醸達官有とし,)ように出易JVqL､lilを 企 ｢.就

即 ち咽や明階級 に碓 リ,罪/占付 こ蟹1て軍門珊q)新中 間鮮級が､世果 して し-甘 1-ら

っとも節/:'･代から第/ム･化､に至急人々も .'LIJとTLと!-1土牡3)中′い地 主'])r,L'/)-〕.･iこT･

もので､あって, 二⑦ことが･町内の多く0-U人々(二′ごJILっのろを萄もとし て叫叶 ,_I
一世ろ布jIな糸イ牛tt.なってt､F=ことをくそ私め /)､√L(Iふ,:(ら1ふい

ごIL･,こ この軍備 を 町弟会 し′)常･ヅ)に I･= (,41てみdJ･).第日者 にま~｣1･i:,ty.JuTヴ)

煩わ/7年Itj未,凍 埴玖 軍 を経 (

現在 L要 るまで の取 現の埋出有

の葵せん をみる ことfJV守 きる.

抑ち.亀土石 は明らかI_農地1枚

蘇(=よ,,て鞭鹿印 を斥 しても■()
茸叶 に自作 草原と百官尼避雷,i

とが､雀果していちが∴ さらにこ

こで一つの注目すべき rBrR:卜〔昭

和30午に至って 自作 各凝仁八

って果樹を仏つET作原がか こ殉

第 日衣 埋草 笥 入 射町令 茸 i3;)
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角をあらわ しr=ことであるb 白

骨r_常は尽 宙+f中攻と･すfJか ､′二郎 は 一̂体変わ b砲敵方 を蒔15つ -jtけているo動

線有や市有 ない し家内小上音 のJgは･t,tるわれ ′卜作周が わで/U＼/二一人 を引 きつづ

き保 ってLユうに避ぎな 11 . このように し'-(,LI･牡0)純良o)出身僧か＼ら みる と 地

主Hの鼻面けな複涯と苑に旧 や間隙艶の進出が のざま しく･そ(力串で軌 こ栄城 巾 (

･亡の 馴 f席 と花建希有 が大きなカをリ'ってそri二とい えるであろ う ｡野 中同線敦 と

野JPT盾 ･摩 れ席はさわめて微力やあL) ,打肴は耕溝 に ∠̂ ん してt)巻 とさえ取 り札

ち.甘右歴代亀有中,傭 人は/人4)ない.

次にX.昭和50年におけ る鵠貰疋教 の萩城 にも泣落 しなけれIrrJら な＼1｡飯食

軽骨の帝液や荘官o?乾草化 ノないしは親 好の野竹 向上などを鍵 田とい く最戸歌 を

刺.#す ることは一虹年各地方 に見られ る-櫛 的補 何であるがL.その骨 徴に臥窒麦

(6) l

｢



亀 に 老 骨 -T {.;艶 折 {7 lt･rJ巾 'JlrJ･.･･.･ . そこと.+,＼日､1･'･:､1,:'古松 常町の
.鵡ibの I酔Ilr,lr:は 相 当 の 即 心 ,Jtl蛋Fl1㌧ .,J'1-1.0 : '､ rj i)b t'･一t･7)汚毘:一千･/LII-L嘩項の大

幡TtL･'ji.il∴一l仇 L.lr( LL･▲事 こ く ･'謀 明 r),1'■′ 二 才) _ ･一日 , T lfL i-IEJ7)出も1-1都

電(,､∴､n･_ JT･E-A-rlr.'2.0-I(の 郷 舟 11-f'_,'A .:中 ,I,窟 Eq<:0-)苛RL_':i:什 苛 J也.兼qD'.凍 っ■

･(′ #･/i･･′軒I'rtと:･､1 日 tr縫 取 LJ静 与,,二､.か将 句L>FJJ良j-ふれ七･ilが /a:tlわ

L-ぐ は ,̂い､ぢ /～A に叉-# U.･lA名 で15 -,T== t_ さ てさ え r丑局17)纏A'E,Lやめよ ｣と

の坊 失 EI右足 rJ救 名の八 ･'/qら新 帝 IL端潤 さ れ て'L-る官果 し昭ユタ.lY.之タ.山衛奇相 )

を 一一 ヒ瑠 属 して あ~こ つJ

この町 愈 /i-と!:)ま く領 一:fd)叫 Jfr野 卑 I,I- てみ ると.･ての代 'Jの'Jq同の大 多数

HltU町 .'衣Z:租町詮Ll.T-.I.占めr,･れ 7:の也 Jも町 &･.の ･'FJJJ,･よ帰綿布 で ニ11-｡の菜

配席 LイilらA､め環預町 長のある 1,のか Py l､一一二q)野矢IrL,こ れらの 鎗 国体 ot東 食

C)虐軌 二対し:A-き･TL争言わのli･_雀 L,7よってtJtる こと見物蕗,て おり, こゆ苦味

(ち外 l_r史わ喝体_｣)_･しての性格 ぎfr希 する 屯のて･あうい ､え よ う. れ て こ

1日,びり繁臥 THE苛,-1が, しだ いl_他言か ら 白TF呼LqAI-i,そtて兎 l二白嘗基音耳目こ
と秒 ,てい5こと は範 各称カの海谷 と何部T.あ う∴ ;.して現 在舟も有 力 で看 るの

はやは り旧 ヤd確 執 て､あ､て.新 中岬停規 の止 LLl三はほとん どみ られ す､･こ0)幣 紙

(=萌す るもC･)Jl 町秋 の上 ではむ しろ契蟹tt77t存 在 rrfっていも｡

菅かTt杵L一つ-一つ0朝 -%0)内部 で咋 どうTtろうC二XtらaH日中間藩解 の東呪力

｢ はそ._i-(･L.TL/くi･Lしているであろ うカ･.町円卓体 て碑周の順 位 をつけ る と.}

は′財産 ,収入のタ轟 や甲歴 q)有Lu､せん t.I.目 し 家柄 を奇々するeb0)は少 /.fく

Tdっているが .(管網織 で紅 .2.日 ,卑丘:-(訊T3･の巧 わではその ように執 ')きJL

屯11ものが あるようだ .古 い家柄 のぺ々や佃地主は今 日て.も正常 の人 々のE)官立

講に和 的 凝呼力をもっ て､､る1.これ は .晩 春上 の ｢イ工 ｣の称境が人 々◎甘大

･rJ恥 ut盲であ .)′Rl古 くからq)井同峰 と して･の現卿刀がLL部 落款 序を獲 L"て今 日私

吐 きてい-iからである.例 えば､′衣初 に壊れriキ僕 を ｢〃､か L)千_‖こしてその畝

生硬を最大にする風牙がある こと. B=事を 良好に つか せる音 容をもつLtQ均や多 く′

(有司駄言 .3)′又相銀相手 として 鼻 も奄 冬なものは,身上Q,ことで も線 束上

に鳩してで屯B:倒柑rC憩吐きがタ し〕(f喝恥Ⅵ.1 )こ となとlは ｢イ工｣め奄尊

王を如-eqてし､る. 又,町 の会食 I=は出なくて も.節 象o)寺谷か ま出る池のが身

( (野間輯Ⅶ .1.),神社 モa)他の奇吋にIS 疋例汐であろうと館 野肺rd:仏のであ

ろ うと,ほ とん どすべての人 々Q･-応 じてお J) し甘研錦 Ⅶ )′賓在 の帝 ･･78をほとん

ど心 安がL永底地{考えてい ること (官 句碑亙 )などカ､らは .共同体規 制◎判蜂か■

r'(I

rj



鬼 Li,rLる .,虫を吋攻 l-1･r一丁こ.り合 有も こJJ)d',7d-,i.午:,-)-i.右判力 之鋲範ききこ

とIl拝 されす ′譲巧 の.むI*i''l'J渡 し/dJrJ=-1●..Jd1品も'&･'わ7,7.)⊥とiL･､い し い 一 軒 Tp-

も生 tIて く;Sので か 'd･)叩 喝晦 取 ･-よる､〝､る｢より古 い駄付｣11一 ''カ＼古､ p' ･ナ
L､U)て,その支配 力 を冬 っす 1b'こと ク､､･でき る ｡頒 車の筒 に薮 卑 やせ 瑚て ＼､か-.軍人

LLられ ること も ′井筒体 現 刺 o)卓務a)噂t.L.,t=† もろっ ｡

とこ ろかいこの よう1= ｢イ工 ｣や 味同体 .7)叶 7)中に埋 tれ てLA )あ))かタ は 卑

LHの天利 をせ /,一L"る飯一冬とも 碑 乱す 5.碓 l 各桁 す る i'jl= 人 ･qO)町枚I fl･i-
5態 席 と 打JfI･一串 する防Jqとは冬 ､す 有 かろ く第5革帯i苑 ).勺 で･ある 打 _jL

/'1.身止 rdことに l;i-有利 /=とり7､′1Lて汲 ,TTlI㌦乍応 )一缶が､. _ t_ I)､､一朝の 放 .･-1上,A

Jpと･ あく京岬Jt.:にみ す ご Lて L llこご ･;.Fjも､る 畑 ?'～ み ろ こ ._Y ･)､-L･こ1 1つ..

Yrl内Tktズの 政市的古 田や｢顛-pl･'.hL一㌧･ー'4毒∴ ･1･は く･_～/L 畑 ぷ 官本Q)r吟
I:fる-iq二百g,如 ､(1LJt.tに･エ 1一 ▲ .-.講.:｢?I'1,･7)LrliSt, A"7)怒 涼 .範和 的 ri･
怒 乳 を三耳へ るぺが 覚 ･t･と曙苛政 1.-;Azr i. Tlrナう ,I ltL) 市長 tも こ -･,,,Z'で ある.

こ0,よう な 膏･,JGのス し14.町 けh/r斤こ ;_.) よう .j叫忠 -jilt.''ト ー..韓 1-渇

的 Iこあb わ れ てく る｡ 町 内 l二も､け号令件′T).1ヰ 肴 1.iflLq.キ ･!,,.:Tl:bq',′ t･T･.･九 年 .
各仰尤o)儒 者の脊 証 l=懸命 で ,令 坪 や q lJa)の 可否 と岬 軌 こ3-I-3ことか.少 74㌧､.

たとえ 二Jtを同JEI=のぼせ て屯 やrLli ｢分､殻 を さけ る ｣ と小 ｢町 tJ30)平和 宮城つ｣

とう､0)共 同確 的観 魚のみ か ら執 tt､られ∴ 亨 も t･も合併 が rJゼ 取 巻 -L､Jtるのかノそ

の線 束何 カ､､あLこるのか とい うよう rJ体 制 の間海 LJ皆目 てlま何 の 喝 ′じ､を也禾ごな ､- .

ので ある｡ LかLTJ'が ら ,都靖の あり方 は 町政 I:'よっ て決宋 さJnも 面が jf,いよ う
ヽ

に′町政 は舟政 に ′祭 政 は国政 ｣ 巨 Jてあ､のお の碑 イ 11･-1JH て い ろこと を ぺ々 が

知 らな い わけ Iiない の ぞtある. 可 買 ,町 内 の賓 配 布 の ,)ち 有 ,}な 旬 tI)丁 .中 央 q)

政 治家 と何 らか のつ なが J)を呼 /一二ない もの はな し,｡El有 cb実利 のみI･こと ら･b れた

｢噂 争｣ や ｢論好_Lは一しょせん 蝿 年取上 o)争 し) に過 ぎ な＼､こと を謎 韓 LなけXt

は､な bな い.

それで は 人々の 暇が｢叶｣l-=附 い てう ー と は 果 して耳 態 々の f='-ろうか ･ 朋 と ∠
仁 とす JltJ､それ は ど のよう な 相0､､二日を 渦 )こ とに な るので あ ろ うか .

先ず世 代17)開襟 に着 日 して み よ う. 町 内 て･宥 t,年･今有 はtta)よ う な地 位 J=おい

れて し■台で あ ろうb＼.現 在おしなへ･てTT内の 生産 箔勅 の主 事棟 か､rFT年B にに ざら

れて､･る こ と は否 めな い･壌 産 の中 楓が 北 荘 官 や 雫耕衷埼 l二あっ て . これ を収 う

)日中 町々 吋 な性格そ もつ もの0)喝 に卒 新相 互乳 が な く .経 営 の卑全 市 ･-を旨と十

号恨 ') 二の恥 こ青 年の拝 聴 的 l二人 l)こ む食 掛ま互い 】とし･わ/t11Atl･A-1なら な い.

lg)



亨TL+(腎 年 '･､ 兎 足 /,'･Jlt'L lTrrA'払d i【す ･ ユーt)).看取 の 乳希で なt､こと は, 二の

､LにIit･帖.;･-rt ぅ 1.n ZI.lTJ ,i･),I)か . 奇号 L･ ,)) 石的拝 見 ヒキナ う 一 収 め見方 i･7F

や､it ･る 生,･f上の地位 が 現 ti下.lA足 '.iもの で あ ると して 1)その ゆ え をもって 白

i)I.～_ . /ト心 と f_-め ./エ リ i=ii17.I-ア 森 i 農に史 〔 r_り T 各ワイ/い7:3年 邑カ モ l二と

{っd'書して L iっ てよ ･t,11､) 哩 屯 はな .･Lで3'ろ ).Jt '_述 ､r=よっ 吾都 農 円郡 の

,i て C)-JF合理性 e, 吐 駈 t･盲のせI昏 し オ 1 --i. 姥 らは 十令 fl-抵料77を符合 せて

､､}Jの であ る. ニJ-,.. ･･d非 .1卑 IrAfF一回 O'甲 _増 資 これ r=個 人の卑 姓 を板碑 し う

･i々動力は′ ,T年lLJリ恒一二 JLP.即碍 丁 る ここ は て を ない て あ ろ う.町 の人 々ィ､い碑
て ?,/舌勧 1_期待 して い る守 夫 を .iフハrJ.11 は現 長r且つlつ -3 _と も ぐさr=ので 萌 う

'召 叫恨 】弧.I. zl)p

).((こ折Ifl.-トBt裁 く_氷り ,tト17~ - )に つ いて で もるが ･碑 LっTよ確 守て み ち よう

J=.即 31)あり方 E_ヰして は3-;着物 rJf見-fLJ･# ちか をてボ ･t)/_-<令 僻 の可 否 に つ

･Jて･!叫碑 な噂 ノ辛 を長明 して 1､ろ .(兼.T等妨∫節 ′ 51) ｡それ ヒも ろ､ク､わ bナ ノ

剖 ･AbI.,･]葡 I､I,f藍で ･,巾噸 吋 でL Lも呼吸 沖 丁･モ ネあ う｡ これ l:は部 各円 て､a)1エ

う砕 く~藤 岡1Jfp'J)･J)ラ rL碑 'JWと lJ′そ このt 民 T あ る横 寺には 不 町亀 でLある こ と

軒 か広 く叫 ._虹 //･.て L-る 卜 め.町 内の凍 い 地域 [:.み しり1N'b血祝 辞 T3政 争がL愚aJ

r,TIj'Jl L--(_Jl l笹 止 し よう と tをLlことに･iよ う こ.P･わ れ る.′しか しな

;,I.パ (.),.I _0)広 い視 野 と. こ ,Tけ 杢 ･7く Jl什 い ､批 ナ恒 や瑞 や こ そ は地域 吐か 二

LI,Jの娘 蛾 をも滞 f_な いの ~ぐ.枇 城 l-Jこつ てほ と/しど 無力 T･L'ので あ-).が ノ も しこ

の 削 こ何 らか 0)前 直 が み り れるZ:亨 は ノ そのか i:政 人 なも の とな るので L,iな4､ろ

I)那, :チJl/I:'例 /.,_ば 鼠動 肴 一句銀 とl､)∫ ;) な れて 方現 され '(い る例 を /わ J'lわ )-i

･1化 に もみ /J二とが で さ るC)で あ る.

男 I二甘他 薦 と小 官 民 有 の終 圧 をt,見 落し ●は なり fL;い.~打記 木 ワ イト77ラ ~の

･}くか竹 に 出 て.わく屯 の で ある qHT:叶 し7_ .･3 氏 1,11､つに 尽 灯す､労働 着の中 に

TA町 内 馴 士平場 トー物 く争 くの ものかLあ り ,く y卜町 二通 勤 す る労働 省 4,･ 守 の 争 く

p 有 官 亨友の 出 で あ っ て ,宗 東 は 町 円 に -どよ- て さ わ U)て恵鯛 rd-㌢'ら E)マ 在官

I,Y_い とT,1む ELの 1,FのIeあ る.梶 , i(岬 ら のは しん どす べ て が 町政 の あ i)才 軸何 に

は･杜 の て祭 晦な判 官確,毎L TLち J 子の勧 rqにオLて政務 有夫 な 絹 ,じを t/一二才lて
い.Jdの Eある. tク､一,iに サ他 者rP?氏 It, 千 .F･.日和 二は :,人 t'-君恩 の 恥 部 で十･tTくJ

l.i:Jl



恭 生を身止なも0)として威 t1..も地 金にさJ-7,て 乏 し ノ ､二二 /ノ/JJ,ll,本 年 二心叫石

は共感の利 等ヒ立たされ る･bL-T)-tあって,･4<の閏 +･=七_/)七 つ,ZLITLの4､才､あかId､J

その昔 格は直 ちに つなが･るIaすa)他の で.ある .ここで三年 的な五ま軌 二立 1 ここご 4､

期 待 され るもの はタト部の大 金音IT壌 す る組 縄 Jjj働煮 て､あろう｡碑 ll)の甑各 石動 に

あ､け う知 織 や体 胎 は.や や もすれ ば視野o).狭 く狛 )かしけ=)な地域 円の'3151着や′ト環

乱の晦 を点 くダトI=伺っ て閉/)､せ. L̂Llては'19らの内 にオする健全 な机IJ=jl刀 管香 城

する上 に も ,<三 rJカをqJつt,の ~fLはTJ:カ､ろうが ･

稚･か帯 -&の 泰.打を拭み-もつ もL)が ■き1)〟 (雅 はOくな尽 l'､-)さ0)玲譲にL･',4- でし

まったか ,こ の度 0)蘭 杏におりる軟 /E'伽の 封土萄¢ /人 として′ A(a)紳 ナヤク･ ▲っ称 ･

幾.-よで準軋咋岩 を-櫛板 する立埠lこあった圃悌 上 ノこ の取替菅 の作成 し 7い 二つ ･,I .

二二t･=前･,.JLT･三･か .t･iォあ-4て LrL.･よそ -(､ある｡ i7こがって和 浩I勺各のヰJT);Lrあく

aて JL,L･くT･D各車 に ある こと を明紀いくお きた11.光 も):の否々の畢FLEに JjjSl=

御助 力J-_主1LI-(十分Iここ7'i-7_碍 うも C).t:は 到ZK敵え′い -が ,言餌食奉加 右一同 の触

奄 釧･1ど な,汲みとらカL.Jきた,LのlJ､T.批判 や教示が与 えらJL7hばL昔だ'幸いである.
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調 査漕勤 の概 況

1.千価 的 な活動

5月2.日 谷 口貴官現地 手練打線 o)ために衛 碑町を冴親 し.吉田町長亨町身希

有 と軒萩Lr=_

3日 谷 口,石 臥 音鹿野 の 三教 官が 的各 地につ いて打 各A.を Lた.(級

青学布社食杵噺花夏に て )

13日 弔客計画が.鹿各科教 官食 現●fJ最終 Ltいた. 乍

ユ31∃ 谷Tl ,石 軌 .満足野 の三教 官か●調査下草衛 のた 即 二現 世 を訪 問 し瀬

域 の矢崎 を.他承 した. その降 王と して次 の人々 と両港 t/∴

育 田 奈 - く町長 ) 自称帝 や (坤頒 ) 東塙 清 L教育長 )

1野庭促 (掛葡 中学原 点 ) 中寿 茂 (船終J卜坪碕 艮 )の息Rr

6月22日 谷 口.古屋呼 のこ女 官と 1日叶 .林 木′ 平野 , 歯 の学 生 阜名 lrI子埼綱

森 のr=めI--狩 倉を静 岡 Lた.町 長 と共,=粥 各地域 を 埜卑し最後 に官朴

の作 成 を町 当局 に収 頼 して冊.,た.

r7月之1日 力＼ねて確 頼 して も､い た粥冬 青勅 hy夜境 から届 いた.

!円13日 育印紙作 収準備金を鹿 成 し直ちにf叩耗 q)作 成 にとJ)か が り翌 日こ

れを先攻 した ｡㌍何食 は古見野教 官 の箱 平 により次の 学生が 二atl=参

加 した.鹿 本,鴨井.大 森.水 臥 罷I11'以 上 5毛

2.現地細 密滞動 の経虜

8胃ヱ7日廟各 自百年車 夫は見辛l=よ ,て現地に伺 し､./0時半まで に金 剛安堵

に東嶺 した.次0)日曜 によって連 日鵡薄 暑粒 と戦いをが ら茨 ぐまい ､ような 渇

動をつづLf丁た.次 に この頼 間 中の粥金牡 Q)実体竹 な活動 a)一裾を紀 しても-こう.

ある坪 の夜間作者 を例 にとれば一重 日干打 3時iKくSで作 君 を行 i･,即 5時 に
各界して アt,ケー トの回状 lこ甘め r=. そ して との凍LTおいても凍軌 呼剛 ま4-

∫挿網を下まわるとLlう稚行 官で あ-,T=.

冬体前各 の官喝札 を存 ,て各 申左 を謬研 t,T{陳 ′学生の中 に は収称 葡 昇J･こ研

生え られた功の屯あ').歯頚精確 に 章一た教 官 までが･押 しか Jによちが え られ

た･)す る一 茶 も高, て朝 生はなかなか1獣行 した.

オ年伍や帝 人冬 とも称楯 などや か l二商L合い地域の人々 に と - ては雪上,'､の

ような戒 の･bっT=大 草の歌碑 も路 L合うほつれ て奇叶 に身LT-/̂憩 しみを増塊 dU

､1.)
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第 1章 歴 史的王是境

ここに右11て私産は櫛 療町 tこおける厚 東的 凍珠 を咽ら〇､l=Lよ う とす るもので

あるが.准 只を号泣狩 1二珂 見Lよ ラとす る根 ))一ある程度 *軒が 号音 にある こと′

その粁叶の〃 析罷 れ 絹 食経 験 を有 するニー4ヾ せ尋 で･あること は いつま で･もな い.
私 号tl当也封を期 間 中′ある 日は千の績 ._.硬辞 の兎愚I=尽 力 をつくした .L

o､しノ絶々の やi:i･符 な し1市 情 もあ ってノ宅 針 こぞの成 果 をあけltもことが できrJ

か ,た. 又.私達が丘だ本.%験 ''(あ ').か帝 位わ の とFa'Lいこともあ っ て′松 庵

g1-の 過去 t,_ぶりう挙 こノJf分1-JI･呼,さ 仕る-とA､て さなかっr=b､4,しれな い .ヌ.

ある日 は,綴 りをふt+､してil舌b､,:i,し小 T.日 ｡ LがL私星 は, 串 'JiI敬 の司頂 と1･

る 7i′モ竹 丘 を見破 とする丈紀僧 o)深 重 い ､う咽鈷 長城 のい _丘 ,て ,せ きうる小

第1鞠では .主 と して 古代 J-)止せLいr=呑過程 t:{橡範.す ると井l=,在世にも■
IT5五･tuの 帽 iLr吋の孝三,l蜜 柑 に挑 のろ ーEとLf･_.

又 .畢7.帝に3;いて は .ぞの片 落が 江戸.･flで17(7年間 にいかTJる変晩 をとりた
が を主とLI', 吏把有 用 1)助言をや ノ｣とLI.'みてl-き仁いと思 う ,

な あ1. この祈杏 に奄た って .早大o)僻 連番 と もO､L I)み ずI,非 常 に好 五輪に御

' 協 力 下～ ･), 丈.貴官 なち食料 を炊 く何役diE･下さゥ r==吉田麻,ノト野 宗一浅野泉 の

皆棟 'fは し･の.船積神 社 ノ高液号.ス.ヤ噴 一二年 氏.町 の 人 々に汁 し滞 く成硯 の

恵を泉す.

入′二の弥大作域 にあrl､ てIま.花r11-を丸の町研 覚1こよ る `相 即 丁払賛耕 ●

を伐 わせて＼､r=ビllr=ことをお ことh りT うと ともJ二.氏 に付 し敬 を E,表 す ｡

I

第 1帝 政世村 落の成 立と モ0)性格

! せせ以前 に打け さ7Lplt穂舛

Ir 船櫓他 方 にも､ITる文化 忽最の鹿 央は青 (.までと0､のrl､ぅことか('でそ る.

ケが ら求 千年好 ,樽 実式呼代 とよd れ う たい群集親 好Q)時代 を経 てお J)･ 空木
尺唖 .凍松見吸 音 との出土 品 などb､ら ,凧世才 は古代雅 夫司文化 の前後期 を息 じ

て.一中心 IC.ある ことAl̂丘柾 ～机 .早朝 の-.*学韓 は現 在 のそ110)lk･n野合を つな

ぐ漁 に奄lJ.鎌 屯 には津 ポJ､t門徒 に偉 人Lr=r:め ,大化 も現在 の山略線.批判 の山

麓 他称 に砂っr= ことかL推 定され る 日.その伐 藩札 が牧足して 沖膏の時代 に入 5 が1
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現在 の浅 口邦 は.な あ､称中に点在する 島であった (2).日本雷†己にし､う盲神州大ノ＼

州a)時代 である.今 しばらくこの東 Btを見て いこう.

2000年漫前 一台噸 0穴薄 く西大寺 寸 - 気も宙一幕C)洛 JA,河 山村 政で は

内港 .五島tq丘 T･妊阿知海 と呼 町 nてl】T=.有卦 Ilは /0世紀 巧 まで､は内海o)才 何

I=;tJllBLJ), モ0)二つの名前の 満目ま餌800年前 .何日1の旺 卓な沖 稚作 村lこより
令 Q､れはじ めて＼､r=.そして/SOC年頃 L=は藤 戸海峡 も地礁 さとな l),¢ち江P呼

代 には流れの方 向i'涌井 -- 患 馬車偶 ･一一冬 から′現在 ｡風 路の 寿へ と硬 え て.

SI穐きTq知海 を唯稚Lていった(3).

t?て5-世紀の軸 内凍.浅口都乾 によれ ば1.応神泉 亀が同 ええ 卑 (ざ9/) .佃 直

別に下aAlH艶廉 く嬢 の.戊 Et郡 )をJ&軒 1.て おLり.浅 口郡 の前弁 を知 5二と1､.ぐ

きる.大化改新 (i45')I=よっ て周句,都 司制ol●l故 ITらatr=か･･鹿 湊 によれ Lf元正

夫隻の卓亀足早 (/75)にdJ-0戸をlXて株鋭 さ｣tて L､r-_製7L-痢 f波d),埼乾せ亀

ヱ年の糸 Iこ｢.fr中匂 汲q都 ｣とl-Sttめ てぞのろかhJてt1. 丈し和 名抄 に=111r

攻抑え亀の凍 平年喝 (73古)に′浅 口邦,＼珊 Q)うら船触押い 葡 令嬢)と 伝 L). こ
こに おい てlJじめ て柑租 の私が･出て くるQ)てLある.ス町略す 粁 {珊 中国 奇瑞･;,pt早

周 )によす=r. その.暗礁 席は 淋 し)の であ るが J舟足掛 ユ'TJも海 中に存 41ろ亀でも

1た.

嫌 ゑ拝代は前 .備 中地方は平氏 し戦 局Jt轟)とよ ()冶 められ てあ I).貴 慮は ｢

乾滑 に一ヾ E･恥 1′冬 を恵井 1=扱けて市親日は 牛 さ碓 渡 をイ削こしr=L.,｣ことlよ一こ

の嘆 になるとt,V糠 も亀んで,K岡軒 下も-舷 に行 なわJJtてbt,),これbYLこの拝 代の

主たるま座席式 となって いT=とみ て及 東え項:tlであ ろつ.

別格に よれ If錬 各時代には橿 原才幹が備 前竹中 o)守成をつとめ .南北周坪代に
は･和 めば世紡頃 で, のち正 平5年 (/35･0)Iこ市師春がL町 中苧環 に.可′ほ に山

名挿氏が 帝鵬へ棟 t:く とノ帝 中上to)狭 長鷺絹 bヾ松山城 I-_終 っ て胡 甲や蔓 とな')

宅rT時代 には応水JV年 (/407)足利毛利 主軸tll瀬 iを竹中中年に促 し､てい も. こ

のように剛 と剛 ､ら膏町呼代を 屯じて.例 え は一郎叫丸などの=･'とき 宇轟大 名か次

帯 に♯ 町を 伝己の現地Iこ収 Q),他 年などを 求正 として夫屯 Lてい,た*､･.奇地方
にf,Tいて b･層広､4'年 (/339)l二は .なお々 鳥帝 としてみえ ていも .6,.

u) 正せ村落 Q)叔il

ニ0)よ っに頼 王JIq)東電bN･弗 鷺に鹿 ,ているが㌧ふ仁 0乱 以丸 竹 中也 れ こお

いては･洲 l･徳 井B3.大 内o)こもが それ モ■抑制押 して相 中,r=ので･あ,たが･一モ

州 5恰徳地5 1二おllては.J&水′咋 L,POT).紳lI一茶亀城哉 ･紬 ,fT丸 の軒環 とな
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って LまっrLので あ ,た .4､くく軸lrT遭f Q)代 ′･t一棟 元年 く/TrC).毛利舟牡に

吟伏 してからての果敢下に雷Q､れr=. そして.天正 3年 く/{7T)に常 軌くすヽて毛

利丸の領地 とな る.毛利R,はもとや毛布 山のJfQ･3,00O r o)坑 王Lr-玩,た.スJq

斤JRの辞埠山塊は禄軒端の東城 として嶺 養液舌私見 が 一毛利 免の配下にざt､ては
蕎;T肥前 守がそれぞれ城 主であっf=.珂什相知 山城はふたの項はJGJ11薄暑が.城主

で′ 毛利 氏の配 下にもフては珂 じく水勢叫の天城 で石フr=. おそ らく彼 らは船稚.

郷の甲の生地 衣魚骨刀であっr==と賂hJl.ら.

一枚 r二枚屑叫 には守凍メ名 が●衰 え,そ0)安直が次々にその領 地 を卒 ,て戦国大

名 となる. 又濃集生長力の増大によって,息也武摩甘カともいうべき有力名 主は

鷹肺 か､ら能才!て釆 ′その仁9)に中鵬の昏合 司一組は地線的l=放く紙 O-ついr=他称を

形成 し,独皿ノ1＼定見を生み出 かことJ=rJ.フ r･.I.八に件 なしりす自体 も荘 旬刊 的文

官己が■くす 机 ,大名句風 にB/L合それ て､1,lこ.巨 .て信 長.各省 によLJ冬現が紘一

され るとガ狩 r_よI)キ長命1牡を行 /A.･一一.偲 べ1._より新 しく形成 されて さと碑 (也

せ打落)を苧岨こして .一打畢帝 に年下′砿 棺が殊 之1'L,木簡也 (池 立JltR氏)

とLて.正確 Iニ正使 Tるようにな'Tr.

D､くて挿TIT呼水 に入るとその止世相淀の上 L-11わゆる ビラミッ r屯の果敢練利

く幕藩休刊 )を確立したのであ ,已.

他方.こうLlう支配者.Iに汁 して,救 堀埠 に乾せぞklも本官准 膚は .一食I:領
' iへ納 めも年子 (隻主物他拭 )が虎虎 に仲良 ～jlる別 事偶iM ､ら.その節 t:蛙 少

･ ガ軌 こオ正絹席 を生じたのであ っ たoy.t'atらの名gr育我 の中ヒは増主的粗範 を

駕書にもつ酵膚 と.常務 労働 Jこ催存-ITも由官長o)略Jlとが ･笥初 よr)存 Lていr=
ことは.元簸年取 二手咋地主終 骨が考 えられること (呼 称)から しくもう〆-.t噂

され るであろ う. 寿城才 にも､いて.11つ頂 がら と■ん rZ形 でヰ 百姓膚が現われr=か

ばわb､らないが ,正備え年 (ノi4E〆)における林地破 く領主は故 山建水怠れ )に町

一 井卑汗 馬/グ?点 /キ 3升7息 .水江叶 (ス串)高SLS一石 g斗4叶S令 .和魂付 く

鞠息 )高 /8主/石ノ斗J升t令 として拝の略であらわれ /さ),八正堀2年 (/6射 )汁

l 定足久乏1円t<益ち t7) とこちから少なくともこ句碑 JこlS′は､舌 J)と粁 牧人 (

ま&. 肝丸 首姓 世Jtl)も隻吟られ ていた と考え てよい.しか1打 を知 るため a)

与件 時f常 をX くため に′当胃d)秋 子曾根たす5わ rTにはい かTh､･

なざ.松 山発泡 田丸の鷺永末Biから河水 合札の正襟初 牢にかけて, 中斬田の北
牛丸 o)ち才清ユ年 までf=雨千舟D･究或 =れ 花干屯 Jll千ft,て.棺谷,叱 谷 .六
書足 .鶴亀Ttと･0棚 方の人 々が や く挿 任 して 果 (･) , こうtと相 好牧 LLt下船鵜舟
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がや成 され た. 中新 田北 半分灯明席 ･万冶 頃 ,帝羊か ばモ丈∫早 く//gS-)に それ

で机や 増さ･JLrCよう であるが.Tit/之等の書司令免状ドよると ･盲 ノヱr鳩 ノ斗 ヱ升

)合 と乾 され てい う｡村殺人 につい て は硬 に述､ヾ る ことlこす る.

3.血食材鼻 .tgn吋の捜巧､

前述のごとく成 丘したせ せ打落′ vg乃打は江 戸時 代を免 じて.いか に夷港して

いっ にであろう0､. この付 々か性格 ないt特 赦 7={と らえ るr=めJて.各 町別 ｣か T

て概括 的に挑 めることに Lよう｡

先ず泉をの船格町を稀成Lr=甘 ナ打.抑井原廿.フkt-,工杵.上船藤叶,下鎗縁付

を賓艶 LT:=領 主0)東海 を末T と次 G)J うにな る.

この よ うと

当地 を にふい

ては 領 主の

文官がしぼ-し

ぼ行 なわかて

日 る.

次 に名高並

び､に 土仰 有

状況 0)変 正 を

都路,乳状.

卸す和せi両

市は･'へ .積 出

服 .東門 人別

常1義 エ P坪イしの領 主の凍 亜

r領 主 ! 施 工石高 三･LG蛇 管 轍 耳 ･J･tT

代 ;ノ如OCi心!1了唇音 Jr ∴UG

(大か.怖中)''' f)くノ占CL)～,.a/'テ)･ ーi:Lil当I
池田.水谷 I泉 門…欝 <ヾ 車DOOl｣ t I松山i一-ト-見4tT∫へ.芝川'/5年(}g/クー-′占.>/)

iLso,''"o言千I i丘上 山 i電'7(ノ7--V-JC鋸 と年く/4タ2～/∠′3) ( ∫′年)
壬特他 l 毛棟 ∠.-7E破/S年(/ム93- /701)

く璃 口郡 鮭 )

称 鉄 吸 .その他 I二より示す と粛 2恵 の乙､と くrd:5.

更(=天保 6年 (/837)に右､ける名村 Q)田畑 の1畝牧 と右有 を寿 ナと砺 3着 のよう

になる.八 .何年 におrTる町井葛 吋, ,1ヽ江7To)Pb状 態 をみれ ば●′好 弁者 o)Jと

くで･あ る.

こ軒 らわ泉 を旭 して時代 0)安濃 と共 I=,各打 にあ らわ オてr=狩と5:グロ -ズ､アソ

1C'すろために.付則 にネn-て君 主て いこ う.

(1) 叫 井有村

背け にざ＼､て有r=み r=如 くノ粁国書=ニ窄峰山枚 の凍 主であ った相 帯凍育魯右 .

河肥 打す らの 範士が､い るが ,江P挿代 の電末年 冊 Lノ占70年イで) 以強 ,硬津 象 とし

て左 足を つとのて いろく9)ところ匂､らT qllrJ江P幹 代 における丘 巷 有清 泉と甘吋

一ヱトー



貫之泰 石 高 及 tJLl耕 地 葡71
正備え妄7盲☆′.斗 史･吏叫
'ご三日 ノ̀/''_至ノ/7クtJ/37il

(/BCO)

吉羽新野切

宅8年急硬｣

席5養 田柑 q)都合 (天嘩8-JJIJ･))

碍

川

,軒場面q i 后 南

局
之も7/ケア_C
/7ニ3クケ

二竺 土二:｣ 1モ_て_tli

ド
Lt,),/′9卜莞

i.i/̀主1--一･･･.i23▲dI
{7 ,''F.1

1､_j聖二竺三｣

rFitt｢足底8

4や池低l

夫J.a√耳
エノ337)

一員ユ/44LJ抄タ
743L/40

1p-T●~二~r

ユOS'ノ◆■舛
エム330ク

zroZPP./5'
ノL(}3ク09

.=J3'/72さタ

如 醐 r

馳 鴫出

穂_I

j36タグ～t9

/4(∠之3oSr

批時局冶見辛
(/PBPJ

石333d5きF

P 生月 以■､人 口 (長保 p-JP37)

jl 救

f]叫fJ甘又嘩7年｢物納 乞え帝あせ JJ

甜RA･昔L'大串･:.一絢 那珂 ヱ師も甘 へ｣

LこSti･rS硬 清 と は.お <ら く阿- の系統 Lt･萌 さことがl# 足される. 狂 って剛 毛に

も､JTる武土併有性根孔明 を現し･て吐せ封建相 互0)歩 度臥 二上昇 しiず.宅のま凍

土&して,懲わ彼氏イい てい っr=亀 のと思 わ爪 も.

又.剛 性首 で松 山藩 の仰 向球商人 と と1日 ,肥 叶明彦 ･虎 屋 を'')との てt､た 円

藤森od)で'ま.時代 は降 Sが､鮒100年即 を州八 千草FTJ J)ス 翁の中､=か こ食 客 と し

て禾乾 し, ･tの欣鼓州 ､汐 ,たが･称LJt3‡拝し円範-1,(t岸呪 0)グjttの札九が,郷 升席

肯 L,_帝位 Lr=らLい ,

次 l=石高 の東亜 をみ 5と.正凍え 耳 (/̀咋 Jの市 ′グ?右 ノ斗3升7合 と{/年を

払亙 LT:定棟9年 (/6タS)0 それ とは 変わらず .R にそ の杜 仲2 年音感 た 矢偲8年

(/837)にJf即 羊面咋 J､･W 骨相 押 してい るg)1=付 して ,石苛 は欠に7S少0)向上を
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して いる｡又同年にあ'け'J衣 -3･代署抵抗上衣か :.;I･k/ウll2.JfrLとV･.1J･ 二Ill壬/衣

I=輯 /后と L･.うこt7)噂のコ環が ;" ,4日-Ll7=回る こと,二な ･3.:_のよ うトス曝軌 二
居R.生産力 の向上か謎 のられ るが1.i(八 次怯 鳴石L上 るrl'し-の37等fulに咋-I.屯かL

b､輔収をみ ていない ｡

第 2をJiti･L方 言表D'､ら高婿 ノ戸卓■)の平城押 す葡叶 E･rF<q)急と.幣4衣 とrd I)

全戸故t-_すする葡拝 の戸敦 の到各が細す p/pを占 e7)て いう･ニ>Jと合わせ 考え急と ▲

異常IT的 つる J=零細農 民がfJか､ヮT=こ とが､いえ る.:えに男3喜d-I)田 は･b蹄 ;Lq向

曙 のS3'Joと車外j%てLあ i). これをtELこいっと鴫作 t二も 力点bll定め＼れ たこ:I′郡 r,

疋粋開署.御阿嵐商人を行 なっ て､＼た円墳解を居 /kすれ l式､, 二物酎 町りや､0)鮎 PJ

作伸 を作,ていr=ニiJが推 定 LlれるB 二の()一･)L':A_9吋 にお いて.tl.畑作 Lも'5.-チ.IL,
せきカ＼lTr=鼻紙官竹至','(,/の胤 ､何てあっT_･ーと が t.一丸るa 二の ことほ乳凌ぐJ解港
町の生も附せ無.皇塘 t.つ-ITる也(Dか＼社に当時/'tら舟鼓して､.r=こととみ ち･ilも 0)
ではな り /J /Jt

(2) )l(1,1吋

当村 にわける吋1,ri人 >_しては′序市長ら と､-があけ､られるが ･その昔怒 りは滑 ら

れな い.

史で第三表O､り ′克頗 8年(/iタJ) までIIも葛はJZわらず宮廷i (′74タ)年に至

も石高の才蚤は 5-51左 右斗斗外す各が細 石 とJF3.7･/Oの増加を示t,･同年ウ＼b天壌

9年 (/'837)に至る3g 年間 には更にそu)/借 羊頭 Q)珊確約 rJ生麦鷺の准 長をみて

いるが ノそれにもかか わらず天保 5年 (/837)の虎 当収球 音を求 めてみ-iと,7斗

g叶 にit.まっ ている｡ この二とはおそ らくや せ地 が4,がった とも患える 1..叉第

3兼から 仝新作 面堺 に汁す る同地 の勃･如 ､-3〃JQ/柁 不 していもことに bよろう.

いま同年 における戸口 を鞍/i長 ､々らみ ると′有梓が金杯 のbO'/05･占 めてお リ .
ノア平均の所有林作 画廿は紳 3友 とな.て､､も.衣 ,て貴某の小成膚経 営を舟俵

なく?れ,あるい I引也に何 ら4､の方法によ り生計 の塩を r=てて行b､ねば ならなめ､

1T=と終われるが･,ニ0)魚 に ついては明 らか で杵rJT･1.

(3) 上船 鳩骨

身骨材攻入につい て現野来束育.幕針 こよってみて し､こう(.1"

景正 (寸大TT右京 定見や江守美濠守廉術 二号 )は永凍年間 (/rb0 年イぢ)より

武士として′毛利 も′t直れ1-Ji=えていたが･.噸 ヶ頚彼におfTももil_l氏o)移 町 (

青息∫卑 しノAco))とともに.鶴見他方へそ0)i-ま土為 した,碓jt;々 熟急戦か l=¥
の葛 を凍 え鼻水も早 く/C4〃Jに は浅 野冊 石工門 Al-下船碓TT粁鼠7=rっとの てL､る(ll).
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ス新 田塀免I屯′直 ちに 水谷 丸 が､現 地 ､ 移 しT:-/相槌神社 (吉名は御崎大喝沖で･qI

治 /ヶ年 (/GLC小目 -一画吐 と な ･)船穂神Ji.f淋†r lは. モ JL以前 牧亀 最,titHqにも

っL . ヨ神社 11肯くD､らの′1＼野神社 (同嵐殖 )に各併 しT;.以 上 払船砲 車鼓 の小

Fl平方氏か らのき さとl)で ある小.-,′J､竹神社 の長 i71の ｢の性●り｣rLみられ る五和

9早く/g13)の本領 を 小野えをaf(/3)と正せ2年 (/占4'∫)の圧産久左衛 門 く'り と

の喝係は命 l)(･= 1Cy, Fl丸LD議 によ れは .根号 Ll柵屋小 野氏t･･あ っ r=.従 って小

野京 と0爛 々は.卜野和 泉 守Iこまで､壬 ZJの は さことが で きる(,5-).二か ら甘 狩 人をつ

こめ /.釦 1 , で の屯 は武iで折 ) Lo､も匂う甘カfi封土腐敗 7:あっr=ここが う
ががIゎJL急 ｡

;;rIこ畔什:Id少 し下るか .定足の決# l=つ LJて ′重層9年 (/ケr9)]=は歯石1盤

i･･. 'ru'淵 0)症しき t】て決9日 'JLI 11る,/わ ,'､･.'tJlは世態 的早 手の救 い46)で

呑 ∴ †∴ そ して騒frO)音にtl枚 を与 えないとt､う林 地的面も う4､が われ るが .こ

Jll⊥ -j畔 の農村と して よ一 己に も,と仏 Tj:こと て･あ ろ うと官､わYLを.

ケ く化 3年 L./GCb)とおける小野 泉q)虐政 留を示 すと第 J可の ご とくであ も.丘

l一息故には ).JRをめぐらせ.tpLu-O､ら0)上衣 吋性格 が.うか が'われ る｡

そ て′て払労相 に おいて境貴史喪はどのよ うで あっrCろうか ｡正保冷地 から危

東食鳩 に至 るJ/年間殆 んどT3竜 は本家 であるDYIJ元禄叔 地 帯 /8･/Sも ノ斗 3升 5'合

は経 年経 f三吉収2,羊 には 之S-CL石 9斗9升 ノJB Jr-や と37クをo)生麦量 の向上 Rみて

いるDr..喝櫓L年 (/98g_)ド_重さ3/年間には徐 々の向上 しか､み られ ない.これ に

片 してR板 の安正がわD､らな いのて･.どの程 東に生産力 Qvl上 ･,r=サ は ねカ､らない

か､,串 L友 か ら貴史 2,年 L/74ケ)の泉号収t を求め てみ ると J/后5'4-3叶 b合

方 5看 7g畑 のT3付 くI荘1日 /149)

4e Sア ゲ12

之ヱSS}∫

cc3{//

± i

一三三1-ニー!

盲可束丈f｢電真之等 (′74LP)稽出穂｣ 上や屯好
一 7 -

とな りさらlこくわ しくみ る

r=めに貰 5着か らそれで爪

のjRう吹t をみ ると,可 地

が /̀石 8斗3汁 ム令 ′畑地

が19斗/升で･, 二八を石代

でみ Sとそれ でLれ上田.中

旬 r一赴 く.前 二村 に托 して

長句坤 に青 1)｡ 又句表 より

上 々 田.上 Tqが 仝 C7堀 1=対

して類 書を 占れ 何年の 主

j肝他 車廿 にオ す 15田均 のtIj
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食 をみると如.∫ VQt･高 も. 帯 も東 か らP □輔底 の安 iLをみ ろと .冗尽 _'年(J'･*タ)

か ら天保 5年 (/t37)/二は人 口.P救 ともに増DUL,大場g年 (JR37)では仝 P教

に* して帯槽 は 占0γo宮 古y)てい 5 .更に青枠 /戸 封 ')の平 均所有 面積はク.7衣

を不Lていう｡

=れらの ことはさオIY田畑 中MllO)絶 書付

吋性 格 をも,て いもことを十令 ,=寿 してい

ら.

(411 下命森村

前 に も敗 れr=ご とく,下松穂打 は新 しく

形成 きれT=新 田喝落水 である .

茅も毛 戸数 と人口 の東亜
ガRC車くrPJ

奮吋!

134Lj'

ノ079ぺ

打酪柵

気で .青 田象素線lこよ り,労相に付 線人 と して官尊 な地はをもつ に 呈 ,た 古 田

在 l-_ついて みよ う,鼻緒(/V)にJれ lI''その札 は番洲 の城 主であJ,た ｡ モtて次 の懲

左 上門･つjltL rl,て給砿地方 に梓 ,てさて いる . 号の岬 にいか な る書糖がt存 tT=

9､はirlちへ く もrtいbヽ-.世 左上門か●増 毛 r年 (ノ占グク)l二兎亡 lてい5ことか らす

h Jr,軒珂飼恵 き呼伊佐 してき てtユ5と格われ る .そして棟年 tCなっ てIl一 町終

甘軒によれ ば′止す3年 (/7･/紺 )にrIJ軒下太が J卑 永 4年 (/ク75-日 =はや 兵 王が.

東に天保 5年 ()5'37),弘化2,辛 (/C4S).鼻 水元年 くJab3)l=Lませ 五和か･圧点

をつとめていち .敬 , て舌 e)手Ia武士出 身の 五度 と して付紙 もつ とめ この 乙 とは

台地か こi;いて社食 坤 ない しは名 寄特Iこ勅 当年舷 を占 めてい た ことが雅章されち.

こZて･上船破けo)小町 質 と何様 に ,文化b年 くノccタ)a･吉田薮度数 屯 を布 すと

爵 ZfPJの ごとくで･あ る. この鴇令 J長女内 に栄 瀬 のみ られ ることは何者と ちが,

ていも.

次 に生産高の安弘 を み よう ｡帯2.恵よ り ･鷺六 /2年 (ノ一72)の古 /ヱS-/石 /午

ヱitI各か ら変ち5年(/67ヱ)の盲 /チエ3石 く斗/叶7各に至引里か才 寄附 こ幼 ,

S3'hO)増 収をみ ている･ 同年 から対 泉5年(′タ37) の/S7年 間 には =ぎ%の増 加 し .

かみ られず .明 冶元年 (/YES)ではわすが に上 ,て Llる濃厚 {･あ る. これ は打 田域 ･

立 曽初 において患款 な生食 雷0)向上をみて い るが J鎖 年J=':3るY それ は稚檀 な上 .

井をたど クて いるこ とが わオ＼盲が てわが 生兵力の 同上 をモ噂す るtbの か どうか は

わかbない.八方3去り､ら析地面廿 に対 す も田地 q)朝各を求 めると .､､うまで も

rsくク?.<VCと ,モ0)ほ とん どを 占めて＼,ち. 史l=同年 にお ける長考伏せ を尤 物ち

と/石 ム中之介 となA).上船 確叶の蛾合 よ')や や上 製 -)′神井原村 ,ポTJT_舛 1二比
してはもち ろんその章が葛がっ r=こと体朋 らがで ある . しか し これか･村 q)賓がさ

-10-
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TL･吾 味 -3-li,ち ,メ).1､と ;)^LL･jr′･.･, E･. - ミ ､･l･'JIl_.し うう付は上妃 三 ケ軸 と lA笑T.

った詫ry可■神性範 {_JもLT l･I/;..

二二で台打 のJ~~口1.1衷 遥 l人;i I.:-′-ド'主ー､71J',-/長 の ニ■とく (･{)香.大堀 g瓦くICj7)

髭化y一年 (J84L7),明 方3年 ( ノ77ク) の戸散 は高音 一束鳥 を食のた激 で 有 り,夫

侭J年(ノ334,),犬ス4-年くノ41g41)Il葡FrO)叔 のみをif,E7日.,八°は各 年代 を血 し て
の冬人 口 で.あ-5と賂 1日15か､′戸.扱 V14 11尺+(過_し､くの 方策 はむ つか しい 0人ロ

につ いては 禾偉 ∫早 く/gu",-)か ら司F斉 (/とJ'7_/())･>孝和 こ70 人 の減 'ytを示 し'(

い る ｡一 才で は戸故 が和 人他才 (.,はへPjF/椛:Jい 1-)こ と lよ.且体 冊 _い0､,ゝ 3

第7蚤 .F'教 A TJ､人 口の変速
- r～ -一 l

大 壮 S Tl . `1L_Ylt ∴ ･i:.i.'_･ii ∴ 予.く_･:'L. uq_:I_･ こし巨∴∴.
･p･
1
1-･
†
･

LB
..(J

…

ク

ir

/ ♂pク
～
.I (悪 念 ≠ 23 ! ノ8:,. … 440

･ダヱ3 ; 3･gO
ノク∫ア圭一 - ! ノdH 7,

日 34 7! tSW

∴ .,丁 . ,-i,

酌 塚大書T鮎 叫 か 略 入官｢榔納 言書Lf木 村 ｢東rd八三毒h三い甘｢',71E3人
裸=軒f上擦｣

-･.､･-I-･- --.･I 1,･._IJ

テbO壬て一､4､㌧!

理 幻 に よるがは わが f)riいが､′ 凶作 ト よ さか群 や､了,･.斧'.行箱 の長 幣 に よ も人 tjの戒

少 fJ:どが･考 えられ る .上 鼓 o)ご とく いく b女鹿 i-か･馬 L､と h ･てt･L_-fi/i,;,ナ

b何 回 も丸 さ凶 作 I=はた ま b ,JL1 一 敬 の育也 の 攻寄 良損やL隅 L), こIJt･LfIItHC

ど うにか して もら え な いかと磯 し､出 るの.で あ る･ 呆上 か らもh 吋 板 書が出 され も

ので ある . 即 ち町 路 や杵LJ るL, 哨和d年く/?i9) に倹 打合と水Lてほ Lい こ

とを潜 代が足長 へ口上 Lてい も.ス冬永 8早 くノ7J7ブ)にも ほは■これ と同 株 o)こと

を しー っ てい5 し(/g ) ノ 削 本吋′こは天候占年 L/3･1S-) に 竜也才 で丸 健 が勅 ,.て ､､る ･.

(/').敬 っ て 先鑑の人 口凍 少､は,あ うい -i.の 年o)机健 によ る 死 亡oy一原 因 とな.,

ているカ､と -b患 われ る,大様 rL等 lこぼJ領 >ib､ら倫 斡冬 が 出 て､､う. こ のよ うに.#

民 に と' ては凶作 は者 も いT=＼-Tlしい i･の で あ った .

以上 星と して 土地叩係 .汁/& 人 素話 など0)q杵 を中 心に Plナ廿 の性漁 をみ /こ0)

やあ ,たがl, 学の 中で竹材 に比 して 肴 しく実 町的 な a)I･J･水泣 付で ある .上 船碓叶

下船 相打 とは艶 鼻汁 的性 格 を も -て いる ことは頒 められ るか･.打 の節威 の亀確 を

皿 じて現 われ る 台地水 と新 村 との相企て あ I).久 lここの こ とは JK水村 :柳井瑞相

とも'dlう点 で ある,仰拝原 町 に ht､､て I'L,町殺 人 0)吋長 骨:,,篠 ,地形的 韓 邑 ヒよ り

-1エー
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地相 と匹別 され う50)である. XFIJでは層 碑 としてI{田方である上 .下船 確吋 に

一舛 して相 方 で･あ るホさけ の即 にqiL走され るへ き杜 絶 をも クてtlるの であも.

(注 ) (1)町琶f舟

lJ 甘口濁誌

(3)町 鼓 那 キ

(JL) 浅 口布 達
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茶L竹 村 魚椎 畳 の東野A程

前帝 ヒAlいて述 ヾT=ご とく .鷺豆弁 吉のぷ場株 稚.格 叫家 弟の各 国建 一 ′幕象
特利 の確 立に S,て′一 校 に近軒 の吐合 粛ii.良基ホ 肘 には槽 171神 官 を頂 点 とす る

有司知行大息 Jtの 下で･蛮坪を併 呑求 臣田とLり 武士文政筒鼠 と,風 乾の六軒 か

そ占めろ農･L商攻 よ りなっ て＼､た.しが も ,押 掛 二も'い ては そのほ とん どか･最 良

で奄 り′それJ､稚 成す ろ材温雅 社 は .i七 を額 介 と して現物 手放 を浪 う天龍階級

く武七 )と乾板 を押 板 さY15職 美現 有JT く乍育也 )との叶坑絹篠 であっ た.

この壮 瞥粁j!柾谷 0嫌 造林 qrとそJfかl旬 卦す る蕗 矛々 について は今 まで･タくの

櫛党首 ol'てか･TTてきT=ところで あ I).い くつb､の宅三見クY謎 Y)b爪.ネ なあ'紛 争の

栂 と rA,7､､も ものも右5の であ 5が 一こい 二も~い ては並若 の船本 にあ rTも打 落

珊 唾 の音質とそオ=こ伴 う文 民有用 の安 直F={眺 める こととT る.

).廿 方也主0)形成

打 落礁 塵の窄箕 を開成 とすさ喰 l)にも一nLEは ′よす 町 内1こぶ i｢''HT一合傭 軌

弘 本絹濁 .又乾最棟 に注 目しTJl-Tれ まな らな ＼1.いうよ で もな く ,▲丘壮者 吋に お

LJる主産業は& 裏であり ′転 載 を丸 められない我 見の生活 はすへ'て土地 ･rr中 ICと

す らも0)て.杏 ,た .ゆえ I=そ の吋 即 :もけち 天配煉 雅 一湛 清雅 連 .牡 b･頂息5･何

ら･4､6)即 ヒr_,車す とすれ 打 .それ はます■何 らク､の尿 Elによ･' て .土地 内 ･qir/,苛 ･

その舟収 集輔 .土地 刈田等 の教化 に起 句す るとji克てよ l) ｡

/,1,船軌｣省けう10各村 のk氏の 土地所有状 況を年吋 的 に拙 め )'HJ,Jt･め ごとく

であ る.

よす竹 井 虎をみてみよ う.軒8衣 は兄棟 9年

(/69'S)の抑 井原凍 地鴨 の よ計で あもが ./衣

か ら5-涙 a)も のが 4L2.3め て･一鉢クく . つハで

/涙咲 下 の肴 が30.91.LT･あ･), こa)町方 そる件

の73% 宮 古ゆ る1こthが カ､わ らす . その耕地 両

稚 は 9町 /玖 21 歩 で ,当時の細 井鷹 の館林増

tr償33町/衣2玖 2･3歩 の3抑･:苅 T=な し).早

蒼Jfや､サ なし 3町 以上の 之鳥 の大 高存Q)土地

所 有高 0､.&町 ム茨グ軟14歩{･Ll勧銀 を 占 也てい

5.
次に粛 ウ表 は青田密文書 r柵杵柄努i帝 も 頓t

え⊥より滋養 1.[=′ え 4?q年 l/∫'.7日 =お する

-75-
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.I(-)1L,-1L1 ff料 V･)- 1mJr

U約1d村 絹地ilLこ

船J7C4ヶ廿衣小一Lq砿吋
の書狩衣bL･'魚 島 の-亡

妻で参る.寄樺 とは年

書を堺 め5 土地 き 匂令

で挿? てい うR の こと

てあL),東商 とは年寄

を収める土地 を匂介で

はネ庶挿,ていな り も

a)の乙とてある. モ 二

で珂属 と な さtT)はふ 哉

Q)肴 であ L).練 li.1よ 一

体何 によ . 二 七_･ レLr,_I.こ

てr=0･LJいうこと である.一般 JT_才 孔らilt,のLまノます､小作 であり ヌ Iム - ･.一号

しなが らの 削君で奄 急. ゆえに.其 宙のZ/いと t､つことは ′- ,kt,J1､件LI'i t1 11

てIlr= こと′いいがえれば増

えq･舟如 ､､推測 でそ,書見Jf ｢ ~●~-- 'L-叫 .~.''- I - --･･･- ..｢

め上下- ･あも程- Lて け 升- 純 ノ3{解 く三g'群雲 冨 皇

∴ :-I;-:;-I.! '___:?.三l; .i :I--:-1附 ~-:-: ･ _:;一 三 ; I--ニ :E _

泉 を眺 めれば .魚 苗が･叶谷体

の31以 上 に如 ･て＼､る｡ これ
と上底の罪 g泉 の烏解 とき岸

え谷 せ 5と,この項T でに地

王手作i)a形簡 o＼､あ,r=と考

えらがな くもな t､か,モめ大

高梓 0)経常形態 為 .軒家 構成

もわ4'らず 一スス傭期に至 る

まで この帯挿Cyt漉 いた がど うが 4)

帯ア葛 粉恩師正にか十も苗帝 と泉 .I.5

上- 3kg 二,Yf 霊芸 - ‡

･ド 江 村 ′¢C く 言oD 空音 l

五払 ･･H- ≠デ9 く 霊 芸 笠 松 軒

夜 農 村 4LS/ く ,1,'3P 空等 ,i--/軒

再 呼 打 ノL` く 霊 芝 芸

7称 tlfは■rW tti蝉t'rtJ九枚8(/tJT3
本喝 であ り.印材は拝 されな Ll.

次 に下船租 についてで あうbl.I,策 /o泉Ia:専水3年 くノ774 )の年下井 内鴨 にも､

ける同打 の土地所 有状t,R.て･ある .こALに よれ Jf,5.El以 下の農 民4､･圧倒 的に 争 く
∠0.3仏を古曲 てLtる. 又 40石 以上の一ホ肯 b･･S人もいて .上下 ネ帯 の告ぎLや･･み

える こと で･.ある. しか し特 に定日す11き こ とは .この 年青井珂噂には.包小作粥

-16-



育/0貴 下鵬 冬如奇(/?微)
にもけさ土地所有tK尤_..J_..__~ ___ -~:

5-～/o

ノ♂～ ノ∫

/S～ ヱβi

ニ̀- 一･

30′-･如 i

40 ltjt上

7

久

3

ケ

Q
･

′

･十 ･- -一･･･一一--- ･仙 -一一一･-T∴ 一一一J
qTL.,I.p'i捕 1･Jl.(li年(′′JF舟)T棚 '.

棟 がみらJtることであ も.

これ をサ析tた のOL'帯Il麦 7:-あ る. こ の点 に

み られ るご と(下谷 租 吋 内だ けで 乙0石 以 上 の

頚 木 乏と う 有 梓 が■ヱ名 あ るがL, ここで､時事きれ

るのはノ霊老躯門 とい う匂姓 で ある.裸 は17石

占斗 ?升 ム合 と同村)=おいて最高o)預 J)水を枚

りなが ら 東に市名衝 円 .久七 ,首左 ヱ門 の3

人 カ､ら/令 せ て取木 占石3斗舟 の土地 fr借 り て

いる ことで香る. これはも､そらく. モ右又門が
田舟 の田屯を多 くの 人 I二項 す と とも に ノ多 くの

泉公 人 を久 , て ,かな り手rKくら作をIJi官 Lで

､､た の く.I..iないか ということ′耶 ち子作 り収 支

7:LtはTIゲろっが と＼､)ことLZ･Lある.

笥 /･tllt 言留 静 下船如 釣 る

i埴きざし･-そいる肴 (雌主〕

土増 を骨 J)てい急患 (小作)

二人'.M上のも(I)かir)上地 をノ狩りrい 5希

増毛で ありノかつ11､作で奇手着

席 東 が､LO も以上の肴

頚 木が ノ0 石 攻上 の 葛

小作 人を 304 発くと 埠 っ て ､､る肴

小作人を 之d 毛 以上や っ ていろ有

丁
.I.-

･I

巧｢

/ユ/

′

之

と

これを･姉 9衣における下し船橋

Q)青棒 /?∠軒.鼻 ノ8≠軒 という

Iaげしいか解 と照 L合 す とき .

下船格 におけ5甘 二1-昭 io)成立

が煮え られ 5.

上船穂 ′ 水 江 1ニついて は .何

ら異体 的な止の宮尾虫すことは

I/ぎ で きない0､､J第 93Rの犬 侍 l=お
ヱ 巨 るタ如 網 の 経 と ′約
3 i 以 剛 二もJlる卑生堆王制の準正

*甘 同 上 く人数は隼人女) 温故と/lt作争乱の救急 を考 える

l とき船租町にお､け5打を地主の成立b'券 iりれる U).

で は.何 故 , い才､にして このよ うな土地 のかれ 泉稚 が 行わ4Lr=の であ ろう0､･

' これrZ-'t＼て ば古釆′牡せQ)社食賂確犬帝充着が-梓 に同庫 としてきたところで
も ,),布 .Qの軒 '発現 束が 発 表さ れ .本LJも卦 平の あるとこ うであるさヾ､ノ｣唄にい

わいてllも ことは兼帯衣桁 Q増 車や旺軒の疎音に咋 )市島作物o)栽培 と横町経妹

- q)書吋へのif食にTもときれ ろ.即 ちノそ勺や亀JF符 の凄艶急冷 のす 封 とす る と

こ引 去′永久i地充電簡 正々 や転載 q)繋止讐 Iでより,農 民宮上姫 に浄 ])つ け ･∫

ぺ弘 幸の制 度 曾紬 と して,長氏o)食刺 o)すくて 官現物茸租 として稚放し･そ11に
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よ,て接せの地位,生満を鮭拝しよう とす るものであった . し〃､し′い くら電 し

りス手'して も.六7;挿1てはタグ の金利が疎 ,た .スそれ らの大 薪梓 は姥瀬 を拝 っ

ていちのド苛 政であーr=b､ら.牧 域 によさ利特 (ユ)も考え b机 ,鞍薄軌 こftイかこ

且つことができた. これに久 し .野鶴カ の少な い長 氏 とp～,毛 馬 Q)少 な しヽ景 民は

破 しい年貫 Ql求 まと相 っ(.叫作 守によって 一年 末上納 に回り, これら のぺ市坪 〃'

ら上地を砂鉄 と して本 や金 をけ りるようと な,T=.ス 同時に良払 可及的畦格 の棟

､､震* に甘吋騒蒔 8､･人 ,て 苦たこ と一殊全作 物 の載績 まれた Lr=こと は .噂 に中

書肴の介畔 を促 し.有 Rlま上f令 解 して 一大息は泰 で土坤を集 棟 して地主とな ')

練粥には書民有 よ')めも､しろ藩権 力 と鴇 tl'､.そ れをパLッ タと して 小作弥 生とも町

立拙 宅 とな も.以上 か､Llわゆる農 民令取締 亙艶 といわ れ るも の で苗も.

ではこのようなことか･船粗相3Jに もあっ1==ク､といLiはl′･一枚的使 句 としてIa考

えられ なくもない･例 えば',大 jR永常 氏の ｢綿端 整称｣ lこよいTf ノ 牢CIから互角

にか けては各回軍歌C)輔 i-=せ?_･i,'ちこと〃､一宿席 き11て いるし .明方J7年 の加を衣

にも錦 先の生名&､記 -1lt ･､j∴ AL 実像 ,苫 田家 の 考古に ょれIi:▲明芯 /y･耳が

ら/ム耳 al岬 に{'､打て一か rd-りJ)綿花 ′柾 が一哉埠 -tcrtて､＼も し.平和 何の古 老 の綿

から判斬しても′kF牧瀬 カ､ら明治に今､け て錦咋或考が 予臥 され 5.tがし抑 亨
がrTわrlr= ことは

1L7 年がやもノ それ〇､

写 tt2 綿 作 Ivtei)か ,r=迫 Fl

(左クー)ワ一帯 .El･･.小

Y の くらい, 又.

どのような緒Hの

農民に よ,て.ど

のような形鹿 で･作

られたがが'研収 で

あり,モ111を示す

何偉 才科 のrdいい

で 1㌧ これが■真帆

着々 の東亜に沖 し

てとのよ う/i作嘱

をなしたかは 析文

t･きな い･ Lや､LJl､狩 衣六書Ll.よ卯 は1.

先鞭時代hb千木′幾本 ハダ ラス沖 起こ為 シ泰時 長尾妙 見 ヨリ抑 農 へ凋 亙 ノTfl

トンテ農産 畠-dt兼 t)テJt々it称 ニ i Lヲ珂1
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と香 り′ RIJ青 田野菜番 犬練 9年 Lノ6,T) , ｢靭神 官 え輯′も､IrえJlこよれIf.

酒達人 海産L軒 下船 尾

先年ハ御足硬俸失う吋東漸を候

とあ るの でIJ将 夏め求 く硬 直 )にお いて三岳の塩らr7ていT=こと,ス ′抑 拝見 の内

兼貌如 U(肥村 有を常 人 (･･nr=二と,i)羊IS.栂 王の上 地 友好 に与って ガ あった と
だ､われも｡

い ､し .略 称 二おけ る地 主胡 均 におし､てJ長 q)救 顎 さるべ きJJ和 田明蚤 で ある.

域 IT邸 漣 によれ ば一正帰 元年 に析岡 と して ′姶慮新 町ldo町歩 と妃載 さ･Jtて､-5.

又 一 ｢粉柊 町洛 管外｣,4)によれIL'､,怒 山 池 田亀は克和本 に船蔵 . 長尾 棟内 で軒可

O･千･ix;J=鬼 手 L′宮水先 年こい を宏武 ILT=. ゝの唯域 は ,掛鹿で は大船 穐 前と鳥

何.&ひ･松藤 の長 雀鯛 軍で あ!),畏尾灯 で は円軒喝で あ5と ぎ水.掛 碍 {･(S bO.?考

艮長では LWS石′T.一高 6)珂hOをみ た. ついて 松山池 田丸は一同ノ9年 にも紛篠 と陣

Biに摩//-5軒 iijJ,千か 二月手L′両市 IG)IIQ}古学吸は確 命まで･卑 小､r=か本一見戒 に

終 ･,r=. 二の 呼 L.},滑 河千二拓は寛.在 C)沖 尽OLJ冬船 確根城 であった らしい . LがL.

中新 庄=ままr=一軒地 ､こ.1･まな,ていな b､っ71-.そ し て先水 /9年 ･7月き蝿領 iとなっ-r=

水 谷 氏は ′正博 に ･'O-Jと 亨の 叶 久野 を有薄 すると英 に,谷 の中新 田のtF来朝 ･11

帝からサ虞 L･L'@す る 荘路筋に粛 r=に傍 牡を軌 ､て中野 田 の.lt幸禰 モ千隆 させ た ｡

ゆえ に .ヰ新 EHt車の干拓 は.兎林木の池l巧工 事に冶よ 7).正億初 耳の水 谷 氏の

I 工 事 首足成 しr-1ものとみ てよLl.LC､るに ,こq と き も中新 田の下手令 73まrr地

理 が●′低いのてポ滑 の まま吹任 tさ,rt.そJLO､東泉 す うの は警菅谷 から羽 島 山 岳でa)

敗 の左門利 に碑.､Tl-高 瀬 血専 al変仰 軌 二J ,て できた ｡才治 における去 葛新 町の

見成 と呼 を同 じくす る. - と妃 き11てい も LE).

以 上の如 く.この他才が'度 々干拓 さH .iF類 な面枚 の軒 田が恭生 Lr=と 匿われ

もが､,それが 乗除 に ビa)よ うな形1二おい て干拓 され ,それが 当地 才の軽 清祥亀 ,

社会球 速.乗取乾 せlこいがJ:3るJ*荻 を与えr=〇､は 不明 であ る. しか し,申棉六郎

免0)軌 こよさごとく, '各所ウ､ら舟 を発け′廿 が 頼糸 Lr='吋 舘野 珂で あるとナ

ittf.そ0)帝兜 の中心 とな ちの は五度 その他 の叶 の骨刀 か て･あ L),それ らの人 々

が.その巷 沫カ に もo)をいわせ て令相 良 に′ 又 は一利 こ大 書 の土地 を雅 称し増 主

へQ)甚境 を壬j-いr=ときえらYtな くtbTな いで香ろ う｡ ことに ノこの 旭才に おいて

打 直Q)犬僻 5年 (′837)の抑 二見 られ ろLllと く.JE民ネ 畔 のはげい 1こ とや .良

化3年 (7押占)の下舟稽 打 `泉盲人剖五人虹巾簸 惟 ' にみられ るご とき,廿 の妙

高ヱjd9石 ク斗2オ A合 す勺 0)うち鼻甘井高は七fb､ム甜■石 L升5'合 L?勺 であ り′
-J9-
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上船椿 へ 92タをF斗/叶3合Rや,長尾村 ､クタ石 占斗 2.谷 9 勺ノ,官=,r村 へ 之占石

5斗 ケ升S一食 2_Jy,御 井原村へ /S14百 g二†7奇79 ′ その他上戚 -商え捕 ′庁 島

村 J" タL石 ∫斗4オブ令 /勺等,同村 の谷新 地の子以上oL･'他 線 4,才 の所有 と's･

ている 乙とは,中桐大坪 氏の蕗 l之も奄 るご と く,下貯 植村 への出作 と共 に′この

あた りの地 主が7K宮をもて れ て土 堆 をか東 的准 tようと Lf=ことの ほか にノ土 産

の事棺 を示すのではも 少､ろうか ｡ここに船 徳 ,好 に上下船租* におけ る新 町絹糸

地 主 としての樺色がみ らYtるので TiなLlで あろうカ､｡

以 上d:tべ たごとく 一江P彼 千〇､ら最本 にや､lナて′ この如才 ヒ省け る村才碓 主の

確立,JyLili鳩 認 されるが .でIi果恥の地 主と して ほ どのよ うなへそが おり.いか

t,rう重 いr=ちの下に, いかなる 各棟ヒ よ,て. どの ようI.=して上増 を集推 し′地

毛と7之,,な のであろう1､｡齢穂 におLIJi)此 主と して は′-JTbl下船砥 Q)名田汲 .上

船 噂o)小暗 を ′抑 TFITto)内筋旬IJ水T/1の坪井 鉄寄り､･覚え られ 呑.

かf]畏 ･二つ い て !.†IQ,L 摘 ld,Jこd:れ ば ,取 出 のL:･.と くでの 租 は中 盤･武士 とされ

エイて日密を ,I_r/I.{:てヽ.1.:A)移植 Lたどミ己<'ill,彼 が軽質5-年 I-死 ん で､-る 117)

?_ころ小 ら考 えれI{′ 船 砲 へ努イilL′J=の]･i早 くとLL,そ●Jlよ J)数各 年前 (萌 り..租

って船穂 新 田成立J=li簡保 しなか った のlぐはないか と 息われも. 又 ,首足の嶺 に

よればノ播州4'ら繁晶を収 XL=に求て ､､r=のを抑度 の貸席.を碑 て賂租 に低みつ き.

虎屋 と なった ともいLr)か 7.が~,その後いかに Lて上 地 を集荷 L地 主とrtへた か は

よ くわか らなし～-I'Lかし前節 で絡 げLr=文ィt占牛 の舌切 荻の鹿 央 回 (GJをみ ると 一そ
の間釘は雫19珊/.NTノ北/1印羊.腐so約本.jL,棄12研羊で･.′やや 和 tL二浄 い私
大な屋 敷 であL')′索 と)Lは巌 l塩 に固 ま).i,杓は常水)1日二frして .表門は軸に ･あ

り. 家屋 の舟Itll二,広大 ,rd一発51を甘 Tるb又 .郷 東 .土F ′着油 席.傭部屋 があり.

湯殿 も上 下t:外 れ,部 屋教 は占ってJfのう う/0度が 1部屋,8丑も 3都農あ b .

突 /=内奏も梓っと し1う寮鞍 なもので･あり寅年の隆鞍がLのばれる.

神慮小 野 衣L=ついては ノ菅の素敵 のによれば､.三百度 .ノ1､野和泉 三水 日の次男

市郎友ヱ巧とされ ･中え景 (卓上)′1､野東はその分 家 てある. 文化5年 の度東 国

uo)に′酒食 がみ られ る ことや .疎 Iこ述べ るご とく点者 牛のみ られ もことから, 酒

連末 を曾んでいたらし く. やの 経 本カ によっ て も土地集積 を Lたであろ っが ,債

鬼a)歯 車から鵜各す ると .貴慮 の小野家 とは胡 鹿粥億 鳴あり,硬 筆 とともに新 田

肺葉によーて0､なりq)土地を頒外 し地 主G5戊の生せ ききす いr=と患わItる.ス 同

家の本 手魚 終 q:みれLr lH),上 髭の音鬼 の小野 家や ′足守 の長問 丸,玉串 の庄屋 辛

農良書と鱒 Lでおり, これらo)正長が且確 を突 こして JやJjlとも珂･A帯 して し1ろ
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と考え られなく もrrL1.

巻

山
草

郎

蘭
曹

抑汗原 の 河鹿宮につ t-ては,打帝 で.iりtrごとく格 州.＼十耳 村 よ りRj(串のや )IJ

家 lこ食 客 と して車イ圭t,,そ¢横 長JHl.4-TをJ)ちケよ ')斡200年 前 .郷 井好打 l=伸

･任 したとJ云ス られ .松 山 藩の榔阿南 人とな り .喝 宕初 期 r=おいて え0-30町の 地主

で あっ たといわれるが'′ これから希 え れI･i:柳 田帝人 として 兼兼 JJと積 L1-その大 き

fI稚 希か こよっ て土地 を東洋 Ljや主と TL, r=と 懲わ 1てる. 又ノ71(l･/T坪 軒家 につい

一_/1ほ とんど 甘叶を得 ろ ことが ∈きfJ8､,,I.

1,付 す増 まの存在昭,級

′i･･.あttlてはいく つサ､Cb神 主,Lイタ化 し,..･ヤ7TL地 主 の形 成 J､つい･て'd51ヾ て きr=

0.,一6)ろが.ノでは 二H bの他 tは l＼かIJ禿約円 にあ L､てどのよう1,i-地 主謹 官 をや

って11T=の T:右うつb＼′一体佃 ら 131.平作 I)¶1-_Fy絢 句か稚 いの b＼,考 Ji地 主的将

何O,加 n'Dか. これ L'0)こと･こつ､､ては ′ぺF.)A/iJi_,-B判 が なく有 卦 L唄 ら小 に

rr-ち _ど/T･できな いJ｡

･･'･し千吐7.iL:J--ついて し､克 ILLll,前 出 のヌー､ ･-て ･:)Ei鞍L775:みれ ば前 紅い ごと く

伏 評 蚤J/み ;)〔7JL一産歌 内に もApきTd誉唱f=e有 L rい▲る こと,.繁願 が上 下に令

A rL tt.る こ と号 〃･:;阜 イさくを!～e,-I)便 ･てい ,rLrTとが 子疋巨u L/寄 生増 工紳 性格

をJ,r.I:､,I､■り1,.この頃 て､は‡f･/が r̂-tJa)享け も して いT==ので F･i在乃'ろ七か .IT野

東I=.つ ＼アt3:ノ 丈化 /0年の同 家キ 書 ,｢･締.し,i/大-泉回 の盈朝 ｣にあ､･､て ′′卜軒家

I ,分取葱棟城 をみ さ とノ

店君 滞研 疎 石 丈七 着有 無碗 仲戒

ヒ女 滑叫 軒,七七や 宙たつ ･Lbk 野社小山 人夫増え泉

下t,'3 4Lぺ

下女 4L人

T訊みせ ノb人

と包 され てい る｡ これ と ノで速 でた 11亙柏 崎柱 如手水 一･-一斉や ｣の大吉 やu-i)ノ前

述 の文イい 草 の度 数厨 にあられ るご と く,五 大を兼 との居鼓に外堀 を有 し,く 叫

Jこ沿 パ オbや備 えて あることは .か な )の告 o)泰や演の輸 鑑が 馴 鼓され る し,柿

戒 その佃 の粛啓 の鹿 O､ある ことや 一二のJ'=敦0)当時 の一救 庶 政の位 宅 '=E考 えてdL

ると き , 小野求が この地方 の埴生 で あ '),打牧人 であ り.そして ,4､な ')の現 収

の労 連*を官む寄生 地主で ある ことが うかが わJLも ･

又,坤井原 の相席 *IこつLlて は ,ほ とんど●ヤ4)ギ軒 がなし1が 一晩 鮭のごと くせ

山東 4)榔 珂帝人 L(-あ ゥたと いわれ .庇粁 帝を甘 んで 11r=と億 ,tら11もところ から

- ヱ1-



恭 す れ Ir キ 生田 碑 林 をもって いた とも 考 えられ 75が ･よくわカ､ら な いo

Lがし一々 に当地方 Iこお け る地 引 ま,書未 lこおいてb､なL)草 生 地 主的 な傾 向を

有Tると古われもか ㌦ 小 野を考を 煉 Llて LJ尤も 1=阜 生地もイセす る,の は明治 に入っ

てが らで はないが と伝わ11･る.

3.地 小作 喝像 の様相 と特 色

) ′乙によ,て村有 地主の形耽 とでのiPy億 を着 帯 Lr=d)であるか., では .地主

･tJい俺 はいり､な さ冊係 l-_よっ て治 Ifれ ′いかな う礁 相 を星して いたの であ ろっJl.

いま地 主 o)上地珊 有状 況を′ト野定常大音 に よってみ ればL.同家の羽 音元 年の下

恰租 に机 Tも小作 Q)吠鴨 は決のご とくで ある .
これにd'れ Jく■､S畝 瑚下d)′ト花 okl､圧倒 紬で あ /)

1)-3,i,･k･をしの ′之 茨城 上 は嫁入 叔 ¢'7島 中hす､

那 /く ′3東城上 l二王 フて は哲貴 之一､､:I-礼節で

あ る.これ ら､ら考 えれば､地 主が LJj,ヽ ･7)=i地･iか

解 して町有 している こ とや ′Jい作八･t.よTI-自今

て土耕rL･津 -,･ていうb＼′八 何時 に他 の舶 主 の小

作 人 首盲 るb＼何 か生計 を狩 るだけの副 斧あ るい

は商品作物 a)我境 をして し､るの でJ･.-fな ＼､が とtt･

う こと0､､号憩 され る. L が しここそ乾 田 きれ'J

贋/之表 明右足年(JPie)下船
租に恭けらJトや常のl卜忙

L . _′叶_LJl:1乍車 重 棄
∵iiiil∵ I.

7.I..i?..:,二
1,

,,

.I.･

5-軟1'{下

f次､/衣 1 /o

ノR-～2々
2へ3

i3泉秋上
奄杵 小野取 七 m柵輪 湖 聴け

ことは . 二の句 畑昔版.トおい て

帯/3歳に禾す ご と ( , 卦域 上両椎 と札面と Jヾ 鍾 フことで ある. 例 えは､久吋 の叫 で

第/3表 TZl畑書凍 下冷泉材 軸 咽冷九

学名IJ.dTまJlt誓書頼地上輔を林地畑 '｢-iq'~㌻~~手●~~~｢

≡ _

は漁地 上の面

篠 は∂歩であ

るが.焚 除 q)

同 は S玖JSI歩

あ りJ久 肋は 1

これを5-軟 ノS-

容 とLて小作

するの で ノ地主 はS畝JS歩 と しての僑 水 L年 貢 十′卜作 称 )と して ′ 0..Cso石 とも

の{･･古 寺がL′ノ輔 iヽ収める年 書と しては 0.03玖 令で け1RQ)れば､よいこ とと rJる.

この娘地上 葡覆 し一分玖 ) と兄句 く 声有吹 )と の相 好につ い ては, 長 乱都丸が･進
め られ て いるが(J3),地 主 と小 作 の未配 絹備 にもq iLtて し1ると いわれ .藍 ∈=二庇

いす も. ともotくこ¢ ことが 地 主 に有利 に作 羽 した こと は卑 小て･ある. こa)''tB

細 雪攻 ,'下給 尾骨本長 刀 モネ汁 す るとJ舟 地上萄布 は,ユ町 7友 ア臥 28歩 で･あり,

-1ユー



見雨は3町 5耳 9承 三郎 歩 であ るが ら .友 引 /町 ク虎ld.J歩今の卑官朱だ◆けは,

増 毛 のか かの 収益 と TZsゥr=のけて,ある.又 こJtの頂兼IiiP右 3+?升/▽'(･あ
EiI

てのほか .,i)畝と乾両 に相itの現われて い るも の に は,年代 不許 くおそ らく.

朝 倉柳瀬 のもの と静 bれ る｡ )で あ るが ,小野 串の ｢,At軟市 井鬼面毛 と捜 ,上や

相舟 .小野'4三軒別虐 ｣と′ ｢下鈴鹿吋同上｣が 吊 るLT43.
こtほ 態計すhば,上紛格かは,公畝 7町7凍/戟 /歩, 札薩=J//町3水7税

22歩でノ ミ町占涙`歓2J歩も見酌 多ヾ くJ+の年甘 く噌札 )かた'け地主'157射止増

え r=わけ であ る｡又 ′この領水は /(736少斗 ヱ叶ヲ杏 2,41′城 代基は /701 円/

歩 ノ泉 /チ/耳 であ る｡ 同下蛤軽 み で は公畝 2,町 5及′び歩,鬼 面 3町 '7凍/歌 ノぎタ

で′その是は ?凍ノJ~本 Lピ′･'/'-Jリ ,滞米 は4LJ克 之ヰ /朴7各 /勺′屯水 金は 993両 り

チ/隼 であるo 八 二,,:'･ い 欄 は果野上.,f町9畝 よせ C1上地 を上下両船租卜3;

＼＼て一昨時-してい.T:-_こ二rJ T､｢tbO)で､萌 る｡

次に.小野求め明冶β年 L/830) にも､JT'fJ小作 咲 花 をみ れ ば､,冬小作地 はヱ=町7

7虎ユダ(うち聖地 2町 /々 S玖/8ダ){･-ta)

小作人は全部でLi7あ くう'jくす名ti看取 将 ノて

あb . 号q)所有氷 笹 は欝/+壱o)乱L)て ある. こ

こでもや 払L)/A(ltiT4､･蹄が 多く好感の叫 .Q～五

年 (/〟8)のNI田瀬音敬 一'の妨各 と同 じことが

いえ るよって､あ あ｡X智明冶Jy･年 (/59/) ∫月

か1､1'巨人も銀 7ニよjlLf小野涙の小作人 は27軍人

のタとl=吐 して い る.
手練 に.地史 .小作の好餌間借を寿卑 しよう.

小野 辛気祈硬◎『視紳畢 ′キ上』1=よれ13-っぎ

q)とおりである.
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東 萩 肴 申 規 約 書

溝 口 邸 冷 痕 地 毛 小 野 警 右 列 芸 1 え 所 有 堆 小 作 定 凍 . 1 俵 = 甘 咋 十 三 年 ( 甲 状

a . 彼 長 泉 感 居 候 事 件 覆 硬 麻 竺 ′′/ 撃 = 地 毛 ( , 款 褒 敦 や オ ′ 一 相 成 横 顔 章

第 壱 本

一 ､ 明 治 十 三 号 - 要 望 雷 撃 苧 乙 - ･t .i t 志 ･M ･ 菜 序 人 = 於 チ 誓 岩 代 ･

雄 泰 相 車 ､ 宅 大 町 車 官 長 T < .珂 岩 孝 之 亙 = ′

ひ .; 謎 本

恥 櫓 F 何 .t Li･ t 叫 ヂ 手 当 . 町

｢ 抑 制 何 急 ･ - ノ

た V t 何 不 伺 斗 千 丁 .

9 . ･7 ㌢ 句 二 才 箪 - p 敬 三 L ゝ ･ . ･ L ･ ･･{ 言 責 誓 二 .･ i ･ k ･ 7 ･i i L11 ] 4

h 1 下 T

I L .r - ･

≡ :- . - 讐 r T 妄 ■ 亨 l ㌃ 誓 芸 吾 妻 言 - - . ･ .; i . ･ - 1 等 署 旭

皇 ㌃ を 抜 管 上 君 子 L t･ 1 甘 言 - - 速 轟 等 . I ; ･ J 二 ‥ 警 発 電

= 1B J 't ､ 空 / - 芝 = ･ - 一 < !. 笠 葦 ｣ γ 上 讐 二 碧 さ 草 を イ 叩 : て

帆 蕪 叶;･附 . 5 禁 詣 鯛 箸 馨 芸 等 湧 環 呈 ､ ヤ : 宕 讐 叫 叶

是 忌 引 空 砲 荒 警 窄 卑 特 命 宏 嘗 一 - 水 野 霊 水 - ヘ 誓 ヨ リ 布

令 出 .¥ 下 喉 嘗

各 号 白 日

JI M 那 船 頑 打
'･r ti 一 人

A 一 都 も t ･-

tJ W : ,I. L J 椎 .T=J

静 ･ ( 何 え ー誰 印

地 主
何 . b J 強 硬

第 二 各

I . 明 苧 妄 言 李 乙 票 令 三 三 - 軍 で し 八 を 票 芸 工 芸 石 雷

孟 へ 冨 / 芸 者 義 姉 J < 嵐 リ 悪 食 警 誓 ≡ J 勘 孟 秩 横 首 ･

但 書 要 言 - - - え 芝 草 ン - エ ア 雷 雲 等

有 三 各

二 . 明 至 芸 < H 蓋 要 望 諒 泉 量 中 - 霊 豊 貸 す 手 硬 レ 看 . 乙

小 作 人 苧 雷 雲 候 L I 付 - / / - 特 別 - 盲 , - 小 作 - 農 水 壱 雪 付

~ Z I f t



ニ 斗 軍 司 凍 尾 i 三 時 手 元 ( 五 斗 ‥ 元 首 請 合 二 斗 五 叶 卓 二 填 ま ニ テ 勘 軒 引 ,1 ナ ノ 有 家 キ

佑 貰

L 声 明 ふ

1 . 二 ･恥 表 音 未 納 え 拍 定 一… 小 作 有 色 塙 也 蹄 哨 笥 十 三 早 舟 .9 . 券 面 定 木 を る 二 吋 モ 年

足 額 亀 丁 ン 一 印 字 屯 へ 策 津 鴫 -T 1 IT ,局 で 切 手 令 ハ 第 三 略 大 魚 地 主 ヨ リ 助 骨 引 r 子 安

斗 惰 軍

功 エ < ･_ I

/ lち t t 十 三 三 l リ 卑 金 小 ･ ｢ 人 ト rC . 阜 現 時 十 五人 ぺ ′ チ 元 へ 見 て を 欝 P i J 東 嶺 数 1 u i ( ･軍
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ポ軒吋埠¥世 や 田 無尽IS

富 海 ヰ唆せ右打叫輯昏畔 qR

キ 虹 ヰ僻旨

匡 静 牡Ji衷

6-･ 曜 G, 普

瞥 播 零敗噂七

だ嬉阜 iJ貰if鮮 ど 鳴 触 Jく

そ.空く■範写

荘 雷 串恕セ

キ 虹 喪･†L頼

軒 it 隼 ･( 冒

工 &一 軒 t?.千

t-tSトMも才

tjベイ

巨 静 圧Tlせ寄

せ 岬 L. 1＼lE一

粒やN噂 噂辿盤良質助 成 ･L佃 Ig

./aせせ恥嘩

岬 叫 '1;:

これ に よ,てみれ ば ′船穂 o)舶 圭13人 とそ L7)小作 人 亡q)欄 に･1､咋 芹未C)喝典 を'

めくLLって 予 lげ 泉 っIllの で.妹 尾- 三郎 丸 が岬 J.-_入っ て拓 し合 ,-r=結乳の嵐 59で

ある.

貯格 の文 面よ ')み ちと明冶/3年に地 主側が久米く′1､作斗 )の引上 か 又は小 粒 に

木 利 な政 文 を Lた ことにオ し′ J卜咋^ b･咽 焦 して=111=友叶 Lr=r=めの 争い と払

われ る('{).し寸､し地 主側 は上に か t,れ ろ̀r とく恥 なえ0年までと叫噂 けさではあ る

ド . この先 草地 t,)､作 L,-和知-させた.i:lが第 二番 に甘 い ては/3年 に鳴̀ りで はある

ド .矢木 o)一部 金網 を敬 め,夷に事 三森 では この号銭 で 麦作 栽培 や兼官が◆瑳れ1=

こと を埋 由 と して ,当年 (明 海 J4･葺 く/18/))に取 l)ノ石 に甘 さ2斗5-升 年 貢をを

引 く ことを倉 畿 ra-く されて ､ヽう.
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桝 上にみ られる ごとく蛙せ後 半がら幕末′喝 ′引 こかITて壊 立をみた地 主櫨 は,

上記のご と <滞柵 の場 合 Lrを7月l･二つ と 'L歩の･IIJ水 を とJ), ･LL塔 チな ことをす

れ は直ち に 土地 を奴 上 げ.る 二t.が TLI--る L･･tう′自己 し-g利,i努 力 吉の下 r=･23日

C)居 民主ノト作 LJs仁′ 吏lー小作 井 の引⊥ lr亨に よっ て匂Ea)利神 を益 ,<増 大 せ ん こ

とを回 ') . Jト作 Ir囲碁 して礁I=一敬啓する,)･作 手頭 l=さ きが け て .す てJ=明 方初輔

に机 1て田津 して こitrニラすれ する丘で I-波長 してき ていちので あ る.7才お土地 に

埼する増 エバ作間･7)あっjlさI-=つ い てIJ#･をか-め 7 詳並 す ら.

く琵> T 上船碓 I'=つし､tM ′不JTe冬であさが 文政 /0年o松 .帝谷,早坤.クト乳 光谷井′鴨島.

え亡の′月畑も卑 収 '.,i肝 のうち-3か ある.二rL%集 計 す

ると.'kの二､と(-(あう. 又下船私(?つ い ても木見冬であま

tj稲剛 ,･)､･r,'･.(･L･＼｣弘イL.S免,ヶ年くる･Jてる叶 のうち¢
叶 7,.りlー P'r..≡ .-. l･竹▲-､ぢ少尉 )の｢脹:ilメ別五^台東吹

略 し rJ7i..-′t,;･こL'∴ ある.

弘1(.3ヰ (T粕Jか l軒℡3本 (下軸屯 )

a.ざま≡ 集 苛

文政 /0年 (上船租)
~､~-~■'■■■■､小

ノ6～54

∫ -/〟/Cへ.10DLo-IloI/

∫-/0;/'7J'/_占
ノ石火-f

ノ- ∫

_r一､-/0

/♂一_′r

/S'-上〃

10も30

2. 電 卓:1年Ll)上船凍村 ｢積出地JJ-よオ1Lf.

.
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せ
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争
候

･･

こ九らをか-iと～.ヤ r{

り船確町にお け′村甘

地主の成 ilが方iられ

る,

とあり,船軌 =おLlて也やはり彼稀の利柵はあっr=ものとみ われる･

3.円農安有氏の拓 による.

/L. ,tにIi･t･たた甘一tltの研･尭ヒよう zLの,
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(Fi) ｢町議辛斡Jt=よrtlf.軒Ⅶ珊於はLJkのと･fI8.7で毒舌.

折 田碑発掘卒去

(即 電丸正促剛 七の,けbJ石窟患

. 1･.∴.･ - 1●

.Fl心外li
㍗ ii.i.,汁

(Z.) 萌市謀り右#q)不尽項･-r婿表

芸 ≡ ≡毒 ≡

脚 ':;t7
:: I: : i

ヒ エLl∴ ∴ _｣r r｣

(-=1.Fi-r一部 略'J

L6) 盲田奈又暮

し7) 宮野ti (Jrt)尽 晩

(宅) 竹節に.かかげr=第2_固

(9) ′卜野象大音

L70) 竹節L:ががITr=簡)国

LllJ 小野乳大昔,町を幕希七∫ 'J
(12)ト).相方地t砂杭aで滋 Tヾ:=小野東大雷 ｢充棟 時代加千本J尊命′＼せヲ八滴違二為ン ･｣

のこと｡

(73) ｢甘木夜叉｣ヲ紺 (8ヰ心 中仝油井)の町尊繁治氏 の ''止世小作杵の粍鮭 n守を本

官摂されT=い.

04) 上枯木雷 の̀ 車̀Ji…列蜜)は付き恵味する0､IS不許である｡
(作) このときの争議は,年表の幸で正へるごとく,岬舟の増牡改正に机 lてば 弄モノま′半椎 羊'

で宗っT=も4)を,村石の高嶋 r=エフて,二の七を堆主が全部寒朗 にさせようとしr=11のl=避 '

T=争いと.UL･われも.
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村民 明治以牡 の粁改正刑の蛮&
榔 台以後の行政区Z吋の果藩 札uぞ 11に肘 ALしてみられ る軍桶 を尽 して一塊扮租

TTに言るJ.て甥 .Qに記す ーと にす 葛.

明 治 2,51右打/78 藩IdT耳性 み 名将簿sq石 知事松平稽正甘辛頚

4.年7月/4日 各藩直痕 亀岡妹
ノ/局/Sq 常連凍 ＼合併 ∫

'.隼 5月 定 足,肝旬をPを副P長刊 に改めろ,諜 cT都 第/7大 庄
占月 Jl･El県 とな る

8年g巧28日 上 船TB片々 か.T 輪 偲オ 合併 .相席汁 となる｡

/之耳 岡山瓜へ各棟

ノ0年ノ/月5日 葡 9匹称叩′rq那戸東経噛 ま 3 'ナ.小 30区船穂村′小3/症

小江叶 .仰 井原吋 とTIJ,.

ノ占号 三1･/u1 甘速戸を利

水･,1杵 一柳拝眉什ノ帯7告打P即 染嫁 を'7(辻村 におく.船場
吋.宥g部 P音硬 埠 を船 噂七 に置 く

22年 川 /,q 町fr羽施行 仰律点け .ホ 江村ノ稗碓 打谷併 給徳村 となる一

高 声色称呼浅u都 のうf前･4LノYを凍歩 t=d頂 ける -

脚和 /5年 ヱ円//日 町制呆廃 船碓町と取芯

-え9-
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第2章 自然的環境
r

第1節 東棟した気候

瀬 戸内地 区は叱 l=中 国山 地 .軌 二rT9回叫路 にか こまれ て い るr=冊 El本 で雨 量の
音小 Q)地 方 であ1 て .か ら.)と咋れ r:快晴 の日bv争 い.船咋 町 は この頗 戸即 <一晩

候 地利 こ& して い る.貫奉には-I.R嘆 な南 面乳 が タ く吹 き首典 を戒すること もな く
ヽ

風車は軌嬢 等をLTl一北高風 が吹 きノ泉 尾 は手 長 以下 に 下 もー ともあるが一点Z.qClユ

う胤 とL(･LもrJい ｡降 雨 ･も催 めて少 な (.耳ヤ 硯 して温 町 ぐある･

船 穂町の 蔚tf二ついて は ど うて･あろ うオ＼U ,F 芋に L･く現 地 発吋は帽 iu3;.年 の 札

甘布 告 しか入手 で モず甚 だ'各哩 椎をス く が･恥 山井 の他 の地 域 と武 野 してみ る と;1.

ノ5-表の ごとく な る｡

賂/5表 /ア∫7 平均 降 雨を ､岡 山判 ･f=-'寸,

栂 も 川､ 日 l ･ i ⊥ :
,.叫}_.__ド____1.とj J｣ ｣ 土 iI.i二 _('

-'~~~一一 ､一▲'~7-~~叩''-~-"~~7-■l-~-~- I叩-｢
･-) .･o H 1 I メ I

1'-̂ p-一一~̀■~Y-.~,~･~~~~~~~I～- '̀-■~

重 義 三 巨 .['_::C]:定 .:･<･ニj哩 竺･｣｣ 禦l禦 上空斗 :1･し牢 悠:･了 二立 笠

fj-I----: 二 -:,__-i :I :_-::≡ + I--I.三 ･-三 ･

･∴i

l

I 1 ..i I

/J■/).I,I.､､く

SJi.ド,I/･/･'妄

二の 衣 にみら れ うご とく ′船堀 町は年 賦弧桐 生 /∫,′クJmm ,岡山 .兼･止=一棟 ぺ て

卓 も少 な し､,僻･埴 rrのみ に つい てみ れ ば,弼旦~t諾々 一･9 月l二m 丁てノ007"釈h(上と

な り.息 に吋伽してお り現 して春 の低賃 忠泰点 o)頃 .舟 南の項 ,秋 の台風期 にあ

r=っ てい 5.

Tlお,船 鹿 町の 平好 雨量に 珊 す る貧軒か1一律 b小 7;･い のでノ碓寺 T る五島市 ,令

8:有 a)対 60年間 の平均 tもっ ては JSP推 参 す ち ととがで き る.

軒ノ̀長 年喝 平や 件雨音(珂山狙候舛 )

･･･: I

気 息 につ いて lま年ポ 雷の為 合 と同私 に.府 山,凄 山 の 2.ヶ所 の平均 丸 温泉尽uI

五点,倉款 のte920茸鴫 の平 や 気温 を掛rてお く､ なお'dt希q)2和 正7才飴市 町 と井
に一世 の 押楕 平 野であ l),船 漣町 が 背叫 に山館 を凍 え ,最か匂､alJ五 平 Ig肴 そ られ
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るby'敢 t･.-く'･R且は5'0界喝平均 ではriA一丈 とな ることを考 え合 せて1､ただ けYtlr.

鱒20年間足らずの 平均 でも ちか .̀ぼLr船確町の平均気温が推容で きちが と芯う.

東/7義 /タ√7年R.刺 平均九･&表 L阿LAJ･31棟叶頴 )
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1-L●
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･
l_∫.くr;

′lAl†
/ハエ
ユ>-=L
Tiilrpノ
〃
〃l〃
｢上
し

I,3I/占.デt/ノ1_.一.ヽ,-___1_-._.._
舞/･y義o)若 年 と 食 味 の 千う号 亀二王lき止取 すらと′J}す が/0年 伊 具 'ず の平身で あ
り々がら息符と1../oO互も,i(.fr=TI銘似 して､､呑.有っ て船 懲 町の早{J丸 It7F 仏 こ

11とおよそ大 差悪いとAqS)ぺさて か/a,

風向についてts者3zgの.Jとヽ.+:,jl_おい て冬 季 rt一蹄 l-Jt:'亀乱 が争 ､諌 JT/7

JS

方3回 手術 と乱 向き

儒 Jq貴 女推 平均 互湛肴 (ノ757年 )

為′/巧てこお･/･て'Biも亀/tである.冬季

は軒高風 cl､斬 次滑 れ て.書手には景色溢
ん とrJう. せれ咲稚魚 平凡 に傾 き./0月

L･:入 ･3と北東風 とな り,収私A､b入手 に

なると唾にit:顔見 となる.

＼長作物 と見場 〉

/灯 7年 (昭和72年)の船格町 の舟場 平

均気温 につい て は帝Jl春のとお りであ る.

こ0)表 にお いて乎均 禿ず5才 lこ足らな

い 耳を聴いた5--JO巧をもって破物生育

期岬 と推 定 し.算出 すれば､240 日とする.

く相場 や草枕書林 )

// l/2 ,I

/sT.タl ∫.∫
一三 二L 竺 L __



ポまについ て大1･*美幌乾の弼上帝 見放･Q｢尽.土｣
によれ tSL,萌/S恵 ,馬ZO去 .沸 4L回 のニ～ くて ある.
との開催 において米寿は鞍上杜 にある .

次に県有に ついて Idどうで あろうが .希え之表の

ごとく平均気温ノJDの松租 町は野村栽培 に濁 した

畑城 であ あと いえる.例 えば､モモIてつ ､＼てい之は､

TW (t か-)ヱ0cmれ以 下で 口碑が争 く,丸候 が乾 娘

して右 リ.蔑 見かJyなく /林 木0)良骨 なhJ壌 土',3

至壌土 Il濁す 5ので ありノ ミカンIi萩楓 針鼠か､尊

下S凍 lk円で秋期の称)Kをq●･yllく画 商傾斜一也の

持碑 を呪 L･'T=壌iAluIJ正根 上 に丘J'る (r農 帯康官や｣

岡山県rL7'化之炉圧 箭 _I/A

＼
J

/

.-

∴EFE!函

LBlL孜 雅樹 tlb簸茸 年や早
吋 J軋 ,汰

i
;J!叫 の砿取 き投 芭年中や相 見'E

妻和 親 i ク_ノ/･亡

r 卜 '7
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ク Jt

温 州 ミカン

u' わ
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ノノー /∫
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/2,-/I

ノ∫-ノア

(I脚 学 永女瞥壕 )

く西 日吉原 昭 和53 年J;の軒電
これによれ rI､船穂町は気候

第20蒙 米車と互偲
忘 高 一憎 軒 ｢

･牡晦味IA-朋叫

…帝 /区E/Ill/,-/叫 lLl叫}
第ユ岳!/∫o･/わi

ポ3区,I/こ,p-/3

'W ,L L/4如イブふ妻/07
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一 ___ __1-_二....･｣_ r=_
(叫-LL師御 縁 J,+' )

し仰L研 .hT帯 liiT./b )

警 Lz-;.,-:･･I打 三三 貰 唐

生育yu･Jl

ェ丘 を L/ク 1-_,ニ〆 i /4,'､ - 7/3

J良 ii川 一 二､-ヱ
r

4i伝 巨 ′･[' - ノi≠

F～.I/- 71 8

7JLJ'- J'TJ

L_-… 二∴ ∴ _'二 二

7圧 i /タJ6 l i′.P

/g～ - /)･b

ク▲p - yyd

ノL'･(〃 ~ノ/rl

ウ li i /{1 - ′一.･/ , 99L5-,･ol41

7

^

グ

り

稚

〃

〃

r一

/
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っ▲

上

ノ

/

′

ノ

′

永耳下嘩 )q)-d･あ る . これ り ･;カl/ ,モ モ /+-ビに -1い

てもよさ l二船 穂 町 は ,風催 ノ土壌 トとい こその畢碑

を滞 たす もので萌る. 7133't船珊 町の樺 色で有るナト

ウ陀つい て も同債の ことか 11え る｡

JSri辛叶う;埼IJ:青多野 を及 ra..すか･車 につ いて はとう

で'あろうが.船希PTlま第 5回r=みられ るご とく各電

期 間が貴 い ｡i'･Hは船穂 台地 に禾廿 の我姥を77能 7:s

らしQ)る畢町の一つで ある .兵f=陣 中地域 攻の､希の

か 0､も姥域は帝喬 10､30れ才71.で ある.'ため に船穂
YTの山東に何奴 株か.青 ,て も) ,山頂L=巧 くに従 っ
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斡 硬 町 月 刊 亨 1,g 丸 長 雨臣磨
く鮮 ･m i 2 q･榊 41すすyF舟)

貰2甲 立境 と 平把

脚 d日a地 面稚め ノ0.74/<竹 子 北 軍 う､ら 南 死目二かけ て1車 '̂ 蛮長や97('仇 ｡ 南す け

旦那 可部 .L塊 の女椎 が jt .) J 常1抑 一沿 , て td-qT山原の 3Tぺ町川q)- つても/Jで '-･■

llrcv刺 Lている.従 ｡ て船脚 Tlrほは小舟(化恥 一 反 呼 (南端 )の輯 乞以て両分

すれ,ふL,商号餌 場 -qqLU釦 ｡なる船嘩台鶴 剛 右 ｡見解 官 如 ､′変才書もil高
塀I日の沖稚咋 爾 I二gる 千r旭 ',)2つに 六みてさる.

粧 せIJil錐で第3絶 ′̀J砂 硬岩 .票曾々足れ岩_鹿 稀 漫 吹 捲 及 び.♯ 次岩 一現状石

井滋賀.密書粘板岩 .碩 偉 JE翁岩′ とLて叩荷作璃l二よも砂 上の現 せ 々 よ J)なっ

ている.

7.畢粁戎埼◎産ん な血頓地

帯3妃硬岩,tが ･柑稚 台 地 0)大 苛か 官 長 のて し-る･(事占匂本線 ) 即ち柳 井鹿

の声額o･ら 鶴屋 にか けて広く分布 し北森 の扱 く一部輝頼嘆成 せ地帯 を徐JTlf･す
.如 W ,血礁地 は全域 に f っ て砂呼4地帯でもろ.求,て 中大可丘練地 は沸ホ 6)I

や lニ芯よれ.アト･ク/モモ. ミカン讐¢f糖衣塔の垂地となり′山 77まて合すと
ころなく叩雀せbll 一山林7(わずか 扮丸林 tしての み 古生 を滞りているかどとき

札 がある.砂林膚利 壬削 二でトクも塘 ¢寒地 とな り′船穂 町 を大 き く特 色 づ-け て

＼1る .

砂 補 償 他 称 -･rt 歩い てみ る と.山TTLI=は 山-･L利q推計状 況 b'は, 号 り㌧みられ る･
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こ Q)山砂利雷は

古 く席3紀領布

好 711によP,7津

々 碓尊さttr=の

であ う.従 って

甲井部血滞 地 は

高tG IJlの河鹿 に

亨益,r=ものと息

わyiも. てrLbY'

tQI牡ハ変動 rよ

り耳徹 し 冬日

.1巳 硬旭 を.TFTj,i

Lrqので f l 'I.- 千 .

山砂利の路出 せ

坪の･叫をあげ､れ

tst.北詠の山榊

には石斧敢B,

祐夜着.千振患

砂 岩 ヒ令頓せり

れる｡

砂確々上q)港

新奇姑の粁 AHL

-一･･一･･ ている土碓 官本一

一Uンブにより鯛 へ､てみ ると′窒 満寺の上 とTQ'畑 につい て萌ぺてみ もと等24長

のごとくそ屯 る.

簸必 衰 長打の砂赫々

朝 軽油 毒i 邑 I■下Sat 黄土色 列 -ん甘めLi&じ!)物 城下に
御 前 ,砂上柑 )の7°-44

hLいて石井疎 く凍0.g･一正.{ホNt).

られ一.粘上官の威,hp

女E 山 , 鳩尾にlま特称濃 度着 衣 br埠挿管JCがn lに丘梅して花釣喝帯が外仰 し

ている.こ こtまいずれ も嘱重さit畑地 b しくri群融叩 く?''トウ ′tt∴ヤシ.)
一一15･'t■~



写 :i'主5 舶甜地方C)砂凍眉

句絹･5:,唖地は.種 々′稚魚 凍

涙道.乾範岩々 よ')帯鋸せ られ

てし､る Llt･山項まで.珊gi吐bll

知と桑収i)均 しミカ ン,Tトウ′

モモすね､小,色が っ て い ろ.

2.野井戸地 帯a)平地

船 港町 の千也D'水瓶 に分 )て

,成れ るホ#nlの'河積作 押目こよ る

名 状鳩冊デルP t･ある ことは瓜

にぜ べ たとも､りやあ も.at,て

' 平地 の土佐tみちとく帯J7唱本線)
平地41大半 は.砂壌土で,僻 確町

)t柵 のポ身が･ら布端の鞍馬Li で

r
-

1L
.,,

._l

･i

.-

とな, <い る .

vI出年代 6'雫LJる冶･右 と岩月 との

井郷*(こJS有力を生長tlV､存在 丁る こ

とが あるか.,西谷d)兼巾貨 ◎城叫 し

た町畑a)姑扱者d l,eは何を合有 Lて

劣 り,蛤細 山 として私拡鬼 瀬 もや

や 犬で･大正 6年 (/7/r)XJ)洛哩 d:ら

tl_たがIJ亀鑑は菅も虎く廃 坑 何銭 と

TJ, て い る.

船 懲町のjE職血硬地には .有や梅

碑 名 (_上部 古 生代 )梅 軒が 称点 し

一一郡 絶軒草々が.31ウれ るが､′博畑 !

古 畑 の一部 号除いて [･t冶 /-ど .,,､'･)咋

である. こa'歓ズ 石塊雷 Lnj

には右横P が･あ I),山嫌 中 世沼 甲に

東 鼓して＼ユ呑.大林求R の尽 き之八

七 ･)て蓑やqJ使箆であ･も,Jll.I.た 簿 観

する1号には杢 ･, てい ら し､･.･ しキ ロ

印亀)

土

上
土

ti
頒

噂

7
秒
ヰ
壇

_･//
? :･･Tj 'f 欝 7回 上枝 句

(r鳶tfセキ叶1戎t御 舟.済cr卵 繋如 き沌舶洲膿)
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克く各市 して､､う･ これTm ち ろ L高 # J)Iの沖 句汀別l=1-･C⊥軸 椎稚(こJ L.1生

じた もめ である ･ 淡 l=啓 上が.これごつモtt･飲 潜賂環 を中IL" lて.･1E平野 の八郷 fu'
めて おりノ 雨

抑止敬地の砺

常山観下に は

相:串 上 が催b､
に み られる.

また 砂 土が 帝

辞 lり淀JE,に沿

うて 少 いfLク､

I){+在 してい

る.
が7)､看貫 5?

J'iに .人〈土 方

は 又罫 七 ･.1

下 風 J 下ろ平

･Vは t､喝 qT.帝

とf:it).本を

主として吏ノ

イ甲. 草根 帯

ド.一倍 イI-I(て

11為 . セのう

ち 中新 田に あ､
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てお り*の き
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第8国曹牙Pか有田く中新田)

ス恥 ら外剛 こかfTては ･昔 の ｢馬 瀬,B l叩 - に削 て水抑 根 にJdu)

れてし-るQし辛茸細 ) Lがし この美 しい- も′ヾナカラ ー L=とってかわろう
として いち .

さて平如 大き くjhlTて市場 と逓増 の三 つ に各 様 で き る･帥ら軸 は細 筆 好
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写 i'与4 /1日ID水Fl,_'地域

(水叫から,.'千.1:-I-;tの抑桝 ;掛',れろ)

上の濠粍用水に何番℡井戸地 帯 で あも.

姓地 は船 積 JT7野の吹 管 'B地がこれで も

る.

町井夕地帯は中折 田を 野心 と してみ

られ砂壌土 で占e)られ て いる . この船

･坪 771の攻 菅波崎O､ら毎K 攻防への伊野

は15-1でゆえで有るb､｡ 古書 をみ さと甘

この 平場-帝 li町知落 とLlわれ軒 ぎ1日

が 乱流 F･_乱 池 を首相 ていたことほtる

ると思われ るJ野 津Pは第 2.礫 Jgo､ら

の碓 虎地 下水 官 とリ′ これが､乾楓/-_と

って イ官の乞 蔓に_タ大 の便 管 を与 iて

しヽ 与. こC､碑 ,･-ii地下水 は寄 掛 Ilq)収 ,i

水 を刊 珂Lた ものて･.笛新Il妖ゆ 打I二は叫の水也 も高 く吸 って野井 戸 も争t のiK

QLLl出たが､,改体裁lり伸かl広 がると利 こ. 川 口 で砂利 0)林 ★L-=よ'), 再 び､川が枚改

作 FFは 放 し冷 めた6)で水イ加 .t下').サ 井戸め水 車も戎少 し.茸粍 (=形背 をi'たら

した.

Lや､らぼ野叶声と本 宮′1軒 との珂佃 は とうであろうが .

u) 小楯 との開成

町井戸は大林田/衣当 l)/佃 の朝食 で･jl市して111希 .町井,Pの'1(恩は官 は/70(

平均 で あるが ,甘井P のまわりV.5歩LS.その破産 地 下?J(の冷温 のた め虫博 でさ ri-

いこともあ る.しカ､し､一番大 切廿 の (ま坪井P ヒよ~る濯耽 用水 の粥軒が~き かす 不利

を ことであ 奇か･･.好を使 える吋期 たは常に一束 の水を保 ち.成 長 してか ら は等鹿

瀬 にも十 令 の水 を候賂 するという硬耳を与 えてい▲る.

ロ イ車 との 前席

奇 弁Pはこの増域時有 のもので.1竿生麦に大 きくT3甘Lている.櫓 の私有瀬

には 珂都 の温方 は町軒タa)それ より も低 く ′成､長 l=ばホ碑 である . また耽 長城rt

野 汗P t=代 ,て桐旬くby'弔いら11て い も.･1¥ と水田車 との市債 をみれば､,水tg守

が葡 いほど イ竿の生産も高い.これは 水田とイ耳 の2毛作 が舟 井戸 によ, て たす

けらかているO､らで あろう.

復古船穂町 の地 下凍 連 を知 る千林 りとして.次 の 之側音 あJrておく.帯25着 は

昭和詑年/1月の五貴市 <̂荘雛のポーリt,グ粛益 の油 架であ り ,罷 9断 言中新町に
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おけう羽板L)である｡
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軒井戸 の碑 丘固
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-
･-日r
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第2さ宮 野井戸の 市来にJる村域 広命

∴､､＼‥-_中 _,7垂ボ ー二
占丁
升
dQI.∫
i

i..I
.I.f･.
+

＼､J上申
ヽ･It率､棟町.捕木咋 ト
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第16表 中新 町のボ､一一リング結 果

r'U▼■li砂 0-0,年れ
粘土 O,4-ノ占れ

砂 タ3わ/ 磯 /o'/Q /･t仇 -3･taV

細砂 3,5.～4,7 ･pL

十秒 ノC/P,確 iOC/O,雫石卯 わ 4,3-メ.7㍍

書砂 lCJ/p.確 3oy..東石J,)yo L′1～2.2卵

1メ■E!-.5 野井戸て(中新ml

坪井Pのない地 域

-L-I7It_芋tI-:-lff7-
3oiJ5･!J∫

ーl=lt=〓日日=Jrrh=HHHll¶叫K…軒iヽ..･ー.I
(水収 .よ大体i.i--?.7ヶ乙の輝きをえっていろ)

-
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せ､)阿寒水 の閉環

町井Ftの鹿 野は帥 ち用水 不足I=よることを 鮭べたが',称 帯町 で 仔育 揮 I11西片 『

水密)J(組合 の

LFに;'大体 J7

ヱ7日ごろまで各

7]く利 尿 は - サー紋

けら 八′護 狂 岡

小の配分が行 な

われ て い る｡し

か しなが ら柑 砺

町JTもいてIf市

水 の不足 という

ことは碍 んど で

なく′ もしもつ

ても中折 田つ東南

の甘地において

tt,有酵 叫の蝶

洗水 の珊儀et･群

水が 旨くrTわYt

す済水 L.憩Jl(

とな.,て蝿作物

ヒ練雷を与えて

いる. 下の五島

有の斬絹地はが 帯70旬 同寺,](臥 し称穂 町税 浄 書軒 )

i,て竹 本足 のため この恵叫 を･Al尊 とす るD T･･船 樋 町 と五島市 とは耶'K春水 に

おいて王権 な同債が結 Irれてい奇｡

3,土地判河の妨尤

相好町の.土地利 拝=ニついてみ る と,躯可碓 ノ丘舛 kが ･宅地 /40,078坪 J郎 5グ/

次.畑 ヱヱ4t7丸 山味 ノ/STF衣,東野ヱ3度, し略和 33年′0月1'iF珂山塊市 町 村鞍鼻 覧)

で ある. こilを石分 率 で者bせff､宅地 4L3･/0,珂 2̀･7yQ,珊 lO･74.一山 林 /o･占D/O′

JC町 0.2･/0.で◎他 スフ･5･/Vと巧･,て,幼耕地薗蘭 は韓雨着a,女Zg妙を占めてLlも･
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こylを 棄l=瀬林.8¢略和30年 鮪呼東食 着水鯛 谷 によJIJ･F,絵 耕 地 面積 阜83町 3

茨g畝 .うち切 270町 ノ虜S畝 ､畑 2./3町_7涙5畝 .劉 軒凧//8町 与炭3畝 とな

っ て1{!) ,韓 経常新 地 両帝Iこ汁 する比 率 はノ 田rt.8C/P,畑 小包2-/o/常新 風 ノ3･1碑

である.解析 静の沖 にオ ･d-る比 幸は3t.8･/Oであ り.果材の占 め る割合がか な り大

でい.

次 に好軒 と特 殊作 物 との 確保 をみ れば'次表 0)とお りで ある. 昇樹･と特 殊作 柵と

第27衷 畢樹と噸 作物の軽骨,tt兄 の林地比率は
rrdヽヽへ"●-一●■.I-一一▼■--I-lll-I-Ill--- -1-I--●●1一 二-- l▼-■- --仲川4-●■▲■一n-.-∴ -Lヽ･■■■-∴ 1-■■--

零 衡 (70J/8晩 ) i 呼 称 作 埠 (.i?¢2,プ奴)■ 町有が7/I/ro
_."___∴ ,_｣ _..こ_∴ _- _

モ =で 1･ワ !イ 甲 lタノ＼コ品 一空 iエ Mモ･ 十日~.- 十.A-

AIZZJ:-ト /ヲJ⊥1 ll/P⊥ 7'l L ,lr.ij,I_チ
ASz ノ阜LI l･F i ft

_ 言う⊥_‥ :*1 .:二:(･竺.二 __三二二 ∴ _.._ヱ

(叩 け LlJ.LI 河山4市町汁称冬毛 ) し取 手J練汁)

ナ 37ネ 1 てL斬~然大 きい.

畢樹o)う ちで

71感 官薗冊 は

帆,)･浄･b大き

くム8'/Oを占 め J貯 殊作物 では ,q 八 ､コが､ニ4'd/Gを占 めてい る｡ 二,)･卜･上 ▲二Ll仔iJJll.船碇

町各畑 ､をどのように行 なわJLて..-Nか'-隻-vf∫ ). 丸ず船 穂 町 をそ し,HじT)'⊥J. t')令

I'Tノ3.つ0)部 落 をも ･,て代 表 させ た o

A篠地

辛 t也

(

i

上o)丘硬粧域 観濃 く同上 T勺を食む )

山麓#_1戒 化 谷

vyef在野汗P姫媛 (
中軒田

5(卑 しtJU軒,柿木′))l泳 )

･i′yな貯水池地域 珊井原 (粍谷 -こ､,宮原 )

-■ytらSつの集 落は掛硬 町 の農 貫 生産 を梓 色でIlる包 ので あってノgTJち1卑 ノ

果樹′雀楓 を どと雨音 的濃紫 が盛ん で ある｡ これを農 兼策象 の曙月 表 ｢こまとめ 札

は､第1ク義の とお J)であ る｡放 下 この 5つ a)集落 につい て敏 速 する.

(7.)親展は北 を隈 5丘陳 の上 にあ る寺 家 であ る. 丘傾池1誌山頂までt速 く蘭奄 せ
られ ,Tトウ ーミカ ン竿 の果耕額堵byrTなわれ て いを｡7F同年は483'/oで あるが一

これは OJ麓部 落L=出て新 作 するr=めで･ある .

(21) 中新 田は平地凍廿 と して の噂 色を帝 も よ く萄らわ してい も.酎 u <同車937

40て･畑軌 壬蘇 んどない ｡未 の寡作 と しては 木, イすが 粗 え られ ていも . 1耳は髄

希嵐 に比べ て最 も作付 葡符が大 草 いが､′中 新 田 にお け る作 付車 は /?.qy,で奄 象り

大 きくな い.

(3) 北谷は丘味 噌の中 に官 を突こんだ 山集 # 落 といえ る. 血碑 は冬 く拝 さ れ ノ

山頂 まで 11ドゥがL広 く宅 埼それ ,7''トク安 堵 が船 痕 町 の中 にJStいて丑 も盛 んで あ
ー 48-



I)船租町 の特 色のノつとなっているoEF JW.3ri , 紳 35.2･/o′ 平射布地さ.ヱ4SIpで

あり･雫粁裁姥が大き机 tをモ もってきている.なぢう牢の布け串IAノedA/Dで 香

るが･J二川 ま中新田k,375 Lh 米を臥 'てまL 亨守 の和 ､.･茨も少な く. イ早¢作

付平の大さいことは,世 ,7'ドゥ′イ牢と政 も経本吋貴兼Oで行 甘わdt-tいもこと

を示すものである.

(4･) ス串は日は'山にはさまれ た餌 I=旺五･してし-う同価 上.畑 地が39く7lt同率 は

りす●が2J･//I/Oである｡畑昭lこぼ主LLてJト求 .雅 号.甘転,晦浄書が作 b)tて い

る･血曙地にLL井野我増U蝕んで奄るが , 紫 蘇叫車はJJC/Oで生をIこ払 こ4日もど比

iELかか4､っていない.第p萌の こ.とくJ＼ ･,/川 虫凄如 ､-集中 して L､る ことLもLL･,Ll

を笹 する,敵 して又串は若紫よ り屯推 定東 に食 最をあ､いているので あら.

ほ)珊井原Ia-貯71(:虹L=よ-て大 きく1号色です)丸 ′済ま地帯件lニ凱 tfのデモイJ

てあう. 二IJ=･T恥 .,i(;1_F'か･ki吋Jtの 1m貯･･li･,作とLこの穐HE,を久-,ち.祇 ｢て ･ーウ

ニ･.･･､ヱ朽}.I.･.I,79蛙にIl範房 一 軍軒が甘え りJ.-て11る. (詳細 比他q)銅亀 かtJ
-･'i紬 :.:.i,itl= Ll. )

Jlt'tと竿 riえさ!/Jで,1咽 は紺へi/'なく,･uTjJ也OTキ部分 を占o)･lLJ,b 一 ゆるやかTA血

恥 他は一節 を拍 して大帝 かが■欄申せL)Jt畑喝となって あ､リ ノ 互 として 71･Lクの常

材7F･削 '鳩 人である･ノ1.を◎作れ ‡掛禰町7･貴市 で中新田の約 之.循 E=,bたる4i
これ はq和田のFigの林 水 の恕､､二と L=冬戟する｡) (零/)蔑希 浄 ) 昔作物 は号.

1時 ,甘席0､､主 とな･'ている.

以上∫農務の他L=撃も盆の蕉落 Fみ るIP尊がある.堅奇 盆は山が11日二通1仁山
怒 tli,リ7-T ク′ モモ,7_'-rJどの取材畿培 q倉b砿人であ る.'lt同車は}AC/Oで

畑地が大部 分で為る.& 常新地南棟 44)3玖 く内田7J7Z畝 J柵 1/SIP択)で取材勾

札か/078畝あ l)′生息 Iこよ､ITも果樹~の比せby一人さ い ｡

城 に室っL{も耕 して夫に至る- ･-一一という有輝でワJLに刊珂せられて Llも.碑 に

丘債屯 に集材栽培 の色んな ことも船穂町を大きく特 色づける色のであ ち.鼓た和

島仔細 の作付の 藤人なの も船場 町の性格 を軸緒る一国と有って tlる.

妨ヱ官長 地域Bu農作物作付面膏

享 ≡ 二 I_:
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敬 渉 南 trC k蓬 小 泉 ー 大 t n q 官 確 イ平 そら軍 紳 専 E,ヽ ふ

1高 所 〟 + ■ ∫ J1 ∫ ◆ S ∫一昔ト .二_T JOヰ市 町 tもb' /♂ JJ ∫82 97 SS'3 /∫ //Tl上声
池谷 I =7 ) ?o 3/ ∫ノノ ∫
簡汐 を 凄 茶 味 浩 の暗4表

轟_J7凍結 や

命 1-JL W属官

市 3 )K 酸 Jg

モモ051耳目外の 帝 軍吋原罪

市

..～J

中新田 王年増農村

宮 野宵 山 吋
･仰T一風言 /y I_～_.二二巾 ,__ _…γ_L-山

1哲の安居 JJU有

水 til jで 碑

i罰 ilE j空 荷

T_t 'rM.草･LJ外V?街 T :t.'寺.ニー;yL
･収卑;打 鵬和才か年堺呼#.宕芦).･止 )

1こ;.fOふ 伶 鳩 町 より4-r:-_土塊 111.1珊 tだ.I)7. (.そ 4日 )-1'-~b-.▲～ T ¶ ~~■■~ ~W打 岬

軽 骨 面 唯

チL当 クJ,?
け和田を 5" `
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2,I/; 1/タI
t

′fr.3i ilo2

主格 鹿妻 ヱSS2 ｣
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豊 里 苧怨 .-)lil-･旦 一{･

一･-j',三芳 仁 ,崇

5,a-･i 3-OLl
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毛･->1春各部姓BIJ土地刺網状&

≡ --I -T -_:〒

(珊)

'ニト 訴求Hlのl,Y:ff作詞

ホtI花町の常Lh平-L･つ代ノ畑kn11約 7′l>F'bJ,ある..i.E､J.i.7" ,､､い,.の各 で､あ- T= =と

く′払租 もこす臥 T･竿約 にT3河 斬首 と叶はr小て･.'､T-.,～.I/'･..hJ r=が.千才7はqt卦11

のエ砂 の姥循 LJるt,*液咋絹と寛永7;J鎖 の帝泉AL̂l･i:他C3碓冬作用 との三者滞日;i
lて範吠TL邑している .

.6.亀 廿

里司守の化か 二位ますふ .こC)町 dEでは山1･Ji'.3月 を,ヾ ,7ッ デ と 呼 び､.者･坪 に/-a

小 なものY して いるB

c.'高瀬乳

船魂町又竹{､ら山嵐 女給偲 一 昔長 一一 九吋 l=毛 ′), こ こから干拓 0ため尊卑

t:,%うて,岡 林他山帝集 まで高額 a)租絡げ･稲=ナウ爪 ,物 甘軸 路 となった.寓項

乱せ幡 1臥 辞 さ/嘱ギー貴 さ2里/+町a)良;E3で これ に沿 うて人魚が 立 ち硯f̂--A

長 い間借 中に打ける帝北天 息の 六敬服 であうたが.ネEl埠攻の蹄 も&) し1･ (田本

地名帝展 石田 求 )

a.同 舟

田か.'非常な温地の席合 ′渦FTlのときな どは舟を傭 爾していた.

e.野井戸

満穿 JlIが大I川 をなしてt)るたdh 711分の軒増)=は ｢栂井戸｣ と吋 はLれる濁水 ,

出水があり.冬季龍艶 の頒 bh-あも.

船場町で･灯1氏姓以南に&)く各市 し.(ノ衣 に ノつの*)令 ) 馬削 りの伏流,Kを

とってい･}J.山鹿 の汗j,紘.城 下71(き利府Lたものや俗にいうd)井P である･水

･虹も軒ヰplSノ7dc ,山井Pは /ク化 と大 き い 農があ呑.

- 43 -･



(j')大 正/0年有卦 JI

軟体L･書が､行 なわ

れ た.

(gJ 雨 町筋 は倉敷 市

I=4 す る. (

(ん) 各水利席

両耳の少な～.I-池域

では ′項李 には潅筑

珂)Jくに蛸る.川 カ､ら

のFl/7くを税 斡 /=よ.,

て把)1くする利席 て･Tn

そ ..この埠 み tT.T∵上
.ヽl-
17･LLl止で｢75一/.､･･ Tit

い とで)ll(烏 .叫 ,_.二

昭和 33年 度 rつか も J

･r3-1'i16 ザプ日にl･:Fr卜 tLI二lrl/I'汁 (申明lTll

T一･%･tlllLL･■引 ~貢 し /有 卜.;rtk.掛 -あ る.
三味によ')横顔 忙 らjLて･-.,iニ古君〃lrfl斉剛 く琴,1'弧会･0)蘇

木 口恥 去J下 唇 (,]<門カL･擾靖へtTHll･AyJ ) と 上帝 (Jl岬 から碩 島 ヽGHl)防 ) との l

ユつに 介す らか 一郎 下略3° .上番 Jk,･のaJな に 下卑 から鳩 めて 7FI/O日よ L)

ヲ月30日まて･′3日ヱlj_く代 で･q･d'KLFT..
Li

-一 斗牛 一



第3章 生 産 構 造
笛l節･貯水池達成と許常楓の耗培 一仰井原-
1.節,k池収丸収帝の状文
書領海東のTllP_渡れて末Tl_郎削り久呼屯餌の平野に入5前に東面二つの)･=ニ
別1て:7J'L,JLてし､r=O-オTT庶石釧tでLS/).血石71歳荷か1そ葛うっ純音ALみ:現
して済南4)沖楕中野に人らまで･の山にか/.れit_集落久抑7f濁すある｡抑11=尉i
面石#/ll9)曲:i.印d)71側あr:/)I.:A/考Jl怠:ELに萌らわれ.修泉郷子･T対とrsL.t=
｢山且,て析qiとな,)∴pILiL_Wしく,幽蓬7:T山水｣の耕釆けRq均一に数えられてい
r=U･了∫o''･g化に瑚打棒っY･納れろ絹解盛三方オ好から二二を掛って-上
溝JT市項,(針鼠方面まで､釣クO-+ロの押野をTf作していた｡些呼は高欄舟の船頭
07唄う.軒婦が寄日三二̂_､:軌てかかるとrJl'_人ビ･11-)よっ/Jぜ帯下帝を瑚そ引き
帝鑑のukくだ=丁自明5'_ク､汀-(rろ草1,g_らAIT;=とし､うo又牢鞘を鴫かJ,希渚方面
まで件範巨かついで･け三ノjl:人の串もE･ら,IilLヒし､う.?.れらd)耳や人が汀三/3二･櫛
鞠1畑岬層l=JIも･うまれす●､ケL庚をわlTてdiらう環孝で･よる.抑叶項の載光線
J'l~水A｣とは潰しか弟')･予てにけ6-∠軒d?柘大工̂)､ほんでいキヒし､うか.
現在で･け大工を菜とす53軒のみか･#:リ.卑巧のT,1,かIlr乞わy･かにヒヒ･めてし､
/ら.
岐南印に康彦有の統宮を与えた榔苛ヱ3罪(_/;,9_3)o)穴水曾ヒ仰7f原毛官を
管ITf=_A(.Lt4tJ人4日二名溝田r=h7たI)曾色守けてし､る恥gH,''L-L/･7号(/ggA)の
沃八の呼J7枚由布,31llのjyJ･安東町並に上砂かIL言/'-して唯稚.し∴,gJをbl､たち了ち
JBJ*っr･_i:いわれこいろ九､.人官の1==む･に司長け高くrJり.高い:Lg呆け碑東に入
官タiたらLてし＼/二o高熱･,Jd)抹仲卸鹿は''.,.･項1-))方えら机ていたのであろ.
ナ､人のr=b:･に線材から璃乾Erlv水は一昨水b･相良rJ為に1長く:#ぇ.如叶ノ,FTl'tl,I)低jLU
Jl塩花とJiJ).野村二は大王rHG沌水生L:ていた｡
岬.'h･1年し/599JL:RJ也利河の向上を官的ヒするか叱鑑哩法か御足三Jhr:
一･̂･(b斬汗頃でけ靴音･ko年(/907)に鵬にfってこの沼野4'･敢種され･丸田
Y_lJJてし､r=b新訳叫Al最前を兄J)Lてし､る1.もかかわらず､､仰q･虞の丸はHTrT.え
1･LF旦tT,博子芝凡ていた｡-印の低増を蕎(狩人ビ､の,I.田IJ･甲奴の喝.E三､り一高-#
JJIIリ水色引き入dL･飲食の.水声そ町d･)47へiげてい■f=か平時は八三rJ3rqPiEから
JL,ごiJいていた.三7t)-昔LLlで･かこきれていたJ'=9)-山林は多くあろ̂･･&碑林てItl
flu.I牙柑J)こ_I.､Cく一郭の}ビ引二束呼して､､与かつF_I:-_め､山妹け食草を也の7:･

-LL5-



1日I.I.､耕 せ4 札域 的 争い .I-i.P,'

ど
/-○

希32泉にJjJt_生瀬LCE而

伸 け どナ打 4ri'官欣 ノよせ ごあ

))･水 好学 33-r･JJ佃祁克 く()
に比べJ･Jtげ畑 作 に麻里Lて い

ろbこ●､-やはり水着 LPlヒ鼻某で.

ある｡

｢trrI(メロ･_モji.t･_･三㌧6:こ頓 十 rL'-liL.々かT/
簡 32表.何 升僚 o)仝抑 LE帝 碕 ( 大 壷//即 lr
【

一

lL令jlfl出面

1宇目 .1才3.rJ_-,'式

読 ;; -;一･;:_:･
i

t
.

j
･5

折

-

叩
商

4 号

"1東面 網水組合の･#称 .I-J)作句

L二･J'州ー_｣ ..二 二 二

汰 (,) 抑#･東 )T｢畑■谷 ｣ ｢一一･ヒ｣ r-′吉 原 . の 三種簿 よ り植攻-a.れ(いるオ∴ 軸

各 色歌畑故知 に､ - 1ヒ乞ぺ谷_職楓)7.功けるとこILある｡ito)一子か ｢仲 山.
｢丸 身 ｣ペある｡

L3) ｢薄 口即従J及 ti･｢搬巧打 く考字驚け二∫ろ.

(3) 山砲TT冊 耶 033年 ノ之 E3甘弓､
(!L) r一芯波川捌 亨工事収 骨-J

u-) を丘 歌姫踊 _｢卑生J;A吉和の)工ノ/iレ別冊J

(/･) 長次冶帽永30年称呼衣裳基底 鵡 奄･*-;句市町即J符耳か 二1-るY新穂 ･
町の水田平は5LJ､Pbで･ある,

2ー呼水池七五JJ,応の泉兼 Y_4:漕

T= 叱汁枇 伴 う絶 解約 ,U J!･三組 こて ､射 Ⅶ 享叩 如 ､ら定 TLPくh l
抑 丹原 一二;ュ八ノj､g･Bの雌 夏1い-･Jl:tJ,い 恒 LTyい JJ｡叩鹿は抑狩衣 a),W :甘奇,舟｡ ･/り

√町rTl､∴ T･か 3T- 3占町少 を叶弔う;∫j二､ し､地 主で･ある人･ 仰 .如 Jタ 星町
有丁'-17'ノ･!J l･･'l托 D,うU 打 ELV r･て帝人tL して如坪虞 に彩 って東rl技 監同好 叩 倍

速 をつとn好阜帝Hも許三九ていた 努′倉で10,,)､足か らo増 収で)i･たか.flbや

～"/相 子作 川 は巧と人 ご■'J'(･他 の人 取分の釦 7ま宗旨巳準に才~jJI-r畑 舶
血Ltて0)･特別 ･I;一仁 一好4,貰 R 97苫 ′軒佳:毛が ,かけ は ,,tJJしたrFTti:i,つlLi.

曽碕 ･ 7g/次から釣 IJrJの栄次 Y一札てい た という次,.八作叶 は高く ./jBL･斗

- /石 ∫斗ぐら＼､であっ[=b野地J,グ 恥 ､と ごろて･は 吊 乍-31-オこ･梓%･に 151いJ)でJbJヽ
るれ 卿 帯食 の頒食 Jr対句かサ f;JTT.ろとい .I)ことば語 カ､･,;A;･;こい -,か 哩 の -
亨あfl-I)0-)銅 b't/I＼三し 放Jf-LH k,f:足 で L.LfLIf･望射 こふうため 大漁 皆か･

せず 川 良くTH ･̂Uf,･g･Et長紳町にイl声つ た - ･tt 考 的 紺 で･訂.丹 心山疎 か 頂 き

))脚酌 まれていn;L､のib･あネ {不郎 jTE抑 乍 -i3JJU.･各 水 L･･1:4･つ如 C･あ ろ

う｡)絹 Lf封JF')花 水食思寒いわけ･E･-1なく.古 倣 4'IT'rしいTgや､劣表せ で･作
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るJをIかケくてtq_して仏 ら-Jたか 巳は-Tl粒l)もL.-.rll一･'Ll.各社 -̂あれJil甘 し缶す入

作 予備沌 0)最せの手作 ･)JCで9,'たら しし･.

地主かノト作人に_･寸して漕麿を,7乳. r･._il.し小作人加◆稚Ll.こ対 して凍碗ヒし
■ヽ■･

て別条己純利ごれていろようrI,i,ft7f･ -1Ul一小作坪ri卑しii2'であるか ･二三と.
ほ地 主.Jl､仲 人Q)鳩に簡 喪.乾TlAhO)軸比は･まくrl(.沌i人作河価.bi･ノ1､咋碑加入

仰汲1ヱヒビ"子っていた.これが･高し､/L咋料 の凝 固 0)一ワt.葛ろので･あろう｡普特

棉 .舶 L象)改ま肴､け-外等の軒糾 乍吻4作 られていF'一次･､三の有産AQ頼み
化 けr与才色の首藤イE..あるいけ増 毛が手作 ')のJ)-いJ社主で.ちうため ､ノトイ乍人の

骨眉目三上1て生 し-ろ気力之.から乾㌻●る ｢瑚室の膚T9..というもの虫･雀LuT7かつr=
o)で.あろう.

他毛の中にはノ軒汗策It̂外 のプQl.刷え Jr音場 即子方､州旦方面l･三も帝也 を相客町

有してい ろ着LLあった.河床の頚J9111･P.拝承人外J)地J,田畑 は ､全体の町有をか

ら見･3ヒrlいしたdLd:一首は15いか､r-Ji､也iJu軸 は紺草jyo)/-2VT-Sも叶有

Lていも ｡申 JJ､巧 手は泉か らの育kL.モlあり.,A.-3玖車の首作やきず肘乍Lている.

ノ1､イFt蹄か帯く､ 柵地 の利牛がよくrlく.字盈した収要も茶け●､る'_7.tか -(pモないrZ

め.tFか地主｡七-,ぞ借銭ヒして多くJ,掛 tg昆推せすうよ･･)4,､J､伴野Ieして甘

した斉が有利であった .fFカ､ら微さけ.地主乞 い うよ ))4骨相珊屯柵背鼻 yL､り･た

性格 ･'D4,のiいた｡

1岬 か ).LtJ主席の平 に･.I濃紫l*'jトの/.i:手をしてい う↓cl,はい右か-,li:t釆/'i･h

Jr)も由比か･iE.んそ､いるt- ･ト .LごliLとf･]町して農 を婚 ovpo工京L'iTJT･tHlJl:■.JtF

ち_,)そ.&rsい｡ 粛さし､I･.r方血の不噌Jt･呼野､Lな,た.Ii(こて､1'･MIlの人 -Lの秘跡 ,k

･TJ巧い 抗'jい け打方 をLLヒJHで僻まれ ている対句的 Ji工 花 で.あるため 外-rill一
線転的)?か ?'つてせ浮 していL ま')也 ､河野た1-Tで･淵梅をいて'左濁してい くYいう
F 佃伶ht･あ るた轟 け'fg､ろ うか｡

i ;呈 め 触席町電解 ←沌 招一里悌 )よ り

I P) 河原官をむ,,:駁･& ;【衣魚で･P'リ !･dJ-k.i-LP合rD薮はB青泉 で･FJJJ･

tJ) .池永 丘志 rE1,I.告JllJ,jl-/all朴牲 碑 ノ ー'Ijjヒ･ 昔筋節の山瑚C･付 で･li田

一束1二つと//I;-,/斗 八 一..己の収,Tlf'F'卓ケ/′(,1-3斗 ～ /lJf- gilの
芯牢ノ1､作耕 ごある.,

LAl ｢日本農 相 j･推JB.kBl)t性舟 J IL'り

J 貯水池朗 ,DJ乱射
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･さへ ､ L J,r-- ･少 J Lかノ'Lt･JLL,i l＼rky4,か~伸 巨人 リ̀ ､･仁,.;鮎 川 玖仙 J'紙
1まIJJl'uJ,_,7ヰ(/klb,リ ,I'/'･日 / ;て■T;り 0,,1'JSEfで膿 It･-(-,:･Jl･-eリ ､さら 1三河 1'
ナ阜 i占年 J:r/lナろ,;ji官有D吟 か -Het,椎 の･ut官を席慮 ユtr､ 明irJjラ卑 (/紬dJ

I?負/)釈碑 の娘 1-l'!八/rj三三九.硬骨の抑 留40年 (ノ 907)よリlfT絹席 六rR土木 出

張柵にj:I)吹鳴 丁 弊:yrはしめられr=o右濯171溌 攻 閃Jj池gLi亀慮易 官か･巻く. か

っ風,/uJt膚也親方-(･F'J)､人/,/の峻仏性 1,I,乏 しい宿せ(t･祈る. 二の J･､くけ:′･Li.L'LL7,
JK･%･の腺 込【'J)一一一一つて･̀L抗 I)､ 滞 胤椎の氷不~)i J)康闇 Y_LdTsって いた｡

弦梢 工事封落合 1-1 補 1之 闇

粗末梱 クに/nlなし､

･{のため7-i攻防クつ草

々 のTT.U).)二4,悪く.

風味を神経率軌 二し

ていキ7927(用顔を冶

-し､即発∴考｡､

1B点の三郎 ノ1簡町

村.3.tgo席 町歩

の荘埼T7_滝渡すろ商

業用東面tfryk紺盾を

っ く1た ｡こO-)町/7く

紙冶町境の貯水l'rJ%0-)

;'k泉に至るチご十A

7て渚 概Lよ-うYすう

i.埠夢■∠ ooます

犬(/6､ク7,L3)a)衣

/Jl･IuI-零で･劣る u Lか

し石動 申 〕育餐溶八

時にちH･る;1,k,i.隻けJ=%

貯 えuo五斉犬({占
A )的夕日こ汲水目
先め､ニ71Lを b Qo

げ頒玖岬鑑F'i･卜叫,i;l触竪町村界!
互AL尺 AJ'_直せLd)ろ仁 は尊称 400 元号尺､(/ノ､/ 取jj Jj水

を蹄給 す/j貯水錘 か吐孝で濁 るo このためにl日面 斎釦 1の取 に直 った貯水池か恥

骨東館私池で,あろ n

- 4,8-

●↑I･JFL
l･II



鹿 川 uTt･1才;I:ラ.求iLqIJ'TJlL='i'f-fT姉 Jl･岱刺 il'Iか ･/4'く {すi',tt乾)F',叶うJOl. そ うで･

4･如 ､1た,輯Jyt世に馴 らす'J仰 軒融的 .･t.b r､･k.i:,)･凄 く/5･).か 7 ･J.jTi叫

L'1ケ こ されていうtJ=d)淋jkJl妬ん で ､不可軒 二/iリ.同館盾は野,k池 の紹 jK平も大

きくするr1-0'l乙lb､同地 生首収七 三 一るモ碍JyくrJっ rTのそ･ある.(1)
御津鹿桝のi:JFは貯水池とけ別個に ,そのままの吠塩で､在韓-fるヱとけ～き称 =

7!･予め使命 にあ')､rf窄副え /i吋 .け ｢軒枇せ庇女房オ ｣で･あったO こJ)rう

[+-裾等07無力JZD､ら東5常世 旦 ｢咽と席 A備坤L二争倹したため な.J t 重唱の増 毛
潤せ鮮紅するヱlE_IT上 ,て 即塵㌻う者/t払う次LL大帝企･･,)崩 け ｢1勾節偉債 の掛 こ

け手k'iはあチ リに ′b隼カで誘っr_-oJY与えて､､るJl')ぞ･あ 5｡

ヒコろ永瀬 等J)i:碓割くG布 Jl･帯肘 J)yPをつくヒヱろにけ河野匂礁 也か ナれけ

珊水絶食/ムrrく､毎年高射 lJ下?.iL呼牧 に水 雷と軍曹モiたらし乙いたす鮫硯吸入､
#'｢,1二)17Jrで･あJJ｡ フ_Ii)三次jt)'師事の碓耳炎一第っr-_のぞ･来る｡

It呈 !... 田恥捕編 ｢珂山薮人 骨だ.Jllよ~るヒ ii戸吋叱 jE碓 2召し / ,,′ク 句)～

鼻水 )I-14(/gtユ年)亨7･)二ノol釘の丸唐衣.あ り 明方に入5y_./3年

(/どg♂年) 2ヶ年 ( /97之年) フJ卑 (/ ダ93年ノ の3回 六't常か
あった (.恐･打M T析 T-｢岬 如町史Jより J
Ll,山 上け帯卿 I畑 I-.q滞 れ紹b編 ｢軸合●乍巌左｣綾錦:えT･:r-存l4.I,l九 ･号-L 平

粍 膚 Jよ')隼田

湊 33衆 貯水地面確 ,Dうちわけ

&'1-一丸Itl!.免薪碩
･･〟3-qJ/々 7

′---･I
JT1-
･--
L

J
LJ/

似

5,盟

/.rん .刷 畝 EtLT---1攻j-q ム存 8軟 4,. I

骨収叱 - ----一一一一で チ 4 '/ //

∩;Lr-一一- 了 r :▲一々 1.･T .トキ/ I

畑 -I.- /7. ､｢ / ヱ/仙 訂 当 'i,rljl'Li的 ･パ
'i･.の他

Jt=7Ju･山,味･jLl軽舟 1
五臓 .,A.12の佃 で色Lノ~~--'12 ･'f 3 タ

蛤｡Il;LW!,56三好,k里 -----一一/ A /.,/,'P ～ ･-/ ･･j -3-.q

いケ3 号 {'' 之L･/ 〝∠3 )

Tfl;･lLJ車 だLT'叩 Jhitf各 J)即す.∫I)作製
1: I.1手水や JTj年女 F'三.)･':Jl･fc,､
｣人と･:I?∫ )(..1吠 :呈 )々下に軒.-kl:tyll-だ･̀三r=Jjである4∴ T叶か ･1,7t,.村 ･'長 汀 Z:LJ,
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エノ:=包 ･,ナ二Ie･.馬子'つか ､fl･7㌧iLL7_'泊･':Lflも唯 事Hi7･市7-_ネ汀ff,dJ'姥 LIr=J･lL2L
は ､市 # lJTJ).L邑1甘,l･二八九･Lニl_1･Jケ ･▲∂-,イモ｡東田 の]:.印h セ朱い 】･ごj'i 持二王

TEjT_'liTにF.ilた.ぅくt､1才既 の時ぐさえ喝 軽 l三g'う吋水...哩dJ丸 を[1j掃 すう =･-.i,/で･-(i_

fljい 吹聴 E･･9'-IT= .

篇っ午 承 野 水 油煙叔 ヒ伴 う.k･p千束D蹄 叱面席 の.冒,･il'./ftJlr'_// .;･)

･!?.仔 也凍lJ,J
-戸 .†･'-I?I i官 ｡ス′言 IJ

攻 1諌 ぅり

40占

高ielり虫

ノ?町T㌔顎ナ車

ノ').3/.iI/
37.A.i.午
政市絶食J:)

''-" 3g乾諸 富ふ描鴇蒜.輝 儀
1.
l

l
.'｣
｢

-一~1
tT

∴-~~---~--l一一~二~山
新一世Ilh〆:-3'__..ー___ .-.._.- . M J .

チ?.L)メ.6
タ9.0､/ー〆,

qTIF:～)
･か

_JF..イ

町碓錦のず判 よ')作戦

叫

I

…

笥 5Lr夷.笥 35環 に Jると･95-

打席 ･･)吹･VllえIIJ ってゴ7碗虎 Jri4-..Jy
L､巌相次草も碓 (●L/trSP ol郎凍 ･')

t
bLII･1d

t

圭

紘 ,rlL点 す･l室根 tuI-iI,''1

,ovT了 5竺′{'

>'?./.+,/メ

48.4､_7.7-0

9-,7斗i-･)ilt軌､
ス ズ /I

∫ fTt a

/ヨ臥h･四･鹿 のIWA'.r野師 )更 渡

､ ＼ t _ ∴ 二
tu､＼､
､＼ ､､･ヽ､ .′/ ノ ー-

､ヽ --ノ■小●

与L.｣-∴∴ -1 ., _.M...A___.･.
噌在叱 虜B･j 舛 相互Si! 昭和30年
(1C度//卑) 確If

増え.てい50笥 1311Td)/7''ラフの甲 1--･仰什lJd･J農 民の育厨か･細 め られ てLIt.わIT
であるb一gJズ三･lLた こ1川 長itIO).i/I4.(d/E一七･1:. 巧･lLUJi放牧の牙か,タし､Q)-E:JS与か

頚 っt=材齢 1㌧-'*あたリ0)面席 4)J卜こい榔 宙水 争く. 常好餌 に71枚J&h･iニあ らか h-
ていろ立 上の打撃 を脅すたわfTご鞄ろ｡土用Bf･1号盾ご･lf括って も､王将Pr有屠 ご

I-L方り･っf=.ノ)､作濃層 は上地削 7日三体してをく蛸(如上､lJく.､帝傾度 は惇隻で･も1
た｡しかし -i,7-i,U ,え{畝でIl那 巴き.J%即をJ失った工に 歓 まで､ニわきiJI､こ

の王雅 た権むこと玖 ご-?rJくT:3リ､やむなく･fQj1Tへ弟 ･,てい-,JI-_人屯 い た ｡pfT入
池かできたr:め.他叶へ杓痕Ll.r=4,刀は争く妨･･,たか ,号d)乎II･は′テ払･t仁王ち

が 蕃合 のrfか ､上JtgY乾lて象の欺叩 ぎて割jl-i/U･オリ､永モ二･hLTJ:r,と線々1-_

ノ他称へ帝 -Jて_濃紫ぷ外 ,).)取求 Jつっし､7-I,['0-,もある. 二JhらフJノく､々JHT･舟 T,,'77塔
拝県乃'JA∴ し､プ'JL4.i∫牡を犬 っIL-_r-わ'1=碑 ,r=ものごある〇料席 上⊥ 性色LF"･
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[土の各級食L7一女の即金T.臥 ていく･が,-f･niJ)3Q.上JVく ､Al主人作原像Orn､作斡如ぺ闇

特ii:けで･､工)也:に打 ち-う永.畠の′1lrTか,セ r=め ..臥,iて'･F便nJLJtl二ほ と･一LA畢i
rlb･,色ので･あうo誇吋前D昭和 /官卑官で･怖らす､雫gT)郡1 0年jせ壬o)いない

打か･碓 くわりて;P:'J｡

ナtgTxケ37号首相 巨轄作 すう中JltEtE壬けRFfr原 村のAT仔Irtqの 一̂半を焚い.卯牙

汽1人JJI.の土地p(:AI,i･L ILl I.lPて>_r-｡倣;,hT/1人戸化そ1第ろため .i:fLq申d=AJl_吋

Lて他 の煮亀ヒ同じく友好 と･あった吹､.虎封■盈功か'奄展LTsか -r=r=め.城 らゎ

庵原もlすっき り有す1-とができなかった｡':,のit.･Ji 掛 川 tjcLをう(.JfT背-Tる

とし1うr･11げで･あr)､一般 d)某氏YGiTゎ獲た7JYlつ,ろ11々O､つた｡

濃托tLしての是卸の･生じたこヒttJく指で9, '' . 埠の一食澄均盾 に_£､､'L ノiyか三･lLPJ

のそ･あj70

二 秒k三竹玖叫隻J)紫虞社屋

耐水:tub.:亡1.r=蕗県 4才l町歩 まで､沌 -,(=沖!tlは一棟1Lb談津T:L絶 7..耶 I.'弟1･I)′3､

えてい巧か 二･たが L畑11｣･1両の5{岬を をうわまわJ). 十')町-･/f･7二逢し.柵件を

甲 JLヒして甥某,j増 3't】して克ち｡岬神威トは一人前い )ノ精度 .曙県有LET･f',1才177

舟 3u件佃 ,1:作られ て＼､た.しか し棉強 .-Ti:,I-Jすiれやれ恥 富30年し/古ラ'7)

八五 3-～ 碑 (/ ラ/61- /?) 喝 より含有鰍 二憲政しっっあったltとで･あ')･

' ヱllLと何時に畔630等喝 より耕_7･LL･ウ､ 除乾肴 .げ,か孝水潜像作物 として

奄んI二作られ一手しめてし､雪.,&､･この長官的在勤 芝と伺七'tう1碗 ･息奄Ii少く

た り､LT=.■し､にIiくか ってしチ っ毛 ｡

FT久地J=より喝解した即 W,乗じ如 t軸として屠齢(主として町 が,f)頼 れliL､

めた｡相席a)秘は凄初 哩礎谷で､作られはC.めfllbr.相 律原 棚 いよこ3)望軌谷1''J

IJ 入,て如 ,Lれ なA･･ら仰 汗鹿Jl_Y:って矧 は 和郎 ･S ･). 首カ/は しいため

争くけ作ら臥す､､古顔の希確をtPtいニLて山林で鹿野をダしす､っ櫛唆して.植え､

去れ1人ゲかい朝 b､ゼぞ･の域 も必flい峡鑑で･あっ苑 .こうし､う状塚.･J)下に耗 埼ヱ

れ‡b･めたの(.･あうAら.谷虎餌TJ牙讃71-女官三れす,盛者をかすす､労力盲か

Lます･た仁収†有色やくするItい:)要言曾牙:･Fiiであ J).'yLT'-'硯えLir.1め･?po穐d)
純一b'行われT･.このため痩点て･も大河私有 A･将iノ机てい jL､吠亀で.誘るさJih'

株 エ ･)おそく軒堵之札Tyした r-,3t:t･･うJは久礫3%も壬 L'ら礼.井掃出肴,jlff〆,帆
ている｡御井粛tJlul級衣兼併 ヒ毘東のニ-Jの芸rxL荷は 外地め､つく,i,,1してい J･八､･

電灯 L掛 1･ドゥ JbL･壬であ!)･鋸有は碓-{･ぶるp凍軌で果軒ヒIr汁 等17T･" ldヒ
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Lて､けL:･められた4,分で･;:i-I､J=:判 hJ･1-く.賠摘 ),'LJLL､､LT=か.-,て汐刀の1あ
っ まっていろ者かかか )1-歳東互武,uj-Liきーした(Jノ子甚イi一

軒7K池の甲に兎棄o{､多く希堵さ4t任､LたJ)は貯/lu･&･J/D頂水.カ敦 しくri･つた鞍†女

Dヱヒである0滴恥 ‡昭和 ･,)はL'故,喝 J:)Jg,-Ir-TuJj(一･輯峰矧 ニLITrLくrfっ汚の

で･あるo 招舟L年に抑 斤原像勝負かZl･Li;之･ノて有年理=てi/-㌔TJ(常田堤防 を甲心に

碑が相見られr=女 ､ぢ1-うと､､ニd)隼たす町ijf灯iI)町 恥 ))フL,･水田そ易･ノた野も 池
a):モい丹 ･＼､同じく青年一軒の?･に よ って俵 )-.l･フめた慮相次､L =ノ.められ､兎R へ 塘

J)第-サ み､はじまヮF?_｡

呼水池成定'(k #lTTr.東 の泉尾の.生めた各党細食 ヒい う,'Lの/̂･･Ft.帆-rl n 酌づk池の

ために凍畔 rI.炉 上 土l'Jurを犬-r=長氏 LJVtを盾 1/1､咋凍)再見食 て食I_'1 7†1して

そd)1く曙 ヒして骨永池 を才｣圃する権即 か与え･17批た｡(町jK池J)管理権一は東 折田

水取合か有 ノている 〕 U利用g-ろとい ってもL.律 =二九L:i引くごとtで･きれ 貯 水
池から何 も侍 られtTか っFl′k.∴ち九三襲埼ヒ して利用することか考ネ ら41I,三,̀三 ･

'{･王君果生すろ播4;,jを争/)L藤色生存フ-1と も日射ヒLて養 三g相身がJf.れr=.約/

L･,{打歩の 創芸Eも-)貯水池で､ある7Jら息虜かtR-.TbLだ.fi-ら甘 .相客歓の学.朱着
水t･:th引 -LrすII(.1あった｡iiで一眼合)1再 ナ滑 ,更改浦 上.I)I/A)かさ空'..a色瀬よ
JJ ′/)).I/L=./H j:な ～拳 をY-I)rぜて貯ネ池 ヒ氷 った｡Lク､し ノ′わかここ､〟は 僻

に4'る dろb:I/y/x･野水 把持=二常端 Lr1-いため､Lだ､し､に掻 -,て領在 は食 く･､71く

Ti-I)､｢T･･人〇･ろ.･3ぐ61〝L滑水o)TL池 1-:]JLL堵PfTをdJTまれ.ii･･rJ/J い て LI.I,
t

･'-･▲ 一TL･iI Zt.ば亀味として .教むだ ,7:い狛 こすぎたい｡沌札は息奥を失敬に右か

t:ITT-I'守 fi'･-L)iIてる少､に有利-Eある毘束o)粍TP.tを IfL..1抄させたb箆束を撒埼し

て押 -JJ-:巌へ),Tすべ.-e主旨台JI･tJ､tS,るね.紺合宵骨の経常の外は.青年町 ､滑

仰臥 碍/し金 (?.Jllt.ら'Tすべ､て即布原 毛細-C荊るJ､ あか ､ば水管塚 (町iL御拝
郡 ＼莞管 )や和在掛 二号叶三九 ､公 乾の巧め7二律 キフZtLているO･机 -1･てLU-LT1､.伽 i

ノニtJ,口も.岬､l~J･ノTL卿 平泉 JJ･仁尺｢汀糾芋･'1才):Eりあるか イヰノll机か ま ･こち･いJjrt:I '

潜るb知合を聴取 する乾囲次度 し､たわ･我ろいけ緬冶 d滅 入が･3;亨J)薄くな い7こ ,

めか､:･#常傭桁のil<茨､犬同作朱5ろいし.)j清珠を簿 .かまとま-1=事等 吊子心 一JL
すt.青年野､傭 人食等の各町孝皆けで･終フている.,最漁相か 古即 す燕の喰一･4)拷

嘩侭で.あるか.牲冷水生れた単年 は貯欠場から摩 られ Jも,),tは:買)<車ri･1うで･満 ･)

齢 の確執はノ1＼三か っだ｡そ して軒JR泊J二人L)表L町野をうITた小者JSrか人 /Zか絶

食から付 かを洛 ようと Lr=だめ.あか ､IT布^L̂lの人クか河L･fうな1馴 ＼賃で､_L一,

ゥたたP)か紐Jbg)中lじ､となるo)はかつてa)八老僧 で･あ り､1TRら生･pJLにLてJ# 監
- う2.-



l托10-り すん 甘いくので､諮る｡
:七 ･'_/) 古急軌晦癖 r爵 JfJt!壬糾 u)吐17itヒ腐何 J ユ))

U FG和み牡刊d).lt-I# ,-1求め絹確細ふ絹 rtAa,t=;二g草言直｣絶鵜 の中 に-3で･.t ､

r-.･･･摘環八 C)蒸 らし三毛のあ り.で底 下は漂 き彫碗 層 より取 る互も -,て

沌雇食滞 より軌 は雌 ;3人ちる t､きiのあリo｣と軽.ヾ てLヽ 呑o

d､貯水池o)ノ産土tセd)刊 肘珂感

･-E准&川風 で.貯水雅ノ食 jtr?阿才J57.tLか河鹿とた っている ..鹿jtかL欄 ヒ71-ら

のは府八iAIの滑れ 刺 さ)1Lしくて､:港.:少将 q)貯水池 としての故絶引 fた 三なくrSう

1L焚l二._L免ヒ.:官胤 河水洞 の入晩閉タ､､人が､否.き､その壕熊を十身 にはちLている

ため ､三の貯水池か不笹にG7たからで葛も｡折襟軒督埼 L野水J仕り管理弟Z:･･み

ろ県13吋して貯水潔 を席 iLして､i;tの打､乞†ム下げて iらいたtヽ1L正式二に呼碑 して

い解 ､′抑 R･長 の砂 也も長 即 す令 'g一厘じて貯水池 を虜止 し､その上雌 を項材の我

見に払下げて もらいたいと東野押水紬bz=へ勧 壕 をrTうとい う .この貯水池鹿 血 q)

漫験 ､吸惰I空身してはt:めは廃 止]=郎 r′二㌧ L廉Jli河水板谷 JJ尽ラ寸9;･絶'%タ.やわ

i;汁.範入 池廃止へとすすも4)-(:.け7･いかとRllぬれるZ7j{､､三矢足された わけて-竜な

く.失職の廃 止まで､には瀬 音o)巧 打を零すろ ごあろうo

庖在の駅'E-fTLt'TJkL池 よ,)も ､L､しろ底 止等の上崎 J)利 町に圃弓jJこYに,.9ノろら

しい ｡粗即 二rJ-1r=掛 三世を湧 止 し､itの打 を利 用三七 てほしい .とい う晩晴次･

J,か終碕町Dt‡かに者傭節 奏傭 町か 〕iJ超 てい勾21つ鼻錦 町の瑠創 ま貯水 池を吐

ろ請=Eでは両面畝 ノJlを血 ･,て:触 11日 い TJl､打JJlのJKか､貯水池を蛙 -･･-仁 fl_め .J姫

水か濃くな !)､その1蔽掛 りのi都 硝ヽ lこけ.kかソ!＼圧日日へ蛙流 し､各 年故 .′L'町歩

の水 貯水離 すろ官 を繁 0-～い るor=サら 一博 水:tuを廃 止-1るjiらぼ十 との鉢を

月払 路 ヒし､水 田q)慮れ 緑 を々くして ほ しい J Y榔 ろ助 を硬而 して'いると

いわれているOこれl=付 し抑帝凍そ甘.榊千束 のJ%食 を膿 帝 するT3らJ9､､1日適高

熱 ,L蹄の冷水池の方の一部を軸水防 と してiJい という 人もいるか ､膚如 奇に13

人17,にかかわること百､15,リ .く郁 々o_､入Li貯水池恥の斬 )(靴 に泉舟 rRオして

いる.糾 い了と､即 行原 の我見l二婆凍o)雷 LJJ圭与えた貯水相で､万リ､八g)日の混
戦 oノ鰍 砺 け他に_解決繁々 あるa)幹 から･又も軟 各ヒビーって無塵 朋 映 路 とT3=I)､

有･&に傍iD,れないIl-と1=は鮒 に替爽 できrJい¢で.あろう｡

粛鑑､したピふ ))抑 拝聴 の貯水池は咽頭有卦11の鉢と叫 や属せ灯の低 ま軌二建 った
二.'から政一つているD廃止軸 F水路l-_Lようとい うのII葡虐否､あ り､.1醐 怖 鼻 の

諺･,I:-_凍点は庵 it牧水 匠としてネ下 Irられる二とは まうかいT3し化 78･われているo
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二 J)ヱ:地か･%下げ･ら肌色増食に阿)-fl有LJl･汲 すべ 5_か ､あるいは攻珊イrFhtq一膳す付

きO､i-_研鷹があ り,7Cr碓 主ノ宵の中仁 一‡払 下げ･l=聴 し:-qJ,(洋 を政 府 し･何軒竜寿 ヒi5

しそれ亀を渚 Tろ形 で命 敢77.)0_め､蛍 チLい といIJ弟も あるか､こんな非現兵術 rJ

ニY_皇尭え てい73点 けほと/1'.しい左し､､YL卑敗 する1,のも いる ｡

貯水池のちゆ l二筋tか,a:Jig:<け･,tl0)1三､から.攻存 確泉をして いろ弟 l･7-を て中音

1強 い下 げ､てiらし､たい と弁えてい ろ弟分こ･大和勿 d)ようで･あう｡貯水 池を燈る録

に.lJ長 く群､舟であっち凍 民も.二.D庵 )tJ現価 引ナ常備T3･泉 他をよtt､倣卑官ぺ 長

するネ凍組Jbを温 じて汚登に_動いている.

旧面長畝771齢の貯水池 の平たは.戦時 中の食粁息 の頒 エリ芝地 を怖史 し.糾 出

水つくられはじめた｡戦 地噂増血､とEt､しか 一′た項はあまり作 られてい'Ji･かったれ

淑徳輝久が敢 しくflるとま-'持 す増え.今 ぞ11*粁和 を増 す食 lh,か･,5LH'比･･ヒ･hJJ
ていを｡これL-1卸 し東面河水飽食は占有iuTY して 占香椎 を.認9,7Jユ Yは､州 下息

か､碓争ほ 准 粁 しか作堆化するヱY.を荒れ ､貯水叱 ヒして の教 徒Jユ果 してい･1i-く く

も.帝む 吋 l二も択J-Lq剛 ＼瀬谷 b常水三世で､診ろため 首席権 は留 めす､.〟重いて いる

工雅た'Iから利 町して/吊-い 〟tいう薩摩でLy,るo解れ池吋 の鮒 f甘決 して非 粁1ご

ろべ きで･ばを･く､貯水池 の.t･_め7-L凍牲 ヒrSった為 の着果受 けろへ･空TL利 の二･･とく

考え られている｡紳 tq_の占有は恥中味領 の渡乱射 二労 働 かQ)鹿 -Jている麓によっ

て行 われたか .浪湘 食 つ鼓東m3､とく節操肘に否,Li･あ る次､,すぺ ての属か和也
を嘆けているFbLTで･も古 く､又友好!二軒増 の占唐diL食く労力 な した行 Jbオび主LT)ぞ･

もrJく､ 車か･度 ･)､砂町 少多い麦飯皇帝壁 LTi･の-6g'リ .二･2)二 つの瀬ネする _

とか鹿 止後の工jrTlの分配慨盾そ鮒 射 す亘を4,7:=らしている.

狩人三世IJqの畑 のJ嵐東は .I,L耳)･L炊杷7･qの噌令 ヒTqL;t性･宵の4,の そあるか.LilJ

r=なし､貯水池 ヒい=)tの水､抑 一14)増冶 Y_ば最小f'r_埠に していろ,脊止の軸ujl_･･と

く.新作碑かく､令息 していろJbけそ･lfTJいか .貯八強か次塘乙れろか ､夜 上之丸めか
2-リ水 J)音は古く抑作 ･はを免 している わけで･あ う｡線束の矢崎 1S形朱時にけil兼

の域 も出ないのぞ･ある次､.衣裳17-直る一あるい は■それ以上の収入を串 げている鼻

毛あろ .tlい うの-At潔噂 ら しい ｡

柳 井席 の波風,D略称と鼠})と､岬fF風四g)仰 々の筒Zi･け卯r?_佃 の印蕗と費,ち

こ ころlTrJいbtL.クト帝 )=吋して は軒嶺的､都＼-3.約百､筋る｡これは抑 守席か粁 昏22

年にTqケ材tt食佃 して耗磯村 に足するようにrJ･7JA新 二和す凍村 とい う一つD畑､

立4)合歓軒を棟 祝 してし､た ため ､あるいは瀬帝 の中心 エリ神 変的には有れて し＼る色

め､とい うことる考えられ るか .JiEht.1̂ 外に ･か って貯水池 の良め11_三 つの中丸
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水TGILl'∫うに頒 牲11JJり､

it仏枚長嘆鰻谷ヒいう‡の

せ混じて4gカ して壌いて泉

た味沢や∫耳在 の生活 の溶滴

王を外印エ リ干渉を費けJ=3:

いとうとすう奇織水潜在 し

ていうため息J)で､はなかう

うか.却甘煮の人々のこの

lうを他称れ 内野のf5'常

7f:満たはあらわれないQ)で･

あるか､､初耳承紬 を串イ亘

ヒする青年田 .傭 人冬等の

骨也星棚 krの真野ごGlノ

巧 I.'E7 貯水池 と レ ン コ ン ( 柳 井 Ji;i)

(∴111 ･ ‥ # )

Jfから膏東伸7-JS叔 五Lr=かのきヒ乏収監J,_Lていろ ,三のように人々は滞風脚

･第㍍ 爽 好和 3ヱ 卑舟板耕r鹿鳶ノ主務7%. *市部落 とし､う r独 互 Jの乗

敬 享 息 ~~~頼

大 根 /oよ 000% i./So.6cc打

直 瀬 34 000 A /90tCCO

管 /2､4 0 フグ6.1T C

lL､ IS' う ノ U.5-00 99?､∫(}0

'{ら ま め ?.goo .AJkノ.PCC

ら,とi-ラ 7 5-00 ∫-i (.COO

ほうれんヰ ?.loo 4{∫.COO

Le o) 他

vr甥瑠 寄掛JI)作壌

同 のIPLこ哩.:隻LF_存鼻ll_方っ

ているのでtあるo

患各船鷹打L'_大漁看LgH L

I:-_合佃博腰J二｡r/)､ 町民の町

政IT.好する噂 け)こ1吋に高よりたが

榊 帝展も･卯クILT､.i/).?い った ｡

i.かし現地 ･1てし､ろ貯水場

廃止の牙かはるかと身吐rT同

席で･あ り.暴演紺令の後部は

手すきす大きくなっているo

灘も成五台時の事情を秀丸て

みてもわかもか､そ7J=は/l＼

秋着の琴nL才育rlSTt､争乾棚 J)阜軌 化芝山b_-つ の窃かか存在するo)ldLおう-

食油維JB･b渦 牡も味孔や呼の碑銘希い)咲 ,ているのに好 L,､町蕗全銀帝等d)町

の硯削 .1･､-轍の人の町乾I-_好する矧 じかホト･､r,めか､J>そ.も部落趣意の形 SLと

ってみJ)′卓 の溌114免訴.q鹿なt･･ム.幕鹿.三九 ･また■為替唇術なtのこい ラ考

え次､血q書,ていないUそa)ためか鼻演細々ヒlfせ1･Lも抑イ兎なく･席 上何題で･
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は.事')･4､小吏菰J);XJttTr']亘壕 から.盆地的な弟に仰別を加,-/Lる存一夜で･･y'7J｡

前J二t･虻 ヾF=水師 汗J和 1二1-瞳 い･)潤)も二郎.定常や常飲 孝 i)FrJ.t･J?イテ事や､

人と37･く荷P,rltH .i'('J)叩盲,DうキT:､た わbL5J-)で.あるか､町々依Jl)二 とL-1fl.'そヒ

ネ適組金で一層強風 二結令乞れ仁.r一郎 オ凍 ｣として-,フlこきヒまったものにra'

って行動をしているので･ある｡

町人池を症る時J?_土地貰収に府 しては雀く無視 三九.I,1人/Lか.筏'(の告祭焚け
るへ､至複利の三･とく考え､鹿k像4)み 下rrlljTL神 経 過敏 1''-rlつていろbll･この

舶 7二新 しい痛村 t.Lて岩 塩ろLI)で･ほ古くて､骨の まま4)状憶に痩Ltt･･,)するの

ではrTかろラ小と･lL配すろ人々<tいる,.島Tg的には庫 貨.'&創 三原 しなから､絶

食ID尾骨hlblJをくはなれている雇 .あるいは元m 宝そ弟っ七点の甲J･=は鹿L伐
のj:稚ませa)まま耕地 ヒ1ろ ∴とを快く思わぬ為もあ4 J揮番 は蝕.乙か貯水t'ulJ)

を簸る1山前Jをエまわろぐらい1=7;fったo)をカ､う ､食てlJ恥入態で考えるぺ空だ と､

夏至等するの'百.老るO

貯水池埋封 ヱTる上代 ,})併収IL,_横町疎孝を拓て､18L碓主席のノ軸升席にか1る努

力ほし＼ちむう底 をけら･JたよI,-('Jj'う ｡稗隼の平には糾こ出て瀬音Tl,社食的地価

につき湖 等してし､るJrg':Lい るか･､争くlf紺青rZLと･まって席末に鉱車して いるn

î(して嵐患紐･iiク､わけT3/Ttた存在 でLE,LJ.貯水池関の占有耕作 や秦血筋怨に,13
ら.凍1.,%組合の転々に狛 範をもち､ 工瑚 u)r̂ ド rL博し･l日加青か 砂攻畑 を:11人

で､いるo Lかし外印-<､凌駕⊥人外の取末に ','lJTやiL;∴､}.･君一丁旧i'rT頼肴Jn一々 こ且

すという 工--)をことは弟克 てけいTj.(て､各/h午'lT J二桁 軒二言6L食 っ て決めたい

と いっている｡-78･rfのJ土浦の伏見 の有水lい水廃 止何虚 に岡 して髄席の慈_いを/主が

しめ ているL,

魂桂一如叶席の平を忠 ,て､＼そ混 乱.--J謀.曙か汁邑てれてし＼るblt､抑 升席 3)人々11'

線 状･常曲目-1Y_ヱ),で､現在のせ清水､何 ら攻/)わけで､けなLlの良一から､この研摩

lてFliして灯IJ芯lLa泉三す .入日-)早寝 を帝 ,てし.､f_-ll-っrrL･恥 紺 -愚かや 横町

1刺O､し超 IJたのか ､東低lから諾 二.tL;_J佃か･tLi-).h,/らぬ九･､ 二J_,計鼠の日一触 は壬各か

ら.S･社 ,軌範へ亀する良末直距の罷埠路をつくるため､あるいは貯水池の鹿 上王

れ色駄へ穿帝のエ気重杓の常41-1b･かえ る佃ものかをつくる こt･乞南風 ヒLT:敬
碑 で.はない甘ろうか. これらa)こと 吐･也T･Lも抑帝展の人々の考えY は和宮か一

枚 LTSいqそ のた9･)二だ患iわいて=FJい(7)で､あろう｡しかし この隆蹄の釈埠か
卯 年廉の埠泉 の奇々のためLD砲 ヒ点る1,と長寿&.tこし､れてふくへ･芝で･はなかろ
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フか.1今 まで･l･目 し＼蔽す■,lJD血浄血･Ta-へ､たry･ 食 ,ll路的 石吠◆鑑にあ り 碓 い丘緒 を

市r-riaLtl/)F'ITと171,つr:｡壬･烏･舞':%T珂Oj叔静の癒 し.■ること IJ.冶政.モ藩 .沌

社 o)三方商 .＼の丘か 伺昭 に軒 けらヱヒ r-･Rlも｡突止の不便 三のため に ,貯水池 鑑

屯蚊柄 よ りつづ㌧､てし＼ろヒエろ9,､を z LL屈 そし＼える浦牡的 .銀 五触 T;推 絡 ｡あ

るし､11工長竹利東の欠如 青息敦 I)0,や く声y'1二王.底絡 LD糾 約 ･窄 まれろのぞ.諺

局,.

額 } 野 花 虞朱 LT悼彬 と軒 穐 - えヰ ー一一

触感町 ･7)各式は乳戦功､虹 lCか 'i一帯.直嘆きii･J=: II.付 衣 十汁.･.(:い.三.ti中る二･.ビ水･

で･三ろd

才 9'''梅錦打,))此度濃空し.七拭する に増･･E 嘲山､真下 食仏からみ7.と当町lIt田河

印･lLや▲Liとす･I.I-帯の･lBfTfL'首 叫 慈 し -L' し･る ..二の他端は刺 †づ÷ ′左足 1Z.磨-.号

I-:'て雅 一'.石 ,･lす､現法-,打 e愚慮し7 へIこい 1 ql r.㍗,par-布部IQ域 と言うニ∴ ク･j･旨

jl,Ji,j'L･1.吋.trTFL=広.Jま'叱 り･,戒にLt/i:七･ifiす.鴨LL･T.i三l-f7I(;_入 山てT,-Jノ企唱.r:"a,.

;i二レJ､CyPI写. 悠LT＼,つ ｡相好町ぽこ 7ilT'J.<嘩 J,､Fr.二筋リ.確 をILJF鴬線而

TTl仰机から女膚三れノ'/敬舟の3叫 乞占め ていJ:-,,そ 三で､三 の牽引 寸絡碓打によ･
汁,-'J帝出,S･Jl･.DFT､J:い.r｣に.一･7PJてあ′-ノといわれる花選 1)娃見様皿･,D=4度 瓜k.
王らiJl呪/i,.-Tli:iq'-･!･物 :I,抑止 .ら.､,e:歓 L,て･t .∴ ヒ .･I う ー､

/､ 鬼 G_等の′准線､

蛍町に分ける尼 鑑等d)花村 .Biの 内野ht*壇 .t･B.蝕 .惟椿 をヒ･旦見てゆくrLf机?.

ます.虎 鑑等a)迫真か ら親任 まで の発展過程首席泉 Lてゆ こ うと怒う o

代:､欝1 7:軌刀駄赦 免叩l･:叶 う嫉 ,.Jt吃正o)頼確と=LhJニ乾 く線制時化 ､議JI-･地

代力作活魚席 4)時価 に分けて考え られ}JことhC監東る と払 う0 .

せ) ･5-銀将イCL盛大 エ')大正末的 -- 昭和 J,初 新まで )
もともこ並 度q)敏速JTインドに子の産 婦 生育し ･甲府をKL:てR-次､可に入 -･てき

)三才J.71で.来ろca-次項 J=.も､いて熱盤 三_･tLiJ.払砲 trイニド･中 旬の史 盈bこt北 入 谷 取

回 a)軒客にLTLLl･て輸 忠三 れてし､た .宵 山凍今115年 五大か このことき固ま､これ主
席正次九･して浄′,H三両出すれ ば∴ -田山蝶 のJb.rgらす屯･暦の膚涼になJ) うろLの

7三･と氏舟に耶 れ て ､インド･41度の 昆森を倖 7.竜泉Lb生長増 そある竜泉長町の硫

碑林 )=下村して .林 政o)噸 品咋銘 の僻 見/=あ rLらせき｡上とd)輸Lを工夫胡 乱,Di･首

栄 .q:ti-/J卑 (/8･/g)に境 長町 J.Vl･･噂瓶も公館義正独R･壷Z(ll-二イ年の斌
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爽 tah I)･.tR;主管け､二)にイ乙i=;ら外も;.此 pj)粗描 ム･灯か れた い
て,･Jユ∫)も温泉 Jj<q巧頑 ､LL･.Dよ--Jに し く卓町 l7.人-,て呆 tjJ･ 凍,F'主見ろ派

lil;-,rLのfi_･tろ うか .砲在I)I-っのGl4.が兎申し:し.･.1:･丸J)-･Hhlゝ:_･'+ -/し､.,大牢細
尾 良平ullL考焦して叩こう｡

又甲け･-I,J･兵に定られる如 く高熱 ･t'̂'与＼､の 平･ttgの少い ･抑 口承絹の碑l7,jRJb7iJp

-:ぐ抑 留3)blめと(tT郡免 民]:[田畑 12-けでtJまtL:.:百出乱 すt･稽qlJ7の符節71虫f=リL上

青く,官敏')乞して働さ

せ31もたてていたY_し､

う管板a)庄沼 を してい

た .,-<若い者筒底もす

7Jに4.,1r寿か乃く､稀

憎に.解 -'7:･,_I) 身をも

てあます収港 で､叔号羅

)‡i低く∂＼一･rlv二人

rZ中で､田沼 1 .5年?拷

ll犬 t′考氷 水患J)､高来

711水村′kLて挿 木から

和 ＼1,uTけ 'ヶ り し かJr
写 1:主8 JL叫川弓のある .取替 (文相 ･川筋1

(h'l:11'.' .1影､

.1V･1､居宅,雫 ･1,'こ ,'i･).;, . ;-'号1ー占領弔J)嘆 をhp見 てゆく結 果Y_TJ-)に ｡ こ J)∫

り .略 しMJl.･市 Jt･T f J･.'･7) 碩 )叫Li速乾■常に ;JJ.恥 尊属 J)三と'Lを^･tt
て束/･･I,,T.虹/-_福一干して vJJ(､ffか攻 にすれIγ酸〃r:,-/u7_J:'f_TO(L音便9'･,T=ので､ある｡

帆JdヨO卑 L/言H )1th 入 J)現収 大 きJi開港ヒして考町妃丘界をリ一卜しこい

る′石 崎 .寄 航_山机p-押せ･jjイ世故軒 ん 融 )lBカニ､こ く索細/1金一紫tE､創兼 を抑緒Lた.

'とれ l現在JJrうに頂鹿 ヒしてでなく朝温 泉と し'(出色LTl｡卑吋o)軸故は接 札

で 二人 で･一台o)f･蛸 ･l:ケβ..A,､･･̀J･'Alllli./i(_:･ LjJl '敬礼古とい う-IuO)でll･.-,r_ O
-軒に秋吉もしくは ノ0台 は か̀ l)そJjlえつ け触 工と雇 い入れる 工堵別紙鞄 で･あ ノ

r=tLgtL-オ工S･Sか∵狭 いrl_め賦 裾杵金印併 し丸寸虫沖 ､し､わける切細工iめ

った次､､ この外;主加 工はまた一発鞭 1汚い し刊織1,喝粒で･.人によっては原舟 に何
せ丁ろ rl'lげの観品 を作 り得 r19･ ｢た J)､思い血 J)の鈷吻 水銀RfJかった ')したr=

め官取Tlあると け9;-,たが ､牧 1=すれ汀､席 朱JFTの干満蛾 の魯軟 よりす･っtJかく
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･ワ F介 ぐら い に す さ●rrか ･I_.. I:.. 丁 亨 F:デ.旬 .:iJユー満外 ･丸.エ/-J'5し'':iこ~T･(,弘少ふ叱
正.了･Jrリ首 筋･,r=o削3,鳩 ぺ こJ)噂虹1･ilJlア ..i Uかみ 壌 LBで軌 L'1吉.''･牛t蛋!てはず
紬 .ンcu方 何 へ_b･06 才 J可JI且 L . '1 -ス ト :/リ77 /'Jノ'1'､長 信 恵滝 .∫

ド3,-1f;r二3'日 ろT舟か 王l▲/ /7 止T -/J 才耳fTFケ抄 ･.し
こo)工4,はス畢Z_中l七に転相 全体 J.=長/Jy_ri･･rilてい7%-らLL､か 工確に伸lく取

{'IZ.土r:｡1人か大仰舟を長め てし､rl.. '

･･Z:.ド;す,'((/ケ0/jLi一珂rIス牢 d)鈴 打kIp三郎 と八鹿 爪印の換か こよ ')解尽d)

押 掛 ･;･lL.ノ′しそ鈍れ,7,准攻 - rRq毘fF･込柵47;史観親 - 色度画した｡ニdJ

17.如8.:糸砲かし くは直町知JT花正 装 J)牲血JI督阜 Lr=とこ･ろ･士人きい ? 1)か易 ･j1

r:∴ .lo欄 ヴ)射･.M al何p的,%l二}Rの 打 に音こされてし＼う. ｢席碓Pro)払喝瑞か
敏 並流牡を硯'Aして位 払oL敵絶しゑけ吋常勤 司田舟耗枚 )を軒 旨3 0年t▼億印 し

これか/)辛:kを拙 b-Li取直魚か:も好 して故十j'に戊 blt針 二束村常長の暮項 を喝出
した.

ニrLてL!･叫 に4'i温泉 dj鑑札い留原.hrT'tかれてい -.Jf.

こ.桝 二王未着入Lた払肴的戯 判 を果 し トいとはネロの考P.T二大きrfEh館 を孜
LJ･_.〔′k汗にX8:出身 o塩 代磨崎 pt三缶 ,媒斉藤鬼 石等の入皮そある.蒸け凍喫

･..,.一. F･̂,L' 正 風 ･,IT_･攻TI,払 1･ ヒ ,7q二.,.,.1,i JLlL.大正叫に入ってk.く哲哉Jて甥 めr=｡蔵 に

モl小 1.,L号 ,U畏N′て打球11=緒 と 札 .告 qr奄肺の.'{夜伽人4g.J二,i-てい -た 唱に

一二一 ･rL弟埼 LDG淋 きた (.-てみ るY.々 の･Ti,ど.諮.bl

J や崎 汽 上州 一 一闇山鯛 草庵旦夕を希有 - は人常々 卜 柳 匪机へ瑚 並ぶへ

免 租 1-Ar . ･!:･･1生か し 扱rニ0jK.鼎 Jj_ペ ソウl二好み Hや ･!=liW{fJ●j5'どれ ､

:).車y.一 ･t･､こ市的入城=ニT3･･,てし､･!号､ ･増血 } 占各 1二H'画布L&帝Elで長TLて珊入

朝鮪 に考iFJ 一如 )ql肺心凍廊軸品ii脚硬を rj-太輪紅花･丘磁荷偵 長打 圧 めY-L

i i(:))jl'!.丸告の歯兼 帯 o)唯 事､電車をd.任 1.m兼 新 二JF淡のIB頚 を碑 した ,

かくH l増刺 70ラス甘加工に T.I)"相 に奄点して＼､,'かに足元たjE･紅紫4･･

叫･lて右脚/y､ら/<正朔PFrかけて都心TL置Lの?剛吐くの常客をLJ,ていた･%野鼠 へ

o)概ね親 水定紋 ∫ニ=FLl少を来たLr=.二刀哉Ⅶ ･三嶋絹の変化 もあ るが･ノY･t.;'bl年

に 夫升 ,R=.て､ノミンレ- b'･大淀飾 こ髄催す7JとLE 何度紫催 痔咲晩夏と') 婚粥絶家

乙臥 乞 L瑞.禾恥 .阿 紀 を ･u･阜 ヒ L rJbノr-_･･こ荘r-I-1し･-LF方塙l7-つ き佃 絡 ′C
ヒ小lk下の輔 一･TJj1,,,良.-_･5む十.mL(/.TCII:,･ヒJ,JLn.FT･I-I(,l粗 相 的 Jニfj''′或′にこnJ卜l∵ヱPJrか

J,klめ池亀WPoするようJ7rJ,･に｡二･㍍L i-tii･呼息 荘J,東端恥 凍下4)周東 好

昌1モモ打 呼 をく JTr=｡ニJH音項馬鹿 Fa, -将 FT的競争を呼t>･足 し.連に!3'LQh'L
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峠､賂JT.-犬.̂ig化を号た し,IC即f-,'こ写せ監L,)左 虫と払 ･て粥を-けらキーていた長

l);I下0)敏吐 '75,1も その方針 t,iJ 人 命趨 J･,.+:窄r.隼l.､-I-･･ムJ･三,,ILl七 ン IrlA下 J)JL･･こ

監 Ji畷旦･tt･空.bも中 ,く恵一･F=o Lか ･(二 ,Jr権,.-&′仁淀は頚瓶F=')私 )二千･P.･､て碕

多JTの詫坤左椅 -)者 で､あれIr､比&･的 容 易 に蝿 ろ三とあさ･出も 技 .二かJ二よJ)農 攻の

列東湖塩魚)ib:t .ノト常永 J:J吸建魚水̀頻出すう戊 ヒrr-i) 玖珂金女児EL工L糾 ･j阜考

苑 して卑珊餌花街 亀有すう患給m顔 工 を巧何丁 か u･各 か rJ'く rJっ T=b 0,滋 TJrbil''､

E .絢 の駄工を便 田Lて-平オ鳴 / L･･･セ :,･ト 1日;JJ)14L.iLr空似 散するのIf強舟 工咋官

I=不利 ､かつ有5r終 にrj-･て泉 た1, え r蝿叫 であ,JJiは甥敏昭臥 描･]形 も君 Iti F.一
束:i:針一･,1る田町汐噺/‖二i=Jqい て17,け1･.金融王一喝の'9くけ秤私 闘 恵､_JiL ,I
い -ri｡子 L7 -ll_れLL(/:いdll','工崎主か 1､舟 i号lBll･:審判 と楓:･:i.か-I:I;/:L､髄鰍 AlJ
各 ｡ ･･alII,Ll･て徳恵置.Lpfに徹施 ヱil_､ ヤ 9)tL･束軌 二綴 り'#銀 を2'転 目 し りJ.,

使T.これ:1･'よLL,融7J･1=圭一/こ｡キ町1着駄 二心風潮1=TLこれ岩崎一気蘇 - 局/.(ク･'･t･'F
L ∴烏 .L.鞍凍 こ:31し＼､･-､/:;I

I-l'.,､17∴ .I/･⊥い r,:,):q姓.7/泡 立の L.声や-こい たヒごろへ珂:吉:,7;:;,了り ･,六.rTLip-}･.L･頃

).IJr･).∴ ･､ぎJl:すけ]',3-一艇 ′)､ら ;I-ト.LあJ)内地 向 け J:)上坂 -1'<･lろrk に rrJ ,ll･ n
入線iLEも ';'iJノ方 面 で も ､コス:-J?,ワ下目 ),比･L草から新 しいtkj.1た).qa1-g穐4 ,.3i;慕
･jlごlr.I.留d･tI;耳ふこ打叶j割3{ ･ :軒lr-I .i.tR而アジtア)=象り打市 塙を酢広 ILlい 仁..

:I--i-1'-:晩東成G_〟)蘇:町哲J74/Jl･F'リ､/77 リ21､イン ド牙布 の 常客が 宙 IJ':/) 相 方 .
簸 玖 ′:倭/f･'･1 障正し人称謹 乞ヒげ､. 一八 ･l.二枚硬 を 催8-)時布 を_鮎えj'川)-El3T,jl ' .

壬

r田山腰麻駐印星河丸さ円冶 葦 ｣ 呼-･bJ･L卑寝 て'-J､
柑汲鹿よリLl).lYl取 り､

L2) 勧〝 馳 板 ′臥凍イEFJ.71't (相和材軸～絶刺 阿東 )

時代､のLg最につJkて欣泉の取れ鑑定 (触込兼 良 ) Ah､強 攻′丸正の血 凪 に ‡ -J て
(i

-･一飯に無印楯かLやく耳薙 三か7J代に･t=1-ったのぞ･動力恥 枚mj呼JtJl 宕 す らLt O) か 多

くIJfl,r=｡その辞果､ぺ炭末.W i /i ､ ノ叫 絹 江 循).i喋iT･和 知 幡 璃 派 bl各
糾 され r= U二･J:･たれ.JiE正の木JJqで･あう原山展LFJ'rLU 強 力rr杵 軽府か､虹l克し
て泉[-:a)i-L･rPう,,

斡碓町IJ'-おいて確度うLRT75一次■思:dJ:に神 加 Lてlしい た.これ･T勤ノブ叔鞍か費 岬 ELlして

か らて･あ っr=.丁凍二D避確新涼に_破瓜を公 博 して 替 らせ てカ.也 .広 くi･TJs. さ

せ}-うと し!i人に中称田 の甲何首./VlJ7,人物次.7日･｡'r-4'71,才へ はrF竺rtf上で 敬 禾

細谷長 を留 めて い･qoかた3･r=ま水 雷破ikd)又甲 を!･J･じ9'L･船徳 和塘 体 色戒且 武
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-tl_よrJて細滞する常を考え,為せて こ o)fZ本によって宮乙の♯ガ を塊 額L∫:)ヒ

した｡裾の信東は.｢工J智の官杵ヒして事FI一.久1mするものは.これ をr=ゝ空-J月':

そうとす5穂鮎か窺い0)で .人望 を峰台仁山J=IIJ:増の脊産材級 の軌J二五っよリ

i ､ 一晩ない い71人下q)着 色井筒書風じて味か 二入れろのか有利だ1'｣ Y･=T,鳥

えで･3'リ､二才)立場から兼協 に珍魚飾き併設 LL濃 R.D埠銀色と I)頼んだ-リ煮魚

の虻符を-手ヒ引焚ける方苛をとったユラで ある｡ ニフしてその伐人望全線て･

村 民.p-r鶏 ∴肖冴組b良等付でも嶺もせ辛ヒ･aられるm 牡L=つく二ltA.出来た･
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Lかしコの社史札はこその金策砂穂か･':･為Z''L前虹ぺ的確据 えもしていろとし､え

る｡即ち喋商工領 の狩 った7'ン7--い二.i-るtZ .同番 した l cd戸♂:棚 野人絶膚
しリ

9(I/93P (チタ･∫ 外) 矢印中米か占P(･7･･,,I?&)･金紙緒 牡 次･5ゾ (;､ムyL-)で･
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あ リ.i,0)好物 カ も飲親 好働力水.

ウ ･lJ I./o狩り'/?∠0.778a(屠.砕痩 新

刀に JtJ'-,てし､i･.i:すど如L'& 小 卜

次々降)しかi'滞碑僚船 Il5すJl 多く

])-rb令象jli)a俄か こ打しまt･氏的にか

あるしりぺけ塩柑Jl_入 り苦し.,'e'･-･:号!

サdFす/J枚.SJL〃＼与えられていろし＼

ようで･ある｡(第4･T衣)

王ら11花良イ徹品5_下言酎12LJQっ

てい るの次･//j'､ノ他 の / gJ j7は

J姐.FJニ緑営する心のZ:･坊I),好jrbぐ

確 か 17P ､泉乳か/ ?Jdi'ぞあるc

I.〃･も太東為の吋訳 は ノム チ戸か､凍

蔦Et･./3PAt席東 ĵ 外 のもヽ 各号

xとTるLLので.ある.即ち 産直It

王ヒして煮敦の丸蕉ヒして'f産 fれ

舗 萄 破 瓜 取 直 未 着 把 噺 かlJ>布 状 温

串 慕 竹戸故 可,Li-息 似 蚊戸吹 すL,

L5i> tj./i>I;.i/

+? Je JJJ./

//i }r.rJ 巨 ′こさ-

! ohy- JJ J'L/..:.I

好和 32･早手東館飽汁師を ■茨 より咋 卑

栗 r 仰 井原 ･文 辞

B rFZ町 鵠尾 .乎府 ､石 嶋.vl,

･⊥け 行 IIL谷 .東北谷 ､伊 JT_′;､

市場 .

za.水門‥鳥P.汁 ,帝沖.rP新町
穐き

TV碑尽.タl好 守呼 え祖 ､人格

その大帝身 lT百恵姥官で､修まれ てい ると見 られろ.lJLLの岸東か､血ていろ水 ,ニ

顎 衷

罪 や 計 10/LJ

i-t色失声叔 aI-くさ .t.287 Jb4J∫ γ】7ナ一.i

Jq欄労働者軟 31 H ㌢7 /r.ど≡

t江崎 か ラ lc ヱ7

* ユ&∫~⊥三千T久9

～ド F'耳

.F'k汐伽のA n_よろもの ll..y-ク
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九を相次上 略鹿 町の束帯のか求

砂粒 ､推 官 ､下 杵 .椎 孔旬直 衣.

冊JGの稚播一相生偶免 を2'てゆき､

JkJ=イ中か ら徴 品､王らil_喝 &.･＼

0 - 亀 の 7.日 tl八 を毛魚 してゆ'三

つ ○

仁-f)/ 演商工蚊のPン.デーL

蘭和 2 9年7̂_硬商工課か ､唄下

々椴 lらわた,て唯柁如えサイ軸

路兼寿 の方略 え.把埠 するrT.め)二

rT,たiJ)でL.頒下 グ久下町村

3才Sタ)=アンケ ートも零 し.

回収車 3･まナ 7 ･ l p占 .声 JOT･屯

している｡

荷 こ の'q珂L.T､ /9T3-.イ肋



何 泊香絃勤 行をfq噸沓 ･. r凱 一別 JjiT'JAI手､)l*抱の近友 .溝鼠 と托

可阪急 ｣にB;る4のき号l萌したp

u)･成定 ､イ職品東鬼o)企紫膨鑑月か豪 も 5.,/L6衣 をん'I,ヒ花制約 歩攻 の息 監

事 長 泉if.若鳥の全集帝穐 東名和 魂人権.I.4こ･あって鴇臥 ,'77.i･･7･ノを占LtL,./i

､さ.,eJ

わ抱J患えなするの次･王.rru=すぎIr3い｡
相和 3ノ卑席田11媒 特殊身長軌 検査ih一軒ヾ に i/'

ど.),-t正長に絶 やして小 台戸板か､_I.p j ra､ l勾Li･7-i
か 5-C/P ､i･l兼 ･公､/LF攻 タ . 計 ヱ 03J>ご･S,JJ.輔

押印32 事即 打鯛着衣よ 敬TT,坑 水､.339-d ･何侃 埠 Q:ソ ,/律ypt,｢ている.

'ノ作製 これ と凍 キーTIH n:.斬 ると礎盤戸枚に,相 克b:港

るカニー ー'-4(LIJa;Lj銭 声 U?甲 j二̀年博速して故事する4 0)I(_. 〆ろ斯僻 だ､け (I/O･Jも ･Jl､戚

r･D.A)･.こ鍵 事4-J543)次'あること,,_'らl二年●二j:リ克 蓬か薮,1-tJ).良 い埠.I-I.･iく日.,..

七つ-(p与い曙けJy･9:必 打某局も劣るからで､遜る p

こ々に貰Lj/衣.寄 付 泉で･け魚篠T/7働 肴 も虐 め て収 煮 昇軟 ヱ 人 h'･rL側 的 ヒ 魯 秋

を去め . 雇傭 労噸ヶ薦め /人Jjt､珂L:'く度例 的 多数 をt与め -(いるの ヒ .'i しこ､役 者 冶

敬 ･虐 伽 'R恥盾狭 苛 4r/ 衷 Iも東清叔
茨 に 2.0人}人上が

三軒にす㌢ぬd)ヒ

dF常に対照的で.ち

ら.二のことから

Lて4兼匠東の金

丸噂乾ヵミ･Jk東宮命

以前4)初 歩節々好

にあう=ヒJt-うか

が心ALる.即ち多

くか個 人韓瞥 D象

叫工末形衛を と･)

4LC表 雇 傭 後 れ貫救

ヘ 了 T 47 6> 27

～

/

'o

Z L> ′

T o ′

∫

/ ｣ ⊥ -

市 和 3 ヱ 年 を .!̂ H l一 推 計喝慶長より作 6:

瑞花婚敏 をとっ て多く9従業者を,kフ て し､ ろ JJ け 同 母で甥 直.砺象を兼ね た櫛足

利歌何工集の形 椎と(-･,てい るb二d) 三 と け -4 度茶界E佃 長府軌 二々 って､.､る心

兼の谷頭イL､縫 'Sの舟増化 ヒおし､寺･, て 蜂 束JJ発展の為 1二推された八号Jf 館 腰でt

け方かろうれ しかしこの兼好は佃 の 鹿又婿と実り､職品の犬せ生月か･ai泉 す､､
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為 l_I.牛.吐白糸和 正の '†廿 方 tや,7TL-jHE･lと.IL 坪触 吋 rEI利 rlもを守けう工場 刺(･･玖X

常長Ai-7ヒコ入トhJ･冶わfi-くhLろrlヒ･.にJ.j血Jt･ji朱への亀崎か周 止されてい ろ｡

こJtl二Ihlして11伐 で･ik'へ･ろ ･･ 攻1._節度 ･牧丘象 ､F碑 の咋拝 をb てウく=ヒI=丁

ら.

下碕(領巾 工東泉 〕 lI各竹4の何度 から原料 イ草 ヒ泉を稽 リ.それを白々の晴

人LT二枚純一と･敬施 し出,tl･一色徴品を再t̂竹属 のれ 隻に丸し/本じ っと _700 河

a)加工傍ら骨lr巾るIL紅 1-1rtつていろ. ?DT碕JlX :kの確を花頒 ヒG,Tられる.
t 阿rt4軒 IT上軟のkを行 っていろもの

1 輸出LDみ Jtt行 ,てい うめの

っ l Zの何方 を兼Jhていうもの

4.. 1-(詩ヒ如女親蛙象の町方 を.東山 })省の

凍rtj川Tで･LT.石崎斬首か=- 軒粗･斤麻布属 /2叶 (阿4軒け町外 )′ト採 南

瓜 J3幣 ･,ト押春夫南rEJ,6軒,･1､野 犬一昨顧k次 3軒ヒrJっており.入印身 /'･欣求

7･･ 仰 Tl･4Llヒ/Ltl'次'叢乾.5,･ヒ′ト攻か滞 相の甘PL 現樹 モLT:.布 E･､あう｡TT札的
にdス解次･･-藩学( ､ザ′しけ的 何冶 一肌二年丘する｡

濃東fiJ,)や4)他の私･乾だ'LJ･で.は労働かこのと')かあ JJ､何人韓脅す三日二は甘カか

巧く閉局 の下ヒ在っ帝下絹 の好細 否､9,う｡

熱性 久 (碑 を画人鬼宮 )!･t打身 で呼 帝人b.ら原音 を甥 へ し､ エ炊.1tqJ､長Jn工

L冊長l=養うか ､兼叔今 にをRc,.も4)で･あり下締o)(-)L=一定の原産I1-は棚 して

し､I-'い.ー即ち宙命 ])懲品を古く声 ･,てい 叱る朽旦 ヽモモ日 ､-),領 7-(..二,)畷 ut_

泉1.常食不足T,崎 -RTf席坪い 草の君主_i f:吋J二はF絹r_ir:rlt:Tうち r/)4 E I,,

牧/=TれJ.T職蛙'aeく･一息 争く研屋 .下汗を差引 いた 占飢bら 7判J止.にをし肋て
い.7J.啓未着iやいか やけI)頒常 ヒの丸東の号-biLL争い ｡席傭 け･Jlく締 掛砂JTlニ
ー■

/二 ･二,LL､台｡

咽足ll疋 直沃野の敬L席呼級で･T軒特売L･前節 ′1)B=4日 タ･15の且I)で･.くわ Lく

け下締 ､救痩魚から孝燕r工品 去鎌入 し,えzsI･IをlT_た上IT●て厨 郎 骨子+LtL-拷 虹 ∴各

外 ､軸diてる閉居 .宙IA叫 監･7_lfいT,〟:～;=･下絹 をq r,､ヌ徴吐象か らヂ加 T一品邑

帝人 し加 工して帝虫する周長 T3ヒ･●にわけられる.

以上花 直東の河野練直も見て克ち の仁一が .虐礎を且L''ていえろ二 とはやはり金

茶j惨敗か･律存否,個人銭や為水･非有 に 争 いと･.･う三とE･ある.q碇大企業 !tへ dit.

ヱヒ次､永末をいJ)だろうか .その牙画に争A の棚 方を Iu'要とTるこt'､特r_､

いせ次.しい吟に11】放線を/β19-時一札妹子せうこヒJ)乍い埼合4あり･管長/す
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に/ul叫何 十1いし /I:Jl時岬J,1jf働 きせきヒしてい ろ b～/i:にLイ準は収破 すとし､わ

れ ･そD価格･･i'軌の澱 Lいつと▲イ俄蕗にけ棺蟻次'専く-骨作末が周軽で･ある二

IL等が･上げ､られるCこれらの町野な臭か狭められてい って,はし,め て金茶の合理

化 も･Tr能にrJるのj?_I.ろうが.現紹婿で.け輯絶息亀とし＼-?i,.ころ'乙は-rzかううか.

)欠ヱ経営面を見ると.尺乞い珊足 で晋も鬼火J-1･ゞ ･/ ク 0 万 珂椎席で佃d)雇東lニ

tEぺて粁 肘に少IL､'1ヒか･甘fl,_つく｡

顔引断 は中居銀行 次 //p舛･Uino 万 P｢<7)触甘)長鳥磁行水■,7%/)の j D A/"良
め､‥4L九LL喝風水■裏で.懲且末弟には75いJILr-LT二の二つの凝存ヒ取引Tg価 ･tS押

っ立の ･Lあう｡

ヱJ)ように 常者 に常食b:･えL､､二ヒ攻､起且,イ徳の常勤か激 しい一席 飢 二々rT

･つといる｡針71･Jく卜-.Jノをn･-,て柳 如)▲'1乞束J)r]T3Fj'IJJ)･'%総 を朽ち'令-dこ

い †いの9→現収tJ'汀 うJi1.,単打景六 ･Didl息,-3呼 帝,5すら.'̂:栗毛!'･い.J斗),一首Ll
しこ･弓も失声ri一時町J=糾 し欠席裾篠Ll-iiTリ J,+.清を才かfJあせ.締77妄'17.爪､箱ち

(1才,.して泉ると足伸すJJヒい 二,方'云Eと-'7_いるとい つことぐあPj｡(1､から ー JJ

柄 1..;足,A:カぺ -するもd)として ､推酌 か九･鞍くかわ九.焦慮富 ,,ン h3紺 碑
d)動liT生すIrやくよ克ヒるオン･とし-うLのか稚く争許され､千三ヒは一席鍵掃

7川を軒伸W.牌 を溝 ,た人間次･形をf_41てゆ( .

7-のf至替甘食 の筋層 は間虞 の&専ら71嶺度器鬼にあいて4昨膚に大空な研粛lヱ

ri.フて,いろ.この辺の相席町 たみIJうは,王 リした甘各軸･終られrTb､ったれ 凍

商工束のアンケート結果をを考t=してfxうと第4･g萌のようII.回各藩 /タ√h

執 4-g夷 商 工倣 アンケート

入 イ鞍卿
有島金舟 ･博 樹紺各
脊 且 敏 行

相 互 ノ鈍 行

冊 ノ旦

そ の 他 Zヶ 9

甲 ノ3i舟まで.水韓斬首食を僧 ･)入札

ている.:.れらの官金l-:IS若干綬希書

も5'るht･主 ヒして原仲村 0,,賄入Jl卓て

られている｡借入先gみ ると.'*一伯

か･&協 で13r野を占め･碓 いて信何食 き

准･銀15･ヒrs,ているか.半如IQ)質

付け.態度､蔽象 をす,13伸長 bV.わずか
-▲

F?_1'/0卑(=す ぎ'恰 乙 とJJ何度によるネ

触 両夫一正はきわめて好いことを示すも

めで有る｡ 監!.)ト野各号氏の鰭

2･月叶只三和帥 畠
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･′ヱ) イ中 足産イ倣曲4)混且ヒ取あ47フ｡ロゼス

昭Juj 3年及 j3,･I丁も与町のイ簿作付有卦 サイ埠'f度鬼無食叫べ にi-ると､

3 /り ･3L軟ぞ巧/)･4 73人か●促をLてし､ろ/虎平均3 ∫ 0･骨取れろ.Lして約
2ヱ万骨の呪確で･あろ｡

これに汀する懲碑 某局の井草は.青原帯庵でLF平均 /万骨の柵 イ草を補 へし

てし､ろことカ､らL･て4卜 とうてい帝単にJk L･るr=t'tナのせ左 が､エ叱ていrJ･い?.Y_次･

わかる｡そdLにきた･研摩か一打岬 3)イ亨を原料として甥 う判各か･か･-jF,席,･Tて9,-い.

町方.馴未着の指しに rろと85,Jク､ら†剰え町外 の¥乱 倫臥 玉虫方面から求

めていち｡

このコとヒtとらr_甥 50茨に束三九ているようI=,席舟を百畝で､ぞ足 し俄缶
すうものか碑 か ′9.占 P/O比すきす 磯下平

杓 にけろかl二'＼rJセIJ百度廿こし､7Jヱヒぼ

替町の穂鑑荒b:町内Jl官を圧痕のエリヒこ

ろLZして発JR存在 して泉EL､ろので､rJく､

これ とは坪 リげTJされ て懲品の敏珪加工M.

帝Y.して変局､存在するもので.あう=∠を

示す1 07でBう｡

輔入鹿鼎イ率はビーのようJ=して亀井末弟

凍t-o永 原舛1号D紬へ宙拍比率
ドニGT 一十 -I.,I- ~m

仁義 有毒 ∴ -fL'M7-dp｢丁
!紛 ;穐 gut4-'[ /サ Lf/

ia.?r｢ J7･/

ナ久{oF… 42.F'JL[
ト.-.…..=1 .二 二､-J--L-ニ二二 ｣
鳩商工媒/7ンT-ト

の手に入ってし､くのぞ.あろうか｡その大部身如帝人えがq lJJ.町外であうと閉れ

T.r'ヒEL･.ヒ呼rf･れる岬 甘茶虎の手からである｡イ耳,L左肩 ヒ私舶 yl.J.屠蘇

の枚引け/判あう少､rsLであうLい.rとLL･Jとの郎 ~稚利 け大きい4のかあao

三のようにイ草II猪異母方池で･:気息すうbr二の礁命 をすう ｢と.ZlllJとは一打乙･'#

木けあチリ持たす溜 飲ヒ屯泳者の櫛 ):匂って･E=ば.に した故/0本のイ軍の最本

壌EI長 原碑イ蜂 4)をrr碑人見
色町alLかリ.婿 フて旦って帝辛虎と J)蘇;&セ

まとめてIPく｡そして 手とtTJヒ官尊･)91巧

の手数料色毎 50)か普丘で･ある｡ r'L'玖･の出

育.官命 け rJトγのモく小商人 lといわれて

下h尤度の払タや､Jll,%稽貰泉を督/Lで･いろo

イ草 Tf]5点線息女･一手t1-gJ雪ITて節免1=当

Pur､イ尊の両港常勤のけIrLさ4牟定性 をよ

せイ亨 のiつ根碓惟tJ77ぺ --=れZいきIe･)

色が _1宕そJ)名のの写2Jさ,絡 げ けホ･切取で
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あJ).品相もかごけ･J)､ ヒtJL4,_IlltL･LrJtY まめ に すうニ'tか､虫気なし､し,度噸 一))

徴に′L洲 暮しやすい二･LfJLz-から-f･すI費IJL下町乾 にごせ仰額).まか せられてい

ろ3)eく･瑠軟 Ztあろ｡何度 は育金額 生o)場 合各号 '̂めて低 い碓列を尽す7:='け7:.･あ フ

たか･､風車冷傍 の場合で.也照す†印 日3萄まリ大 きいものとはいえ方い ようで･ある.

L̂ 上の緯線 を発て .Jl曹 け敬免膚 の 手にわた り吸盤化 され ていくの ぞ甥 る .下

掃け確度から原村 'il傍 I).懲虹･Aは平にLJイ革の個 竣 o)鼓 し-､碑石 ビ●l=Jl百象で･舟

Jiしたも の色魔 IJ出し.喫娃する承杵イ牢は問長 から鳩 J)て失う鬼 1,Lあ/aA､､耳

鼻A･増 の夜 宮.72tit派へ原料によ り,円に問屋 も食 まれこ草加 L昂 の戦痕 を行 っ

ている｡そLてできた¥blJ舶 ~一三相原か ､あるいほ磯耗 東南か裾線 するイ取 晶析苑娩同
紙冶 一息私 党板金 へ帯 って行 きLit三で･,̂ff_られる｡ 曽町のL失取和 才脚和 18年 d

仔/gl二を足 し､政一団栗峻 別二布 引布いてし､ろ o 何 33年8宵耽 bT胡盾 は.

/よ ぎガ で .こと一))叫 3',,舟稚町外 o〕未見ALL食 まれてし＼るじ

二の矢際会へ而lh聯 ?､LTLる耶二町IqJiZi･J/トのt71J町知 L/K:工､甘煮 耳点青筋U)

同卑ク1,集って 泉 て入札 町 てエ リ碩入 して､･く .町 7村の瑚 考か野穂町 矢取合4､ら挿
入寸ろ牧 草仇･本 田尾,7川L･単車の之利根,qI=すぎ ITいて ヒは;rfF=れ ろ ｡後は面材
舟軟等の犬吸息b,らヱ削-.T軸 を嘩入 しノ符 J)か項織 迦乙ぺ､1=す象を産 品.托そま

かflっていろ .

･Jlll-I_この半加 工品 を何度 が･舟 工埼 乙､凍 姥を行 った ').,ヲ､ち触 J) な ど･をしてえBi
ゐ l二̀ィ士一上Jr､Tqlrpl塀は滞骨相の楓足 へ.JP;うし､IJ息偉 JIJt蔦有 へ取 ゑ これ 乙ゆニ'
柵虫TL定は金敷tD埠をPITで.檎奇 を卸T､神 戸d)転社 へ泉 JJ盗品にし､って･そこ4､

'ち港外 幕各町へY_輸出されてゆく｡コ_の′叩 戸商才rへの7kJ)払み た各班 の朱 鳥か根

仰 し､激 しい鑑 孝介か ころわれら｡昨年TJヒい凍硫梱一片(一府佃JA･･gc河ヒい

う碓級 に/3,て しまE'ていうo/Txに心事T=イ辛か､loO鹿 か l)ヒ/官庁1407Y

と して4･一JLL)四･tt町 二泉代､併傍 を入れると々 く操､牙か舟 かJi-し､o三九L=d允功.R如

しrfa･､ら･rtおかつ鹿 J)l7_出すヒころと砲G東方 の弱 三brあJ).こうし､うTdl朋乞
師坑､していくことか常希相 互の点じ4,埠泉m発展 の為にか他車rJ青果類 で､ある｡

伺 花物 の場命EAうと.町錦の樹 上7_q'q 軌 二帝専攻･好夫 し.hJg牌 rl伸訳 を禿 し
て泉F_公､IiZ･))'常客iJh 官鮒rZ服帯Qt･束ているぞ･けfiL､か.ヒ建てし､る未着 もあら.

そbtlて?_二枚卑泉熊本 ､碍田 ､高知 ヒい った柵甥生産相 次､指 頭 し､身町′ひいて

17崎山嘆下谷取 d)焦慮に 脅舟 を.舶 こし､る ｡ ユれら根 かせ卑73:雀海水準か低 く､争

い 労舟 カで･4:屋 し､争価 で.象るため で･あう ｡有稗イ号i,前山凍 上')も患く､9PEl官

もJSうため一考r:つモ ノ0 阿ぐらいの高値 rxら渦青魚 Zb敬 めてくれろ次･､青魚2
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り巧､●▲ういをくを/)-いさ1'cL､これt:抜手すうF:め刊鹿 Jエー.T_A:-らPl-い とい )の吹･
現 収 のよ-' ､々.八イ茸から噸 娃こらII;.F辞 書U?享l:張 るrFJ=吐J7坪.i.1r者か'あまり

に i･≠し､二とi単品d)高碓 d)原町で･方')･讃血で､T3二の 甲従を看ろべ くケ くし.

官本DJDろ兼.鬼など､IS:q骨化 /1､包帯ヒ在仔耽引きをす ろJaの匂増える仰 向にあ る.

/年に3/LFへ 半年穫各消すJte乞Q _つ て骨痛 o)拡 大に留d'ている滞届もある.

乳長敏品4 .滑徽席 の摩 有 水･上牧よりも雷表を.とい う方向 にあ･)灸東からエ

軟 J)j五度 に fガ乞r)tf.ていた -̂◆､･煎止 に々 ･･)骨 を のせ長次･冊1て ゆく錦 軒 J=あり､

賭 求まTJ'すニJ)･#次裁 くな -て,p･J.也,J,ヒ野心 机). r

L.リ L,) r噺町民にrjlTるイ卑イ現品の′⊂食滞膚と茶園取象. /7Sr,ノノ

･+) 原像岩 よ/)増額 I).

鳴 3 節 米考から帝萄乳巧への棒球 - 北森 ･.'t･)一一-～

札FEによ八＼て､砺軌 二かざらで ､寒騎札一橋 bミl本格化 LJ二 JJlJ,･TI†｢領餅It,L絹 .中

軸 .政 栄虐ビ､か ら升 しい 花婿 やhもげ J)導入 かけわれ .tか ら7･打 JJt( いjbれろ.千

l′こ:7本 L長の食虜と君l-I.L同氏oンβ弟妹 1針r何L L.､犀軒二_tで7iJ,席 亭･,LJq竹
上 骨菰二小J-1什 7 て軒町鞄碓 市tlも委し､増大した J,てあ る.

し か し･功くま{L打太の有浪TT水車をrJl･=とすう号鞍,iI長束で坊 ･｣ ･ 良襲 QJ田

軸 は米車の稚イ･11二号てられ ､東漸 は･&牡 J柵 LtErlt.の'i鬼 刀の低い 工nLri=碑･灯

と4日こJ)である一

itしてまた､第二Jk六鞍平71-㌦ 革 .イモJiビ'のf草々Tf〃)朋 に宅'〝かl傾 注;:

jL.itT'JV!･D寮萌好Ir好瀬 畑,印唱の常滑瑠IL.和利lTgt-I_rn /)叫 ,:れ Fiリ . '才柵･?､

把伺a)鈍す在 と･･にr-て鬼確は求丸LI壬のぞ･あ る.,

呼伸Jl瞬時町の常軌救済:にJる京紫の価格4)青線 と.世 J)貯 水.蕗･す届 くと_兵l二

度品作軌 ニIITすう卸 しがST打)､好碗骨Q77-i粁する東演 者 dJ晩が7fTかれて~き港.

では･娠席町1･ITUかt=して増長 の軒琉竺度々 帝と rJつ長の で あろうか .

ノ､市 布 町宙節々 埼 q)概況

･E.㍗.甘町の水 泥 を把 救 する 長め に.蹄山裾∴キ17郡の薪萄敦婿･Jl新見を穿て
.JAl三)C

珂山原の新野希賭け肺ぎ //千.汗右･q材谷村 (鹿称呼新 津石打 )のLL札 大

Jt両人 I=よって恥 と九 た｡前人17推軒段々 のf凍僚友 の占めの官有科 人下 lナ'､I=

概して ､--町歩 の官有杭の寸L̂下 Jflをう け､仰せ好イオを存 ,た とし＼かれろ ｡そ して

軒 ･Z,材軸の且をたt:.JI､珂･;e/ 言 草 r_は今qJ)増塊 で･六十A の人々の1･]'=よ,て

It7J-



Pl'瑞 三･tL W .,1,3 I7-にIJ-･8 1一九 ･14,本墳O,二相 .t･く¶付 叫 il･額 1 7丁/Fで･Jetfl膚

牡とriJ,チ二.大正ノ3年rげ. 山梨 項 /ゴーし2r吋.入 れメこ7･/ 3･′一才首 F.k_ll ti･R

灯油 3-b万博で･吐左右で,ば帯 五俺 そ話-Jた が .氏-3yL'1▲斉.己･lJ l̂tJ 万本 ぞ/i･田津 一
位 モ占めている.

肝和 / 0年好をiLq五節宙T3一夜尊 ･･J3-5 0骨 柄領の叔 ifを あす･円取掛二gした｡
しク､LJh二二々大戦 隼人 JT･よリ r-僅肝滞唄政 J の 仁･9) ｢二仰の 席軒3･I)成 符 .lYJJlI.i- L･

' たか ､そ の曳射 3-,i踏 dL状樽と7;-,r'l刀で諮 る .

咋俺はFil和 ;zo隼J)35hLフ町歩から ･押,ib_7 4年好へ で ､凍すけ ･7㌧､･j),jl､

肺 和 l ljJff-ナFOldJ軒､3/争 gJ o町>･L肺r紺的rd一冊b)J'trLT_ .

滝口即 へ の,前節藍八は研准 3i午L締 れ.甘新郎 白み 廿 へ節-1Ll漂瀬都 ･･m析d/､･尊

＼これ IJJ･{_I_～,I+:t･).I''tヒ7･･1J,,) 千 m･y,,'恒 ･J貰呼葡萄 と･寿Y,毛 蟹LT押掛 抑 ｢

(硯 王威市長吋 )7=･3',:)｡初 めIi'宅jtLr蜜柑を利 阿しての取嫁ぐLTL-, ,b二 玖∴ 一打珠

r甘 rij- ■ -■q L 大正/ Ji句l二I:f町 盲盾 /ii/人､軒数 ノ17/本 /iT薙曹ノ2

/万 年 ･Ti,LIi ĤJ′言を不 LT:-_リ啓 二),?大味打つ11/aO町孝を碓 ･/E=凪 :ころ乾婚面

相を正し し蟻 JiLL/OWTタ品性 音∈･減 少しft_,i.､昭和 =占年にi才/ p P町 タ ､

4･'+万骨 互生/Fi･し､その後 -B伝奇の誠,Lt-_･.i-,て邦 としての景射 i克少 し声A･

ゴ/年I二は､/一て/町を3占オ首を雉奄L.ていろ

紙碓町 J)葡i'i'TdJ7cr_-,.年 ヰ町tPiL-J)吐尽日J: ノ L-､鮎 ,り も JI市 貢崎.0､｡T:n: .,

て人[,/Jlt/こ(7)で3Tう｡ヤし7本終始7i軒百村確IftTq和 51年 .北谷 Lt-)TT権 の竣卓
ユ7ガ

町IPT乾物冶長石布鞄i二

.rって緒d'r)れr=L.卓 ..

ぺ け′吐血果断 1-才∵見)･1

藍'pSかれ.イ草生准看

をJfL..めiuTF''が の賓 で･

也をヒ1和風 を有 Lてい

た濃艶の入/(け首す逆目

ていr= oノl､や硬卒東 JL大

求 .大堀伝泉_)1-IT求に

畦耳17:いたJE斤 は ､

=二で･粛肝邸宅J:も し

泉者即や珂抑宮崎村

(項玉&市莱崎)を

二･V lf:(1[ブI:I)加と出家
(.flm ltC･:!抄 駈)
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;グ;llT斬.iF'q'抑 J;.凍御 旦鵜軸 レ･ I/a:19-EJこ馳 新前を作イオして.船碓町有耕瓜式

J'L,e_総 と フけ,rlJ)JLjT･hあ)jJo

巌如n二折節か T,71ご'IL/_it小 で i TJ耶 J と斬 r･Jtる丸剤不佃ぐ天水 J=何る

獲カ07庇い水耶.あった次･.席を的 とい.['41る兼象o)人々にピー,て.jR策 のt

収 と身iらAtた丸麦J=かわって削けさ最 r古事,'二 ヒは 確信rJらビ4かく4.､単

打化 してけ考えて和みtjかヮ/二IY i'.は･なO-ろ う4､ 3 そ してこの東研竹を耗ふき

行う石拝見に対して野崎の人'(け4'王L)H IL骨 材に L碑J)帝鹿で.)S冷笑LこいTT

の F･はrJかううか.

LかL前面希凍3,呼考斗きfgd,顔色リ71狂t_人/(け次 第l･= 緩 泉 の貴 僚☆帝
王こ げIrJ:rJl'かわ _,て ､RqI~帝石を極4'IL1る T:.･(二riフてい ったo)だあ JJ o船

碓 打 )か ArL出荷館 谷水.-;'2丘 7-Jh/リ好如 / }針 Ili､村数 /o//0本 .収球音 2?9如

有 を',T:し.招和 ノ㌻年 には柵華 7ヱノ㌻本 L･'F,最高 iL,2･∫ 0甘･そLて卿 J/占

J'ljT,1ヱ年チての乾 享け.不岬 で･9;う次･､斗町野裳場合か僧 正三九た年の現くJ

軒 T Jl ･.tr5骨痛/ Z打サ ､～ i-卑7-1-LプbtL町争 ,3/乍 卜 Jr免略 画補 えク､ヱ町

4,.･･へ巧高ノ3 94 c c官 と坪牧以佃 ､噂ヒ エ ク. ヱ g年lt･ろから急こ｡,フケでオ加

を#･けてし､7)｡( 笥 5工夫 〕

?･.5-ヱ表 節缶,i産 ぺスt∫

(阿船穂町)

,蒜 丁二;

5to3l FメceI..---..一十一.-･一､.-.1111
gヲ∫i/00cc

凍紘軒年取よJ)I
前節か輔 の､平IL･他 とLて3)北谷 (上)a)生産状一浪

凍在俄花町にも･いてけ 鋲ノ亀 ,平石 ,長姉 的谷 ･北谷 (上)など.けイぐ表的与蘇

軒甘75叩帝である｡甲でi･和堵粛稗 ､佐々号∴底質町有軟 .その他 の席 その兵

.,(, パ ー r/r一 シソ 70をヒ･'てl一､ろのは北谷 (･｣)増LEr･g;ろウ ニの北谷 (I)jLT伍をヒ

IJやJ-]て.吋か l二j鴨め てふ .rうo

北谷 Li:)碓伍F･新野 AL･qA･･けじめ ちかrl-け輯旦D止,).点 呼鰍 こよう珂fD五

年かりで･あうbユJ)増 直の残額斬れ光点 /)人のうタ ､アンデーい こLir巷 三九 た

/7人Jl_ついて耗 序市場材 嘗見るt_.押和 / 0年叔前 I=)iCtめ良人 '1け 中人 百､.
い ず一九も/久歩から /7f∫畝歩を-T<初 の辛7-J射 れ 丁てい る .そし7碓付 けられr-_
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Y､_7,りrsと′Lと-一紙 っ くっ -(いた旭 Tlあり､rlかには山払 え蘭世 Lを''̀の もTp

ろQ;欠いてL碍如 //卑 ･,).A)2_0 年のGlに けじめ.rl_人は /人 ､こ/卑｣人絹 は /Jス E･

3;ろqコれらの人々aL帯府耗埠へとFiSm-,r=材宙としては ､破金収 入OL)皮<､印

ぢこdHQ氏にかし､て1岬 作 有領 水ケし 米考のみ J1-_よる凍東の宥したから洩れる

為)-1とい うのか多く､また永町;二歳付した人々はその甘次･入荷o;t軽い 3ヒから､

孝三J=おJTる米作 に夏か JJを-)7Tr=())そ方る｡

凋 その象17_かい て(巨 財和 1 0年 こ/'也 は急激 fi増J2Jl';iら丸す､･ニJj→とを し上･)

i-iq蕗母体 で･今くて一Tll二Z･＼3有中の増長 'LT･U" r= 8L-AlL終牝,Tか･9線郎 才が g

巾ぺ帝み作籾への軌LLO)市 チリ､イ花水 〝)興和 FL-ヒ1つより筋節矧 土嚢敦にせArTすら

のぞ･あるO埼r_i_占へ･ス77･)二かけて7-f軒rJPJ.)Il堵玖L'こか ｣､正確 fiRJ･'trムーわ
･4､'-,JiL､-OJ､､卑年一-町牽前稚,br新 しく葡gl柑 ヒ7;--, てい -:) .そして 一二の締切 lrT_i:_･･

し､て三毛博す ヾ-f1-'_日 1-濁色戦略のヰ入 ぞ3J'.,Z)0 ㌧JL''1ついてけ碓l･-_班,Tろ リ,二･
J､蝶 ＼に1-,Tjt碁 (I)地区 Ll-),.ける満了前松嶋t乙新 い ､綬軌 二八 ･･-∴ ｣ ･′;

ら.
昭和 30年1､人格 If･kL"屯乱 丁塙卑 Z,7ラ粛'ji･J,<何程 され､増加 の状態も-一見 し

て三た .即ち北森Li-) 17-か Tを斬新和 音久.一応だ家 したと煮て 主かろう o
rZT叱,JaL(i:)の虜状･色敵うと､昭和 3Z.卑 席FT終瀬孝義 1,_rちと.骨釘 針 も居

履け ノSFぞ･轄i,5:J)半枚を占めてし＼舌 . 二d)Jqに蔚蔚教姥 を行 わず-.火野 /凍

如 人工をも-,畝か､3Pある｡-1zIてらの瀬IRo)稔れ田海絹i-I/7qT4夜タ､(i,Jj吸
入ウf:i/畝､最ノト4畝 ): j･あrl/)3夜∫畝 とrJる｡飾萄瓦埼面緒lI的 7打者､
一戸あた')3泉9軟 (墳大7Jiヲ歓 ､竜ノl＼9畝 〕ヒ奪ってい う｡LtjLtか,◆'軒fto)

佃 に廊･ミカン 桃 L̂､/町3夜やあう.ヱhtli珂 し､砺軒 f尾椎 北谷 ITi'ビLAの丸 l打

面相 b町 3久少､者葡A-1書面席 4町を (一一･P平均 272/敵) lJ)大きく健 ',てい

ろ｡

机上L7)ようl･二jt谷上地戊にみい~くけ 丸田と葡萄画 ヒD線 画席_-PキI)a)蘇

相は六一仏伺lllであ るが∴ アこ.ト ーートJlTa港 /､ナの うち/3‡-tl吹､葡萄曳確 を壬ヒ

していろ. それらはJbイ打かi実下の'軌各 .｣1人など▲からみて､大子かそ･Jiあ'J次､､

来者咋 ヒ葡哲&･増 ヒの比は4-I.占乃至3･,,/ヒ在っ てし､る.LかL,萄3) 衣 から
もわウ'るように ､/～) のP･l外 電挽いて裾んと･か備 前舟堵有様 の争い点けや はり

水tFも争くノ町有している. したか､'て珂L..葡萄耗堵弟チ y;? てる､Ⅶ 畑みせて/

町7凍車ヒヱ夜ヱ畝 ヒい-仁 ユうにhT帝廉恥屯7三大至rl'差bttある｡

こ4)大きfl鼻は永年瀞萄希轍 を柁 け乙果た人Jlヒ ､鼻血ih-しく.またJl佃 の取

~rT6-
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焦hjh/IyEJJ こして.I-iL-
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I)は昭和/oJ=LHtt也

しくはヰJtl･l前には
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確定畷萄直は塩島･前腎の炉心をか定額喝藍から射 りし､IL,ちでく.7ニLて臥 し状
下J)定常竺毎に大きrd-す紳 16･.来せる岬イiJ-1̂ 仁 か､､帯群に王r:帝雫はそd)伐の見

原を湧け 1せ長け半げ塘･lt,efTlji傾何で.あ ーノ仁oTIF,T二浮田､すでき御 世0)定食JCr蝿か､

蘇碑'E闇 -･声如く､-1})的,W相 戦 TL漁礁吸雇一･本化JII,i}Jf守 れ′卑線化をめで

すrnllWかあ,･'占三とで･訳書J..

. ナ五度,J)争稚化 は,定_韓射痘-息･fr.):_汁-d'る.小をヒ甘食何晦の促igイ日ji一考え られ,5

舛二･,7滴1ttJlJi･笥-1 Ji'大枚勘 こけrjに将もしていろ../定額C)取財 ノ市 場は子細 にむ

いては7-1-帝qiJに好 免 か う-f棒 も tT - f･･Ll＼ 空r-ヒ.I)-'q ･Ir J-畷 l二..･]7-軒L紘

-.たと し､うえ 人から色々と<子 蔚 J)話 しを芝いたぶ､二)再 :)L作 南rJ-:,て混乱可

鮭にJきった帝埼If､jt捲､虹%1.0-感 LTq厨.hJJ･l'tに1･r=灯 ってし､r=Y_偲 われる.,

呆市場4)軽大化に平行 するかJU如 く額府や 車打も繁蛙工程中に表 われた｡

足頃J)臥 ,ii71見俄をd]軌 里と且債鬼のエた上告柁 裾し､つITろ 趨程のこっに々 か

Jl'J o 見頃愚は永野 を相-K i ･けり伯 はtr-rlる4,'t:LL.A-'jJが ニJ),q戟居呼 を丈牧 に命

はせて屯町す7)d7滋･L̂1､兆線化 (L'い 〕て･1人7日-11'る礁作 )2.水r:･.)､八見抜 o)

後作東 平に噂ノ殊モミt,:,,オこ棟珂f_れr?I)した｡

1郎 1 ,-i束を議.与域令､削紗tTO)珂錐 は窟Ij)川 汀､7iらなし､iのぞ･あ る次1町絶

ftq坊l二分いて第二ニP六軒前の状喝7こついて11ききヒ,)御蔵の贈瞥卜-約 日,I,Jい 汁 ′も
ら(/.耳敬 え-,T足J妾鬼 -3'jjJJ"lJ.:煤 )X.卿,fl/入水 /一年の沖衝 互すうaj.J二せる

といわれこし､うQ や')すると領･7m 争T=好乱した同和 d-､一/0年の岸食 の船穂神域

a)生魚軌 IA C L' jT ･-ーヱ5-0 方Jf_1-_慮る･J)ぐ･大体 年軌 ニス 0 0 ･､ 25-0人 の

常軌ガを七草 ヒした と凝 盈 芝九も.51法令常E.の凍解 は壬 に 41号 に 9;リ､セ九も
相督習硬をっんF'."4-本で､T3いと敵旦AL出泉FJ心 のぐあるbJtA工から見て丈ききと
/)冴密l?_よっF,J)した符礁 ･柵 7T7才大体紳穏和攻 て六郎命 まかなわれF;ヒ稚 盈

ざれる｡ その上､JF符 tl刺 も紳脊椎焚く稚ってい るので､､それtlは 一品定食懲良

の頼衛 生も っ7:--中子かt席1昏頼るTJq鼠ヒして放けてしい たと経られjJb

足俵敬息末鹿の柑碓碓区17_むける和佐)1k:･QTJ孜々そ.t,うう.斡満 たTjいてOT)地
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サ筒 り昏 丁苛的 面か利根三九1-f郎 井止の一節みヒLて国魚に姥刺されていて､そ

)1にj町しててAL皇女点すろよ:7石碑指溝勤 lュ石打塔で.め -,(I.二のrう在 中でqr
･ilを1ニ直火idLも誌削 1王に吋 王将 ヒ有fJ瑠 長束t'.あ7Jか､.解穏打IZ鹿 ても定求

酸性朱為 tl町食'L頃Y.して足れ三 ･7tも人もめ った.呆れ為の与か 二も歓葛獲Jtか､

古いものも衣 れ Jlている"噂胸 lニおいて書方牧lT大体 /o軒Li何で･あう0､ら即b

オス00- スデ0人 17大体平均一策粛馨りヱ0-､2t人1-_分配されるか .これ

を簸ても艮俵軌亜群如 や宙ヒみて一つの膚夕貴4 を巧していT:ヱとは臥 ､r}L､･
荷 り着々 ヒ しての足番鮮 度茶箱がLとLo)∫-J付貯軌をとっていたか｢If'1祭とL母
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.･̂･ これ色3.る と､壌 /椎.､寄絹 ,I r毒嘉 盲

P.ヒ尿篤野鼠盤敬 j bl戸 の う右.ヱJ4:戸
云示LていLf､泉 嘗 企 泉 貫 'A が､大 きな･
i･l金を左めてし､う . 三の 平 7,:は ,Fw品取

漉柴原象Z

ヰ 二二と -,裏 ij

- -十-
{! ケ

計 ( ,9l .･" iノ-欠

象4食ずれていうが､.こ/(.の 争く ぼ 鑑 定 の俄塩生東とすうhものである

Li_㌘竺…_畳屋農 産_長上 竺 禦
l t千 村 LG)'.タ玖 再呼叩 部 碓

卑荒唐象 ノケ ∫こqL

烹 工 /{ 4_A

互 ヱ占 jI､7
IL杵.押3 ヱ 乍 PTT零 抑便衣

L･ _- ._lー⊥ - --

凍浸食茶々Ji･7)-1ア与 ,ノ中村 1

和也 面硝 A b:.常客Jltへ tl白衣t:

窯r:よる収入皇帝 7/東でふる

と第 一羅 ヒ貨 二根 絶荒さrr､は 1

っきりした屋 /yL-Jあ ら わ三九てる･

･ノ埠 に す免官果収入は 40･.ノ3.0

す町 ヒモっこし＼う｡二九を宵飲



常 未収 入 .i)人J7､ヒ J:.て三 つの々 Il_分 け i.

ヒ･'#5'2両の 1-5(二.謙一穐丸範 では 寸

ヾて′ E,万打 ĥ 下 0)低1メ八 で･･P'･) 第 二確

煮兼 ))絹か 丁.4 0万 押付 にJJ帆八 を う･'J典

丸 ユ√戸を しめていうoitJh,kにズtFJ'風
アCP̂は琳 -棺 よりも笥=JQ朱 子rll･T3い 7

締着で･あり/咋紫婦人よ,)t金銭収入 を主

と(,たもので.ち51_とも知 5の ごあう.

首H Fd如 う1 年FT殊碑竜 泉

■!1ゾノこし＼合oそ してLh服 ル時針応'iT,!JYT L て

:$H rJあ /)葡萄

i)長yg･/Id1人17.

･.+1i.わJlt7いる｡

叱有印軌 Jエヒ

下1=二身三J)Lて

し＼る玖●‥ これを

簡 ?/ 帯 向,t,''.･?､Fll欝 荻

祐 占?長 野 息 F'1# 環 状 へ (1Fで 札

～ /uJ /JT.ヽ10'Ijv4-ll､

.今 X 康 も .} l F ′

東 宮康 象 I 4 !l /L' 亡I

a j j I ∫ It'l
今 度 常 j o lヱ /i｣
:qFt･ FQか 3.Z 茸p.'r待命蜜私

-≡.北bL評者 h丸柴と ー/ト '/I)

Lt･･専

1r.ふ郎藩は 抑 結 け ))lい ･中 沢

･二化だしてみ リ､JJJl_画 し ;こ Y(

Jhtj'r･●岬 t･'巧JJb lr_古野寺11ノTg

朋紳噌相好ヱ7WJ-ケ ･)lt)ち: 描

/,<'･∠ 削ぎ複号て紳半枚~吐く星
･IE''･-I:i I:仁.r･4･_･'L.鮒 訂'Y軒碍 bila

:武村 bIdJ-t'jノ'ヰI11時 t.;T.式

令 tEEク0軟Po)恥米†純 を 凍 71歳 ,R 茶 思 象 ㌘未収入豚 骨 義 ､

束 グ3 をで､Jyると .維濃艶 f

I)I,長久の物舟oi､卑く稀に 瑠

TtTヱ 3年 タ0タ､呼和 33年

3/戸に AらJLるよj ll_可東

ヘノL.2r打 /o< o細 フC†FfJ.～

i帯一種東泉事象 ? l L} ∫

J#二価克美k象 J 7 T

第 ･idD叱賓か卑 い ニヒIJ前Ii'の又中節藷l･,_くら べて 六三rJ良いと気 してい るとヱ
ろで.あうo 三の北谷打落 の兼東北 の甥 何色潜血 ユ3年 ･. ;げ 年.3L 卑 J)三明 定

をヒフて み さと .葛 7ケ 泉のエ-Jにユ～の札束化 率 け /3･0 .aJ,I0 J/･glhと

IF.い TTO;らi.1発祥に鹿 濃 化 か虎/tでt､ろ,了庁おう呼東泉宮は ,JOタから 3oP

J=九-JyL .色に,i.1駕粛 泉か･Aj から /I/テl:ぜ加 していろ申欠乏弛 J Y･う=t,J･･
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領クS東 は北谷ヌ 魚a)f碓町有沈
泥左京したもd)でlあ i) 二の三つ.D
時好宅だ6:す引ヱあたって .ヤo)軒
には&稚塚草 を徒唖しているつ とは

称tl浅春夏草Tる郎 ･おるbミこ 2.g,

泉から.3虜東浦の専打茶か .Yq和
ヱ3年に/タ､Jtタ年に1/.3ヱ年
21と･t*血 色示してし､ること ｡又ナ しき

昭あ･zB希)Ra.jZ年脚 判触耳
好和13年 75舟ヱ2年

草葉名東

ー~TTー1J-Tー~‥ ~ーl--~--~‥~'I"'
貰科押和}3年3～年舛輝訳本紫

頁仏工4'凍象b'･23 年C)/9タから3ヱ年 J)::声I--1粍Il･してい,3こと左とサ ｡ .桝 h

帝ク中東 光点和音 兼 帯宰a)

rg一云三千～-てこ
互亘亘上エコ

考慮

華｣草.ユ1.._i..f=?.q｣?_土_e
肘 雷完ミi㌢錆綿雪幣雲
沸 ク∫萄 北谷卓東泉の野柵軒叱

′ ∴{∵ ∵ ' .,
才幹 府舟 23年
】好和 191年 端 鼻薬聖 書雲

竹帝状比からみて.女谷野薄
の農牧7r-許容珊イいク描 何6
/5t'-っていうと考iられるA)
tTそ.･参7J.しかしrt))喝食の
糾 せ面軌よ 氷一･g':_貯蹄 で･
あって耕蘭鬼のす曙 ->より葡萄畑U食
事恥ていrsL､.-=のす実は冬.Tn･有鴫野肝
か､滅少したのでI絹く･′77叩あ5Llltl甘
適洞が.･葡萄棚に板碑したことを希してし-
う.ここで軒相好播4)君紳イとか･せ
ずIL4.潰象の凝滞吋転落を
走暁すう4ので･I･3号く.葡昏
メ打々 ビIへの東棟),J･フて ､か
え フてその求人瀬を増し.辞
滞吋竃か三を加えう三とも串
I)得ることを考えてお･く.a:辛

か●ろる｡昭舟32年額在 ･北谷 l:箭帝舟埠が軌 で･あうことを.昭和23年砂場
各と比噂する乍らは･･第/31長)7-永 さJL ろ}-3に庸宙4)作付相星有すう音乾け占
柑 ら3占PlヱJCL､唇面の ･̂軌 こ東町保 守長泉一丁 40声から7タJ二%･つてタ各
erl二･いかた為政 咋々材東沖 をみこしたかを):く均播 ,ていう.
'kr一寸芳雷魚.第-凍 ･苛二稚兼井貫求刑r=･栃原D私権ヒ7Pか ･け石から千
の椎姓を朗らかにしてゆきたい .
相加ヱ3年 I=かナうギ常長象Y ･ X 東霧 散 を ･北谷 しり 新海金魚敦 コケタヒfR
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･てjJJろと ･笥 ク√泉たAら九 J5よ う に
項 7g 泉 北谷中iTT和博鳶色J)常 連

iI 昭和 .23年 相 加 Jヱ年

締着鎧 笠 署長_ i ;,6

ず称 呼 南 2 3 年 31年相伴輔夜来

rギ*欝象か l O戸で.-<の大手を 古池.,

兼果.雷魚 は阜Pご･､いJlJ14′キー柁

戎 t貴'&ぞ･ろもし狭 0)上かちは･･かク

モ･F･-く -一夕 曽 リの 平均 珊 稚 廊jlで･
乙 占.ク石目こ付 して 3.9夜,]夫人 ･刀骨

でも東蔦葛 衷a)占め?J増収 rl仙 ( 巧･

っていう 〇 二

九L /iし て7g 専 77長 原･1°･i'3年に.T'･lTる北森 L上)牛馬紫'i

如 .こ‥.7･､胤

l=Til･雷iC舟 場

ij_I?っていJ==

･'17.TJ守策濃

'PhJT'4.79 泉

.'1〝1､ALL.lJよ

E 二 二 L_- - ~ ~ [

∵ ; '- ~

トニー一三一 二

⊥三=二二
那斗 i-U如1 子年 叶件珊昏揖

rf .'tf料 J)肝快かlJ止弁L下)け聴 いた U

ノ･二抑 町面婚-町)人工0)耳 ･-A

へIiLPd)う53タ ''1-求人 へ

刀 辛と/は /甘,3 号 岬ヒILil) .

l '_･tL･iq)息 J,iA･.1.1;･71Tt'化を

Ey)て い たこ とき.血 うカ E-渇

jJQ

JRr=好み 3 _'卑 9)野末 康 粟

笥 グ3長 野和が iTIL-二Z;り･如塊 的 厨 推 せ 衣魚村沢ぺ

A. 押tLr面碓 貰米所 呼 量 粛 荷 作 .,Ji 面席

/ ⊥ _｣ / ?.ク ー 1-'1

2. ノ .t,..2 1 ヱ､′I 7､√

} I/､2 ' 'L､/.l O.∫.

甘村 野載 り 卑柵称網を電
I,i.荒唐･GJてつい て考え てA よう o

タ攻 平fg卸 施面碓 i.-fJ方那 =一異人

尋 常 煮 魚 3/> 4〟.辛 i ノタ.′-
育-稚大東兼歌 ク i.9 ノSL､ナ

V拝 辞あ3 2年叶仔軒士泉

第二4E尤東方ま卯に

一戸号 ')の 平吋和叱

有挿筏br平均5号求

人を等タデ煮Et.aるヒ

4L.4､3.タ戊か /_占僅

/ ?./ ､ /St/筏 a''3'･/万打才打 ヒいう政 争に禾 gAtる JうJ?_ .専篤農家.省一

杜夫*養魚b(､‡く仙 fi項何 色素していろの1-jTして.甥 三縄兼東集魚け称呼面稚
の上と･i･よ求拭人の工とも -均 ヒ偲 い傍を泉してい る'',bヒ_がわかるo

ニJ)舛 珂宅.卑rFrの兼官*･特化 1,て ､壬フのRJ･=身IT.ヰ*別 F･7_iaちと .々 仏
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LiIC ･Z.0利巧lALr･の比考

的市 い#.焦冊韓を禾 すi D 打

碓貰IR奴 4Jkのうち ､ノクjz

を左LV.1てい るヱヒ桝､宵可 ?て

右､リ･高速o)ス申帝みぞ･はJFj

橘A=えられT3い 必のでp菰5.

=のことは畢茶漬額てこ末,いて

諏 80 東 軍暦jF業叶鮮∫ ,)あた呼息 gI]僧輝 .戻

～加rlJ'呈!
有 半 .♯ 象
瀦-花束紫薮果

笥こ碑鹿宋音象
令

I

官材 肝知 32 年p7T一線蘭雀東

滋 r'btるば▲勿､.JEtけなく ､第 一複流式磨敦-/Pのうぢ3P E rl}dH いう. I-il=二

村 して.葡 二碍燕潔寮泉 )T､占デ の うちナ戸 は./i,才.珂 IJ.下の佃 叶得 て･.見兼は.

入 J)旬かJ.)4)覇-:-I.I,LH_

芋･･･-?/冬 細 別竿若芸 慧 震 冨言霊?f̂iu霊 .: ＼- か ′- 銅 ･･L

訂-1'{-F'意1 -I:･∴jFj'
簡一花旅装底魚葦 l

【

卜JPLク
靖二柁東泉粛銘 圭 2
甘洞 野和 子2 外 材櫛卸夜風

/-
ノ r

■､
i

ち

WL那 小者LJ-'吋/銅 ､:'

li_Z.ヒ.郡g/素 己桐 i

I)tな よ;)に .訂萄敢称 二

間.(泉L-L'い ,3-岩泉 甘､ ～-

東表象,寄 一棟泉末煮魚か そJLそ.れヱ富戸,7戸 ヒ鯨 農奴n)大軍,.汁.g)ういぼ金
印で･ある4).7,17m て ･'#=･和泉求東泉11Jb-pQ)'}tj2.Pで.､1Lドゥの簸増 水ヽ ､4､

に黄 泉称呼 のうちそ.大きを比僅良 友め て＼､るかを､想像するこヒ女.ぞ･とる ･̂､､そ

a)希埠 に7-1す,だわ ら な い 凍 :一稚気草魚軟は 恥 竹野稽 1-i-5'あ 9)て郎 lFで･あう吹､

鬼邑泉 ,解 永常 を駕丘 .尺財務局星も すごしに ご-,て拭入中盤を符 フていjJ｡

こ々ヒ兼帯者象 ')/3 P 紬 づ)1_ヒ･)考か･ら ､巌常Tq蓉f=っいてQi1'う o

笥 82辰 也各点禾蒼卑a)対象

領 一碓兼業震

す=席jt兼業東

食･ 軒

唇音財務鹿渡
官 l /___._.....- _._･........_I_.._...⊥ I_一､--_- ..._､_..__..__二_...

甘坪 野和 31年竹林軒並栗

Tfy旭潔泉XI21ト･
第82範に よ

れ Ir､官東宮窯

にSるJR君蓑虫
｣ の判各Q(一大 きく､

･l 町外､の帥 粛

J や 官 ,#触 創 丁軒

人に すぎ､ないO

ヤ′l､工末6-)#観音か ､'*一花､簡=-柁 rl)ろ名ブ つ俳 句とJLこしlう玖､､･LJZの軟碓

lTo)碓イオr')旦 Lll は､.前局か･}々好･:々ナ Y-い-,良泉碓 凱ヱL,C7,･兼象形確 -(.諮 る4)

1-_灯し て､後者は境野.番 号ヒし､っ仁突指 妙イ軌/Jl二Jろ丸東形亀をし ,てい ろ .
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LDJうに して Irドゥの町峰 lてr=㌻･Lさ.わらな い鷺宮Tま, 分取 のモカと&書 に

'J Irいl二枚鉄心L7 IPくイB席'(可ぎ居ろ二･tr.;百･きろD
L4JtF肝何軒舟の東X化と塩町盾

l平ftr打甜海 は.恥席打 の新抑 =イ恵匿し'Cjiリ,平地唐lJの丸q地膚で･ある｡

･血 'kEき.あ歓に 血い al甘煮仲Lあ ,(･.).･PITrヽ の丘か者 OL･付加 してか ).=

)i )ちIYi朱,#JAo:■叫btlしてt.pく相 打b･.5'JJ.

T/J小35̂ 'C3.矢か{っF,fI/.
'# 33LJ･t IFNr切掛 各〃)オ 若 草JDtをiL

t Fll日-fltJ"佃 If年に .モス
･Li･少;-,rl釆景奉公1..1 J̀,q I

I/..?./y▲′ヒ･V:j伸し､ 527F-

u ? ., : ir･b j̀此 し(-.い/),

･二 e r Jlす 埠･:il,I,.,キL,し＼

･･.Il.thi･'-f･ユ7..7.[TIi;-I.キト7t､/'(

iヽ 耳で5-1'x 止;:エム

;1rt‡ {t研･ノ/ilーしてり) で1-1･いっ

垂 車 ‡垂 三互 三重 蔓 互 t

l

/ノ〆 i 43 I lL

東J/長考 4 .̂3 1 98.-.ll._ニ_- _汁..ー {_

" iT .-;; .tH 上 ,//外h･EJ

ナ E./

72.∫Tb'L;..)'毒 l一一′､ Ilノ'~̀'' rrllJ

抑 小 豆JT軍志錆 Z.う十 -I-'糊 は格

(''ItJ Rt,7和 30 年応燕セ ンサス.

(･'･.I) 婿 ･Ttli2年凍仰 各卸軽索.

貰 J≠た.7rq,1-..3 /叩符tり];ttr
1-'･-rI了Jj舛′tt'y;湛三_太 j t ハ L･･,～･ 二,
笥 8年菟

ヰ■XAt長

･!f新 田 中 泉 牌 ei･.S

LLll.I:IT屯,席く･㌣敏か /// 戸 ))つ

ふ､ I

'i拘 協和32年jlr埠瀦唐桑

Tケア 百･薇鳶色を
加え/二_々紳蒲fT奴

のヂ軒I,人工 をしめ

てあり､吋 =漂浪

lX入 よ･)4兼米収

＼も亨tlす･5葛--席凍 質 せ久が･嶺L八年rTrl･碑tLLめ:食 F'敬 J)37･5㌢ 包しめ

L･いる ユヒが､わかるo舟'l･Z)項,t同塵 とすうDげ.I..D弟三縄太東36象の性格 生

者ろことか あるか .その殉J二二の野藩のギ呆*叡月61:架-接点兼好やヒ比乾 して

Ciて見よう.

両度a'ようr_甲町打 lJ平和 鼻骨 の水 田㌧p_R t-諺-て兼XJf長物 は坑井Qr甘 lじそ

る･) A,'･lpく偲桔三九て＼､るが.府首 .桝 ･L小 ,/i.Tf殊&長物 けない D
策打 考によって粁和銅 の声欲 の面よりみLJtば一年末我象 と.第 -稚 東兼東泉

†珂L/相可 乏禾 し､ す-/o凍h Oi､患もやし.･tr鼻元 して い う,ヱ11Ll三付 してLJ芽,二

号&東京曳け/～3Gの骨が 33戸の うぢヱQPを 古め せか犀細粒と よくや り心

していう.
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LとlJLl･3笥FlR Dよ:)TJ=･

県焦仰解を三クのHl･lh aTて

み 'Jヒ ･頚常溝鼠.券一席太

東栗 'A or/ o ～ ス 05河 の々

I-=食わ 争し＼Q)/二才 して.笥三

拝兼東演象は4 0戸Jjラぢ3]
タ才でIAL. /0月 河水下の他

称樽 であi｡･そして専有凍 玖

Jlも､いて屯1 0,9-町JJ11の美

果珊輝左甫 するda)は･1 3

Jh,I)うぢ 3Pを LyJ,汗LTど

す■.北本 01-.I.T婿 .Ti:. 八 ,.

LHメ.･Ll.QhI､宰ttム t, I J..:
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第4章 社会組織れて⑦各種機離集EE]

第-*.濃裳733体の一風的佐藤

わが官1こね'いて7J級長O､ら各種の岩礁団体 か･府在 し.これらはもか･博 の兼泉(

推帝 ヒ宋lこ,.R化 ヒ礎最 を痩けて 東rT_〟Iiして煮兼敏頂舶且各の旺生Tう奴かo)ま
ま蒔田各人･.Jbdこ.留淡紫4)鑑軒と発展･<.豪打何頭 の打 たo)長め に,大 王を頒竜

を常 して果た1Ltl土管見出東ない .しかL仕から.これら膿兼切払･t､格式的1

1ま雇 氏をtP叱t して緒敬 え札.久 ,その施硬の主宰rJ部分 F_射乳し,漉氏の臥

した解 尽ボー.こd)団体のせ'%17.考J.Yいう形ql豆とリ.一応11-歳毘9)飽乾すぅf

ノ体tLい:)形をt.って1-iL､f=_町 ,てれl‡#l二項環.d)唐理をdILI-/て件られ.筋凡JIT

f性D下71_湿宮それてし.･｣こ､二･.､-)r上りは.む しろ..エ /J･らJ)か 17_∫-,て .しク､(

兼民1て何等かの伽 さかサ 'fr I1,索vT)手軽 _ヽして･作 ,/,れたぎ.a,/)･1倍かならrTか -IL'l

t同時 lて_これらの獲兼切掛7-i-′,̂4-'TL.グ小才L.蛍時1-1f/ける泉村の碓輯'.TJil:I:

約 ･t孝かをもフていr=増 をrl工-,･て支え･i4㌧ し､か )̂う､地 -1的 主催性 Eこ } ･, -I
狩秋 7lLl1られていた,これらはあちかも.薮東経岳が五t して t̂作を免荷を'A-1J

とする尽Tq壬的母.又.及仔俺的Tf斗争団体 であったの)ニ叱赦 して､すさに吾バー

村 o)好色ももつ4,のである｡てLJてpILh_らの兼東町体ヒ存立o)塵聴 Jと与,-Lr=寄 手

tFk ll,_内する諸法やrま.同峰 にチた ､卓埼17.みけ7J箭咲4-)性席 とセ:))1ま鼓す J

ので'あ-Jて .明rq3三年 J)嬢食もAの封定.伺 33年o)嵐業絶食さもの削定〃､ら)･li

の{0年断 てわち ら泉東湖′触法の町乱けjtの li･まわか僧 鹿孜0:)叔剛 壁花を梱略51

のであるとみられよう｡

それが藤牧yy もJ7-､戦 時併制か､飯泣7ニ解体 qJ･女 御も-たtl･リ,民で化水･食和白

1ニ直rTすう推せtrTー1壬0)7!､.粍1号絶倒枚Txlとしての性格 を簸 くる ,た兼集金^

そのま ,布捜 す7)ヱYlt/T可能であるYされ.軒 Lい兼吉碗拘ig各の剛JAの奪う

加瀬粍碓7m竜rilくふ方喝から馳 せられ左.そして埋 l三PS如 12年 JJ月にiリ r草

魚の協同甜恥 o)垂直を促進 し.ltl.11漉貰生産力の瑠塩Y長氏の結滞的社食 紳qlr

の伺 3:をけかリ･付せ てtE邑経済o)発展 を朝 するこtを官的J L叢せせ河き虹色:'･

第一義)yLた兼兼1秒1才姓府iAか-制定され たり.てけ書ま恥同紙Ja法4,蛋攻 上.･:よ

ける意義11.t･､こll_あ るであろうか.それらほし､')まで･IL61-く. 牝頂じJ.川-JH

東吹硬0着右的打席が一週葺の枚か吋祇判JC.渡埼吋束縛から官紀Y_畔伏 し .いA
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; げ.如お菜乾の官主紡五JSを屯 船vLL.て.凍 東 塔hl.カの将iiと濃 尾の艮王化を貫

頂JiJJこYl二筋,r=ーYlヱよ･,て也胡 らヰ･7･.あ ろjb

lJの Lうに して･吋隻の寮芯扶驚け麓 Jrl洗 車 を貰懲 Y_Lて.横長碗伺相身tい

I 17きLT,xtのカ乞怖い市 しい推せ戎桁 と施政 rうTlt{卜 よ,て叫たTI盆と切取 Lよう

tLたiので975Yいえう｡守れ 攻.切回紘各7S.鹿好餌にJiチモ木骨舶 lこ4.

位曲か つ百五的奇人鵜的辞令であり.その直営を亀主的1ニFTうヱYを硬僧 tする.

漉茶杓同好各 にlJ.この程食か･鞄め て地坪l二官かれてい うY何時に ,Pl骨養魚芝

そ体℃する巨宕助結食体 Ylして､煮兼生産か営為 のための煮尾7=rる東経団ノ防長

7)こyl111つて.その同席の梯 o'痩定きれたの で･あう.それ7JT_また々哩 のb 咲.

軌 /-'農民71'Jr<兎的キ綾僚船束縛の下1こ厚相rI絶膚を仔 ,て呆た.そのため表文経

常 Tl 抜取 しっ.二二才木のそi舞施 てあり.その綬督鬼頼Jb鼻 しく希FRとれてい足.

LLTようJI蹄 延 も tl,tをし これから碓印すFJ阜あ1-_lf兼業瀦75T辞令が才色のJl.す

東予;A-と潔 しミ LTl●九1-,I)'JTt.し′松 元的韓官 を汚冷 して.エ')強ブ日.･_育,S比珂与

L i菟温位戸一.正 二(有利;rj価格を賀度 す う tいう姓め て入 空しヽ梗JQと伐軸 をlこ

Iiってい ろJ'である｡ ところか･これらけあくまで､也LLF,LE･であって.確突けせ ず･し

もつれ)一二JB敬 JもL'LO)で､1甘な い ｡頼経各増lニしきりヒム.そった着払a)不正事件･e

.A it,',紘一峰FLき量針 '-よもあや 号リ11･両者 J,失聴色物 経る･

ヒ二三ろて16.縄V?場合はYうそあろうか一われわれは これを地47ユおける支耽々

tU)fl.?埋tL､:)側 面J/ら秘めてよr-_い

堵 ご節.細線町 トヱ£-げろ讃裳団 塊､風 五 g)鬼 確

色町JIT,一け7)煮禁物剛臥各の圧壊を呈ぐる托は花 弔辞曹萌葱軽食Y入作人相 食

を正行 ませて馳めかせ草bぐち与｡所汚 ヱJ卑大洪水 a)長め､農 民Jrの窮えけ鼓し

I' くノい乍手張か激化 した.大正にへI)Jl､作人は､JJ仏紙合し六五/.Z年) を田立し.
えに叶化して曜主軸 はエ根 管牡細島を指も LrC｡'td)卿 盲尉乾す昨夜紺各が顎

在された,):沓曙4,細谷伐 等け尺Jlヽ噌五才4)んlニエリ占められてお り.佃等け小作

人文吐血落居5,下l̀ニ搾れ初年我尾大Jaを同空知h J)重曹方針乞稽 古し,絶食を直

して1＼咋斤を号の支配下)こ置 く三と1二硬1-9した,その楕宙]JF･守い し宙水作付のj6
軒 :･拳碍モ佃せて暗和iw耳嘆地主の4t･長t.百八作の代 表t久一出て払加餌食も絹

如 Lる71ニa-1=至り･この時初め て刺 TF転ふ作付の中原中二ipがA長 に扶任 したqJ.
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- TL･L･7TJ こ1･､ i',Tf-1二pJ,｡ J引ti紳常枇T,TLilrlみ ･い 一郎 L/T.it.I,:･LJよ l･..･･!1, ､い く L-i,-

I:<虹LI泉iて一細 るノJ＼鵬 し=･如>_tl.'･し:l_fM .i吾郎 ti魯も絹現 した｡ _･… i L し く

軌IjP呼愉藤娘そ､ある足食 花正銘等 の′企東泉か/hItP乞t細孔 したも4'で･衣向丘L左
rJfEA.'互l二よりなか ら 挙 党 Lfjこれ らの甲Tn賭掛 ､小 作人 を懐泉 しな∂く･ら信 輔牌

官取象細谷 の属官 を左右 Lたもの7LLあ ー,E" } ･ 二ilしてJB-/)＼咋 人絹 食 和 J隼

七二うむ ′iかった o こうした萄ガ帆欣11枚崎体制Yの凍東名l7-も満 ちこま,I.,=･歩-堰

篠 の虐窓 掛 511柏 倉O,発足日 llて 啓して 二,Jr偶 像 ,,射 {二JJ-Jt.､L,丸Tl.吹1_-し.バ･
あろっか･

岬知 ･'一之軒 二71･iLt.ま ･一･㌧射せ接･勘 -:LJ'･1Lr-i､･､1h人咋人 )'/目す,こ/Ltl.一二速-Ll･/LH二
見え71 ｡それ一代 前身カ PlJi､うーJた-葦即tg主LD取落lJ,r-I(も 食 止-( 函 た .Fl
L作車(鴬5-を)71･.T,諾 う 1 -).･二旧 /I,イ′ト句か舟相田位 を壊してほ JT,冶在日二産.i

してく7JニL{け輿 Lか1後胤LrlI･i地主_屠1-11で ,(.. L i･:.い仁;j6万毎日:_f7邑

絡 てさJi甲 ノ1､企東泉や宵長官紫/g岬 :比 丁らし､か わ･･)q･Ri'il軒女いtJki),?･b･･;

れて′tJ)棄現下7ニか こてる/Li伴TJL.＼締;kyJ7--,(車たJ/i,･ち/,. ∴ 1､り T･..土
賃をやす首府かY .･E｡L L)T.Ir余 瑚耶肴(_L上 目 ,ぐ机 3､に 八 ､日 7/壱･IM liL,小

にまれ うで.あううむ ､ 代 ('毛尺筑♪舟 叛 一二,.I .･て.7,,-日 く.rL･エLい ･r.(〟.一丈

雀牌1司田谷D虐常と1こ,'6-10)･1-I_7Tl･友紀多 jJJ)東 研･5'･如実 に如 央してい ,J碑rRか
碓ら軋 ての東配胤射 .Iq 前 掛 耳の酌 郎胎 r-A_ i/'.･Lf二心J"L･:木骨約に え , ′ ･/

の=:L)i/Ⅰし号 う(.･Lb,50飽 食 l･L芽l) こJ･lLに押す;l此 IrtI巨′LJ,敬 __7,ぺ-a/dJJか J'j･ ';

紙 の政 府的叔軌 ヒ'Ld,rE-rf-,-(.ltED軌･kH/Uこけプっ.h･A)ヾ く4,FJ-い rI-)Ji一宮.7べ･L･t

ある｡髭 / 噺柑路 の言責王川 里ろ車帆 こつい ては.葡∫竜寮2_臥 -_真)7打 直 し
良.

箭 j節 賓欄 の IF郡教戒t.L了の射更級各

玖米桝可祖師 紀和 J下 紀 3)ようにな ってい て.ニLJ)7,7伽 ,J ).,l-｢Hh-:,1･".工を i
即r7-,T,.1I5ようど.あ う ロ 獄重苦古刀事篤をfg舜)-1根 号す る(,U'7i,イ敬舟静軌軌オ

紬%･･イ亭liiを局的 各 ,収か風変額食で.I-Uト '-(,ニJl･;,中絶 冶 打席凱 )下的 直接

tして.孟播け一これをええろもo)である.Lか'L上人下 チ･1;見ろ.工うに.ごJ･fLi=,J=.

下印紙取のかJI感 仁満 額Y-､､-川 か ノi･く. 奥方･別 -i.Lしろでク)外勘 二掛 J blノ̂/

け直蒔くI乙加 .､l_てi紘 合 5)超博への幣･,%-1Tl･u･す しろ見 るへ･三JLLT)如 く. -,-

4)頂 lい士む Lろ相称3)外にあるt:言わ ご･るを賂TTLヽ ｡
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次七ふ やの,I娘 を頒帝してみ よう｡

軒ヲE衣 ,載｢劫d)紹転

･一一5'を - 港 市l
ttl･1上反
l

L 錐 事

･甘fT;17

侶 財布

碑 郎宰

相象印 - -

舟IJ.i印

-3熊 品 闇を.め何飽食

イ 官hI足弟紙食

一･喝 責把 冶 ･

1 噴泉恥敢針か司紹Jh'り

二0)絹各は 昭和1g'jA月/可に諸元されF,_宅の で･､それ瓜南は仲常人か倒鞄

掌看て妓･逢TCt簡便 yu/冊J･,l介入し.Jf ji.叫T琉農の+I,.･1.ユlて:専有肘に出番 すうと

L･.■)J官私rl'竜官職 を撞 て漸壷,fれていた.千駄木.,紬_古刀号紬 yl勘 こ済絶各∫動じさ

れrLJ)でl潜る水､そう･オYいって同展か･せく,苛政 J.r-_か すZ･11,'1い.ニー(･･イ勢品

吹.二品有畑へ象出ヱれ}J寸で･の経路を見て1.iJ つ C

萌ダム屯 ,i敢為の浄店漣穫

美東-一一liJ戟品板東協同点食 -⇒ 眉を.竹崎鹿 (4}J
I) -- ---- ) TJ fi -→ ,/ (43.∫

昨

知

示
可

川

-川
一

ウ // (g.2

㌣ 一織

即5制札宅舟次･イ噂品吸塵即ST細谷 首放免丸tすろ2ムの.Y:､何々も敬亀鑑です

ろLヵY･かII引芋個数そ,この珂右で･金取引特Dc/0 0/O吐くを占め.孜 ()げ髄緑末

席か､丘持･:甘骨町t取引すう甥各Y.仲 8人を11てる瑞各tAt.あう.イ電 あ取を執

耶約1†薫鴫に血^していて取亀手放やtlしてをL食噂のZA を取りてのう与5･
度1r輔立食tして兼俵の食触軌ヱNTJろ 】LO･Lrlからイ刊品を穀耕,X肴で粗JB

ll一加入して､＼るのTiJlt野え一郎､Jltや春夫の両虎を サて､あフて′他に細身帝7:･･な

し､‡')大空在米カのあうヱYでは.fEJB4)在庫を弱くしていろ.Lかし冴体とし

ての叔揚が地元嚇蛙東急に対すうえ敵かこはあるYいJ)軌 ､るのかP;,).t九は粗

食に加 入し･%LTn 立血焦点L何度)LD比でキいヱ Yは こ考の表から･L仰ら少であら
.jb
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篇 ヶ7泉 ]製 品朝産業着q)甘食魔 人*LJと確入額 の仕草

Ea EZ: ㍗

作 用金属 ･･信解き庄ふ

音 線 行

｣相互銀行

畑 定企裳jR L伊原 )I,.･･

2 希卑牡鹿肴三好命

耳的 ノ0年頑IR下 94ヶ叶17-｢犬何奴 tF.I''hL.次甥 澄それ､入れ帖 二Jか 晩竜4:価

われち_か､これは 曽打に 祐二とD曙解 に現題'された｡戦時紘刑仰 鳩 相 見令 J)′~~触

現出絶叫 J 亡母 l) i,.dJPIT針 -ば町 4 '),二/ulぐ/;'I)､簡屋 の横 断八八'申好どl･r +I

戦後上8年J字号薙清和令,A/ほ.三･∴′1,::.,A.絶命o)愛好,q_'か ijLFl分有人 目Ilり宮

A)私｣二1､ンrt'_い わ れる帝人子守 ･fl J'如BT′1,線一㌧ 生見d)1号虹 uv"藤 ｡L､疎滋
玖む痘正Tl一派税 を行 うYい-'q 乙'･でIJf,ノ/?_｡

衣にイ皐の^手経路ヒ一つし､てrたると.

1g下17,むい て)土市浄 血･jJ-3 yL･を 良め 碑 へ4(LJ☆･?yoを占fz,てい '.L抑 ー今泉 ･

1W円′光点.解鴫 .常艶.の5町村ぞTl一枚へ展着oj占め る刊 合''./oyoL人工7:･y'

る｡

普町にち､い ては時人か連休リノbLo.'JyD官給 oヾ /タ･Ayoで折るO

ニDイ直を如何 な 5方tl,fで･=fl二)､れている･0､t哀Lは∴ こ尺の衣のYお りで･易ろ｡

端 9g 肴 l才の混沌健 路

生産者 - -→ 神官人 一一一→,解放東方 - t:鑑iE膏の ?タ､4yD
/, __-___･-一一1-I-) + ニ J/ //､ 9 eP

･J - - 有産 -→ J/ /′ / 3･? y

こ のようIZ仰 帝人を直 し-(入 手する壕舟b鳩 め て争い ｡どう して維食 を漣し■与I

L､O.ヒ去へば.イ尊は格付 水･姪 しいヱヒt, 盛服 に よJ'て頒 塙 し･(すいから で･埠

炊J･I細身を鹿すニY_がせ く有可能 Y.い うIうrf吠恵である｡

3. 粛 表 紙 谷

田k/0年埼船穂ケ･ドゥ細合人.談五三れqa舟 ′∫卑ヒjb-穏町青妖勿 息郡 民谷が設

fLそれた.T3･fJ/9年二九 か景美食青 果部tを L)､昭和13年jC兼繊即 す息衝毛
布bt･簡けられた.画宕軽食は この一年南即ち岬和 21年41頂 /可1-=東女 L良のそ

-一ob-
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P.う｡ ､.

コU:J絶食け兼求敵同組合画真部の兼務敏行 0_)補助丸 抑ヒして掃勤 してし､7)のてt

Jtrる.

頚某妙阿餌食圃真如1J三拝取芳一,BをrL､たiので者とは､紡呼私慣 3-4見

:･_･1･早に足 して雇 うJ二塩ビnj ､･.I｡それF.tJkヰ払亀等箆てd五菜に周しては画芸紙

fT吋i特八･放てしてし､JJ.卑 し仰 げ項 .'g Jわあ 11釘宏河合ヒ入 ってあ･らす共同出荷

∫:'･111人JL･Jと得 て,k出しているb

キ 町 にrlりJu有終領の作41面領も.常や高も天に年々噂ndしてし､る次席 妃のた
y:llL..･:)でU,る客C'局筑削剛比合 の画家軌 -Td,甘●か∫A程々 ･1)人故 で･直せ芝山て

し.･.''収●.bLeで･その実知に皇 しい 【付紙細々のす東か僻むlないか ｡そO,稚 宙水 し､1日-
｢.T･J･ト1-: いてr･. 'Jでもr:碑!･if_れ rTけれげなら厚い で･&ろう.

(fl.1)

+I.蔚 工 一会 '

八正/4J4/月にiLJi これr=zb◎ fL9,台,

1',.)=J-'1町の鞠工東石竹 11甲Jト企来者水 平東 を:CL塙各l=絶好吋な布E･･行辞 っ

rLヒモ4)flめに角飯的I-1相救い食触督出の斡bJCをLLI)･兼寿か肘持 して牌Qh･･
必 L山埼JaJ,_たてかえ柵いき行 っf=_リ/)･{-して し､ろ｡噸工金次せ札 ろ).̂削1_l手相

3i と か大 商人,/.ら/争い 一 之判夕食 の市利手で食を修 ′)てし､たので.考る0両工金

け党.に止 ミrLや巾丘}ノ,73か絶食桝統o)F･錐東漸や東風戎 何首現の衣汐 をと､ri:仏土 rJ
.7'ifr.LていイJ｡

帝王食d)鎚乳 は

｢碓羊(?希 い - L韓 青 く3 Ja )

太 良 (純 ヶ 年 ｢__脚 (3名)

t､･うエう7iヱとにキクても･)この下L=骨範頼次･.2∫ Aいる,

第 4 時 青 年 団

在官で･Tq百方Yj紘fれる骨葬同4:･Y_･d)Zrtrflをh三を禾すb･け舶 漁 向JIY 'て大

王巧Ff各科腰 で･あ').吐草を次官軌虜 で･iか 5 .

才Jir叫b鴫 ㌫･留 盾イ亡への池原74-なるq)か .見目1軒しい カをd･-Jて1-･iJj民･flc'ヽdJ
呼鑑カとT3ちかは永く世Fa の 技巧 を浴びてい ろ ｡

二二に船穂 fTの41度柵性小らば盤根 Lて､､う4(･ギ化的FJ王者タ､u ∫)一 つYして鴫

-LOT-



八 TI唯 喘 げ金 ウ11-蜜'rf佃野Tを.'11 め て .､･ろ 鵬神町･]Ili･布rii.のj馬食 に ･;′い て 3日 : チ.
脊索打 官は写すJiL.めて的300 人で日日看取としては す面 -r=紛 空は7;いな･､ 強

1U
L.､て言えtr映嵐告甲･LYLT=晩碓 ･k胎女官を耽みてし-る乞い九.‡う｡

(ヱ)

/{あう天和のl平で､1号妙L71､I･Y_ユろはⅧ ノ巧､他見部落 (.青年 Y傭人 F'絹/･L

食い官署rlJf,r上清舟締れノd:-dT上 れ T･範 ,:平削 梢 緒声帯tL:.-rl,同行 や j i 咋 (
礎 官をlTtじY_Lr>:し･,7 ･)ェイIl メJt･1:有効〕t牛 11ヰ JiL･j･一･jl実軸を聴いてJT少

子')二百助そしてし､TSい . Al.7;の紀蛙1-i)-)ニアート,D集汁.QJ衆ll_よろ弟常 でJJ/a.

乾7;.･加入畔淀につい てス ようo j〃 衣 に木 す エ )に

葡 ??衷 甘草町加 入状況 一 貫班長礼 ＼a)打診一一一

_ 何軒附 加人!轡 にJ･7j加入濡讐紋日まね灸 .
甘 ノウ ! ′/ ･7 .I

+ l g l / 0 //

-f｢T ~ 二 T T 叫 1 , . ス0

好だ的 に加 入す5方 を慌し＼て.化 o)大東みのゑ 】･1貞′乾Lて蕃卑1司 に人｢.Tllh け

NTJ巨.骨i･･ら入るこLL,1二ノiってい るから入うyL､う宵払′･0人ヤ .入･'/'tL､て1lu

の人トー卑■食か車いから入るtいう勧準によ5加 入でI有年団とい･-)東田宣戦カヾ･YP郎
1-㌔｢ていも ′)-fUT)肴を耽いてlJ厚いDこの粗に青J=1日頚を棉乾してし､るメンバ･-

の 一人であ5とい う何せか個 所にこ重い碓状11J)tいて')t.幹解か甥 や1-_/rrナ頒 -,て

る長町紬 け出泉そう 1こない現状.の銀である>

:,-(Jl_幹托竣 草々 の性据 lてついてあれIrH乙o)AJO-ら考療 し-(.都 市止絹堅煮汁

等/oo* 可済め学井.も昨報音場む 等JQ2観 水団幹部の'iJR ､ としてげ もI

q｢ -vT-i｣
.BJ
珪

｣
｣

-

｣

*/C/考東和夜最o)牟3-､ 4
T~~i~~ 十

= =

肯け食邸も一枚卒(-あるのに付 し博子･qJ有

学卒 i, は斡∫軌 である｡lR井野a)鞍取材で･は青
卑l碑 商根 昏 /0人の甲全紡南棟年下判

り､山間食 咽d)戦柑Yしてのす旧都 0)汁

野打77-お･い てtb青年団の幹部/_A八の甲

108-



全市も硬平泉という12月の希土左京 している｡

-:rJTlL一歳オ寸にb･いて.青年可の伎 幹旦出は9)たって学長Yか取柄 を書見 すう

のが等漣一班の瓜(･･あ港｡ しか し鮪席むlこち･いてはあ*リザR を何 Jgとしてし､ない轟

かず b̂/, 策/p1歳 に1-ゥてb?JO･る｡これ け地 域 の生長神 政の相 il.,_Y屯を･-)*年o)

{･池の塵い乞加 東1?物 語うLので 1‡Jiオ･う うかO

･'1-宙 J･象打は軒挽JLil.掛9村等の

六榔 号府 旦亀 の薮軒の一郎 を呪い7

11人れ 甘か こざる混ダ獲線jS･浮
紬,ft/灯ま鮎で･あゥて潜在的取東方 を

旬日とえてい7J｡それ でL漫打･J)鹿 骨
fTgイ6,は性J){7_め1ニ恩邑馴 勤に伯 /)時

脚的lこも青年酢 才物に_すヵロす5食俗

が /lい と部-iうー,fJV3鼻は)が示す花

l_'青年汚勤し領海的7rJJぺ1- は推

笥 /03衣Lf) 鞍部扶育の桝 a)柵

Ll 裁乾の々Ih'.

･ !/･JA泉萌
し_____⊥ ____

･仰 ･1日
⊥
｢毎 車重 雪チl

:ti的仁 ･t概ね あi聴席と篭 られX.肝の支払序 と-致 すJJ埼命oi･ケ/1くrd-い .てこ
に_野印yl四才Y_a)繍r_不破和博仇 ない し.仲冊を取 のXbを牲 L"る鴫舟もJjrすく
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蛤錦町 69鴫か 才幹郎次･失費に軌 じ1=丘占佃 三労力 して､､ろ才は諺められ /Jか .
奇弁rl音'年価 D細 でt.ぢろYい う虐如意施し綿')すぎているのをはTitかううが｡
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え号をもちt協ガLよ うYい う患潤水銀われ 巧 い 0 号3そ･サ疎の対罵.iLて腺
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次省L一晩印南の戸をよく珊いて,町円5)他 力局で木田幹部 の側からのみ行事を
:大も1うa)でfJく‥ 官身重d)仲 櫛の青年の側から考えて仔C rうにするtti巾と

7Eれo)骨刀以■称 られるようと理あれる｡

こ大には書手の汚勧状況につい てみろこて7-_1Lう｡壌 /Q〆泉に よれば･.十手71加
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れて､､ない現 虻であり.有年即 )粗緑 /.[二号せ性 別牡位の岡上に細字でさ柵 の7･･あL'),7TIJ燕′ ;千舟
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.
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L･!:):uq勤 rL<7a雷Ii■3J咽 人糾 利面

唱 ケト一･･...__･.･__十 ･･･一一r-一･r･
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J丸J)丁旦解がな しヽ ･ 0 2 1
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そのイ世の三石か 象限管 Tる長 田 と

して

ノ､骨草野 と＼､う正博モ敢♪た鵬

Y_野路 鍍佃 O-)師僻 的他塊椎 が･獲

く軒鹿 町YlU =)印兎もあ屡 した

ふ体を乳7-乏 しい事

坤 J･_御 拝眉 にみいて締着に見

られるo

2 止印凍れ そ.あるY 言 う苛. ,

1町山､介敦 ､石島yIL､='周虹抑市O,絹糸坪何 7)flj阿 <̂や鼻 下諮 7)., ｢′1t･jt･早年
I:5軌 への興 味 を井底† していう｡

3. 東泉d)争竹掛g(荷品牡鹿R蔦 )Il_とt/fL､有耳か･,i月仰 望の5.1.fh十･H t〟 thI

さJh,､洩金も牧人に抑 えり九 .現丘へ♪紙/rAl一作イと.LTいう｡
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利 払lユJJらT3い享け LI-_くrJいtZの雇句か償 い ｡
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事を卿寄 っている.
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町 l二と･の碓Ji滞あを望

んでい るのだ1,-5:)4＼.

/､..･F良化防止鍵軒 を
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1.軟あの和上をTEる
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青年に駄カd)ある項目二才乾したい｡二の柑屯にエろ魚価甘秒¢五大の利
点は年々
､

･q:刺.｣恥
未申味苓11二王って果っr=各留の草求か
丸足=れろところにあろbr宍iiL

r串束･g埠っ食l相互d)乎管11それか地線竹にrTわれらこてにr,て.密化し東
97争し､締乾を縛るであろう.i-･
とれ瀬席王長打を針を水為しウラブ相,
Aを磯

珂すう噂JB.
兼ねは舟敵に伴う叔好演帯に
よ

,て相
成a)あ収や耗1･JをよJ)焚く･t.
S

Lくるこて4
･
Sろうoく
灘他五泉的ヒムえて他Q)ワラ1幕との故甥1こ天秤を空たす

こともあろう○
要J7
_
グ.IL-yか称えJrの
集ま･)てrJ.,r,_/
J
.
jtLルーフOo)官乙:'S足

的:滞れに終')
.
稚収の碓*tn環から性低すうことIdおろうが､こ
れJfあくまで･も

駄々岬将領魚であって.
可考水を玉村正々を堅持し民主船足省と終裾すう惟J)杜

IFIJIlタト甲より也t､しろ内部から定/).
王'Y立秋
キ吐允的を青年団に生れかわう

であ3)フ〇

号隼田に碑5鍋
.
止叶的.fi･他称色汗雷LrlL一フ｡浮動によ､て朝舟を逝えfi九

一日3-



し､つf33か ')bt･出克 て.抄 iLJ-1河噂とY ,).:し､二郎 を1･⊥.朽環するfJf:h'今寺 巧0､百 秤

にrって軒 しい埠Ql:JL郎 tiJ'_せう草へJ)4/1-4 '.L･Lギ折られ .1J小

誌 /) 凍下 の青 年田のTPで泡rJLてい75.市坪矢 LFL, 言 伏愈 3')膏 JT～鑑Sb-_. 吐

':看各館叱嘘勅 .生活汲 り方 旺飯 箸 o)ニY_I:6_写す .
Ei.Z) 教育吠風音各支部で･滴碑 して釈義の終 ったあてに音乳tel市大とat･叱 れ

JAを束ねた度現金 を押さ.吉見乞真横すうiので､ある.

笥 3-節 帝々入金

絹 入金は噂れ /3-L･0 人の婦 人よ,)碓現されてい L｡卸 汗刺 詩人ノ各 とえ 坤 ヒし､

い糾 汗風 を放し､LLLの乞丸斤t呼人7=･い る n
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拝菅金4)丹那数寄九･壬Ji1-った行 事で-あ 5｡
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ていろ,
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軒乙の練官金 を行うJ と傭 人息九･三放せ･与って新生持直

軌を存,てし､'J.卿井原境清拭首相食Y親 しノ89･泉 を
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棉 /71対 敵き耽

i至=を.j
L--｢

水上か和汗泉の清む tD敬称 で濁 るか .何故l-1仰什原文蔀か未舟か ら介せ してい

るのなろう0､. 三の兵 lそついて男森を定めてJ▲ 1･).

軒在的々拳固tZして晩元金かあ5.

如市長で廿fLi.毛食 を永存 で行 う時11陣 郎 M IHl像で､_7. -3人 Lか.tt布 されfi
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尊く 犬 Iq.)=昔 JT'-lt I,'t r･･可け ぺ ′･Jへ 一･. こ′け乙ほし､え/Jいので鎧放 して･<っ

てし､うrL:,i;I.P'う7*､LI,IL rT;1･,r薄緑の研,brE:初め七･_して席 々滞在約手Tg次･在
'J-I.ヒ疋われJJo つ_hI1響畝 谷も茶ノアとgL日.二枚九食 雀してし､たbご瀬虹タクシーで･

患l)入れてくろ布骨から,名草に路線的珊頚 のみot･敵え食の身軽を指 し､ていふい事
官を切言吾,fL､ろJIで-け乃 かろ t10､.

仲人公簿 ノヱ ∠3' に対して一眼甘l飢砂ぺ:の ア ンケ ー トを行 った ..軒奇可のア

L･デーい針tA宰 3-oLyp誠に比べて･婦人衣flろヤ / oo Pb7,_並い もdDそあ っr3.
机下各項 宵への回答を碑許 してふ よう｡

/､傭人金活動に対すJ5滴,i度の各町

甥象 り琶凪と′Lて1了-
材守A('鵠甥食事で､知和か-.唱えて‡いjd

葡 //2 表

不二境!六Jr滅

･1:.tり言 )食像Yしては-

lt:-看試長IS可の宙J)事をY_i)上 げて 71い ,スケ

砂屯のiLで.中味 にiしい1 7

軽郎4)み ぞ卑 且の人1'1轍底 LF3いえo

久事にさしつかえろg

i.補人血清軌7LやhoLてや ･)にくい手水･誘うか.

8 71 &. 3 0

･婦人食こ宥和 に符する筒雪,b青年dro)甥食't大友 J了TsいJミ.主人 亡か取 や 0日IT鮫

で食か 7-考如 しにくいという丸尾か多く咋していろ.

J､一拍人金治軌 1'-伽 してt:､う怒っT=か.

･1線王LrsいYか妹か ヱ乏 しいY放したt:し､う恵乾が大和各を占めているb(.

絹人%l†幹部も食官も滞軌の隈帝を百催しておリノ'i九から東る:LJ声枚性の17.也

に青年団a)嫌々耶 仁鳩 塊o魚敗色招 く棟ri事 IiJJいと懸う｡

A l勾紺から思危･時人食滞Dlへの批判

鵠 ノ/3長 (I)
亨砂Iて清和
している
竺一宇亘0竺Lt_LJll泉リ
fLヤつれ1ろ lていrlい . い 133=い

/ j

⊇⊆⊇=些
/9 . 1f

Tか･JT BTTLt-T'十㍍-I-tL-了 ･
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補ノ/4L戒 oら象叶に小手

欠･14人食･百ilTl.一艶肌 Ltであ
るylい う年賀を示 してい る｡

喝イーけ岬泉d).'%附 こつい て.

もっ tT一梅的にとい う恵 軌

とJ)のままで･まいLZ.い う亀

Q) 帰 京への柄符について
--~-ll~ -r~
たくてZbけ らTSいよヽ､
8'ノ4iI一一̀I-~ー

′○

免tか･5.
1半'Lで･ある.
綿人

Ji浦蛎は,
活発にt,てほしい
宿命の歌の主婦か･飯を牽けて外を出JPいてI･/'-て11

1番･.5
L伸しかゆLa)叶で･lilJ･/Jt7)ラ(ハp
範枝に咽蛾の人々け賞味的にで.の}'〕rsIEJ釘を尊んで/いろl))rr7･-,か･
圧倒的に生沼筑首座軌を財持してし､与,Jf:'6-
妖音吐動の中で仏塔r
-
即rTの
扶盲

をプL.声か､争い,三と
の他線yllはt･:の人瓶1
打保乞1-くしてほしい耳かIf)う｡｣､
人エか

'
∴顛ごれjJ事は確在の甘/fr工夫し､て.
葬Jです性の池堀の堵血,*山東て
みらT
,

こ-r･
･I_
;)蔽血_l
二T)'し､て
も芸人r:,5'うf呈.
凍抑えI7れろ噸何̂(.
あl)
､
絹入谷二言如Iこかし､

て,8王人･(/々
古のナレーキot･かかって
も.I)掃
軌
･〃TR
界を食境
も幹部る知っているたり

1Ĵ
号砲的TJ､芹勧Ei虫泉々し＼Yl言:-7f5.
TAをきたしていろpL
かし叔庭にあ･ITう壬絹

の咽確の確定は
､
佃人的朝刀i･仕草ZL･あるが婦人食という
集団の祖牲カt=i･･
f!j珂す

るという
事け忘れて11rslンJiいC
推Aこし･h:なに､
泉鹿1-_
するため1-ニータ
すL-J綿

人食満仲･皇その̂->句にrnlけるべきで111'ffb､ろうか｡
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窮 LI 重 工地所有形態と三配機構

第 /節 恥 即 千八3'1ご;l約

- 小 爪'r-との 碍陳 - .

第 J'3軌 J･巧･糸 口 左下;Ii i'J) 工 TL ･t･.官.I,_甲岬.市上 .青 61薮 q,J);FT育叫

(恥礎阿)の 済直を禾したも¢で あり恥や4 年 yD 者 q泉け 史町を ･W7-.止9年 り中

村か1.狩/{ 町ケ 子弟 iJ､椎に町 苛か 隼fiL･､Li.llL叫前に打緩 I._.糾 ).5 tui_.･71幹
也化ltJjられ るのT･はJiか ら つか

絹1

1
0- ､､/J一一一一一一~~

一･ ･吉和J玖

_/_一･-1 --･一 群洞泉
Iヽ
1 1｢一一~- 弔 エ

-一 一1---本 岬

い ._.-

__二三 ニ ー ト 二二 _ L ∫__:::___-:

糾 1号 30'如 七七

/･へ ′し
＼一 ､.｣ _

/

ノ
Ii⊇己⊇

--i忘コ

､･＼.

iiiiiZI

田&/Q /ナ lo

常 硯 や和田部落大砲王 の土地珊宵d)家産

(Ⅶ 4.7射 王預 ヶ畝,lJt人5,l'略. 叩:消え3年以鴫は碓ねkJ各
吸 に‡ろ)

人作八d)地主への出入は舟碓者敬を徽いてけ9,ま')rlO･っ占ようで･あうqて)k

は碓 ib{狩人で枇 化 し.手作 りをあま))していろオ･,た こYにも工も｡しかし
〇･く-郡長l■が･.碓 互か叱舟の購入きし入仲人1･与え ､その礼 Y しての手伝 いrSと ･･

llB)7危 ようZ･･あろ｡

ます.ノー､作珊 {･､爵 b'･.耶 廿/4年の｢舶 卵 御 者 ｣に よOt.,･｢珂 溜 /｡

耳王リ昭 主昧正定机触衰え丘金 工十年は/1.作 人二沖7扶桑知/】､イ乍詑鳥相 啓差入可

甲事｣ tr; ･,-(ち-I).晩ヒエの吋からT3軸糸 で･はなく者面 にrってい た 4.のLJg

由れる｡又 ｢美文珂左え遇 Jと してノ1､作張番の形隻を覆うと.木寸の大印J外八･人
作未:首糾 J)取の常封何番で占め られてし､ろ.即 ち ｢満 シ射 す扶止引J.̂′＼.I- ヶ国
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ニ6>え羽狙う:hJJ抑 御鑑可申L伏す一 輝 手LD対策牧場坤ゑ 碓 イI寸土仏 (也 鑓 打 イi:)

和 中身思伽を頒 ｣といった‥･S*U7_升 す ら モblしい確定か･そ れ て･#,I) 刈 tl.丈 T;･化 丁

れてし､な いか地 毛の一身的TTi.佃引上げ●打ち切11あったよ う 〔.あ7J ｡

:カにJk僻舟d)fP7亀 そLあ
る か .絹洞7.3's･碩地

租斧正4)搾rA羊も半｣と称L.当

Ff.毎を｡)結界収甥 をら占舘 か③

(5'}/13副乞えRy L.宰領

T3玄武時価/雇Lエフい て

タTifa/嫡 yL僻耳4附

し.他 の半額はBI･如 tし

て蘇昧していrr.吹 .if,})

絶求イ面高藤91,良化とfT二

g)制度を櫛点 し食用求的
llLようy Lた.Lケ､し

ノト非 人 けこれ1ニk.せ一T､

Bg

+
ト

∴

i+ ='■∵ ん
'~｢ ｢

写 jIを15 高梁川埠防か ら見た中新田部落
申少二はHlわたし巧か｢,掛こ過ザろかつての月商交通
の群的､̂1枚'/)-に低く梢T=わろのはミ軸常反駁ミ
旧地主のkゝ rLt･:,九も見えろ (石 田 ':Li如彪)

研溜 /}隼田緒 Lて泉相

生舞え血 した加漣 1'_許訟 Yrl ･)小･l'F-人か取締 とrIった.その碓々鞘 凍鮒YJi･./)i

恥 844)定式Orす■ゥY鴇 く.肝毘 ｢点群卵 碓斡育｣を旦台と.,Ll乍坪邪 入野拭け

/<月~ス∫耳鳴･)で甥 ,)､ その納入の襟I.-1は｢ポ報 ンJ＼勿輪鴇凍共食入m;ト傭錐

先一便=1す二や宛tb半枚払下JY r,ノて,1,I,)､ え求外 1-i/接 )7_つさ,2n-の か水成･い
･ろq)で萌リ､/点 け ′0斗 で.荏くガ取は / o斗∫汁でtrJIrれ ばなら在か っf=ので.

ある｡机 甘8年4)稚相 鉄立軸 の田山嘆の定式 し指) の辛Ju ,東うY ･把 も敢弁

げdくjf有の占勅∫舟T･あるの77.桁席 そけ占如 84で範 iJ､六Jt定年庚申河上tFで･

も48Jj分trs ,てい るo)に .解魚 としてA判官命が施 くJ.)7･L萌5｡何咲̀た叫 Jq

ら1i-い ｡

久田で･キ和スat盲d)ム如 84日,_七重すう小叩封の扶育か.小作養 】?_とって平年

作の憶でさえ昨庸な電待 てあ ,た こYはしヽうま で､drrい｡14僻 の隼には-ノ駄Y･う

Lていた4)で･有ろうか ･研:63 0 年J)や神 歌のJl作 珪殊をBI2Jて ｢努紺JIl頂 IFは

+1吋を'5事情者掘 る黙 考ニヒ切､ 二七五Rl二r')JL､作卑 見不中根 Jt:あ り.肴即と

して洩見積rTlfR.められてい TTかっ1き｡Lt三で､研労え3年作弼不長の為 ､小イ乍冊

51+Jl舶 声を専求 して入作 手萩か疋J)何もか-それにJG･し､'存かっr:_将汀,jlt作 ,JJO(･整
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TF.し い1､机 qJも直選L経略 lLノ】､イ'ト ない ニt Li他紺 tIr-_けモL-L'-紺 ･))如 ,i.女i:Lじな

1 . ･1こr:dh7＼仰LLGと泣度しr : ム 牡年か 入 管咋 -{･: IF-_め竣止したノ7､作 人.1ぺ打尊も*
けTJL'∂

l

:tL ,:LJ 古田 'Aは 狂七 泉 〟)軒曙 d)if･息 .叶J小ほ 1;iJtd3希･姥f'之

Q TF鹿-解･),7郡硯 .

C ) 音 潔.斗jt.勤出し:衣(岬;Jo-8年Fい 草)
/ 最上町/尺や ′J担和泉(斗 吋 )'',6rjL斗 Lス

2 着 /潔タJ一対 ス･し収稚布 .Jt有子巧 1月2斗 3什∫冶

3 着 /眉目-fTス'レ柑瀬魂トi'テ3斗¢升

中 名 /次 ダ ニ対スJL,相生雇 トン7-}斗4れ
∫ 毛 / 孝々 二 )T入 IL･把粋代 々ヒFYZ代 トシテ /斗 ∫fT

/.府/7E,W--ニfi人 ILJ/人作る･い デ /キク舟

方 )慮 り--1デえへ甘郎JqL官尊良ノ ブ rL -t=ノ プーリ . え -: 言 .).チ青 すり}tf 主 計

∠8取ル)､作者31枚 ル ト左っ モノTソ (中虜やこ々印か放球 ･為碍饗吋

の耳卑 )

亀 甲相良では茶色7-JfL･じなか ったの7･占町争稚4]Jh作句 を皮 きれ た ｡そ
れを/年恥 fit太もなY･す ら人 を入れ∫手作 りをヤ1た 一Yころb(･そd)

卑71非常鞍手作 で温度したふ作人は大打 撃をうJJ RF<のあっLrん で-

JLl入れ.ノト作Fl..f鉢7iLで･前o)凡作 壁させ てdら･,r=

(甲碑 矢代印 )

帯 }蔀 , 6-'i稚 主刑4)見渡

- 一 小作予鵜と施主の升応--I

触確 にもp11るノ1､作 争敵のr史 は古 く.前記の帥 く耽r_甘耶昏 ノ3年 .43 年に居

られうQilま仕長路的々義民直射Y乞えるものて 1ま希い.二九か･本格イい たの7ま.

大王Iニ入 ってか ら後 のことで8-)､Jlの冊の事挿ヒっいて櫛正一郎 郎苛宮下鹿7:次

の工うlてP_これてし､う.T-大正7年噂に至る冊は･･･一一･- -特集6)車軌 二王リ朝舟

的1'-老4:したlてすぎす . 長触､鰍 曹耳a)iR曹1,_よる不作 の埠息1乙おいて収積

の前強各地に減額草吏発生せる塘勿絢を･)乞鞍i -= - 11食 瑚Zeとして;王直 J_rら
るうに曇らZ'●ろri'_)･怒 ')而て時帝の転牽け絡 ま･)rlく催 奇酌煮村 Y鞄 也永悠 久

に軸止す7.を師三す'大正7年J人博帆 ,_轟けT杜金将 1二淑身を示 すに車れ リ｣

ノ､ Jl､作相合o)或itとノト作辛味 ′

六五三年勃 赦 した苛-LR大晦は凝.lqサ7-11才三見を挽 け･し.大正√ 占 乾坤 ‡IH電
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工夫の勧明と犬に坊財佃1i路'A L.留泉け/1rJ-O鈍r也/I.)溜下でけ臥8､両 を

はじめ各相 で来県勤水 食 'fし,!､作jJr,魯吸の鹿軌如･苑か 商才Ijて･あうこ YJ絹 健

LたCス､賓打d､ら工場労イ鈴音tLLて打に出てrJ-くものみ,3･え .Lt九 に‡ -,て'1＼

作兼喝か 官命のせ満t'.工･噴b)勧着の吐泊とを托軟Lはじめ､いか1て打冶 旦 7)吐鳩

が良し.d'そ あり顔,ja,か t～T.あA･'J=5日か 李買体的 7-_痛 いLリはじCノII･_ _tLて呼 和

1万和泉L=おいてJl＼作館谷ら L?_ものかIj<五g年紘社Lr=.JR)ヱJl＼作者申古郡 寺の
食入をrtalT'う｡

入 作 者 中 々 瑞 的

今別ノ7､作為-一同中食 ･ttノ上髭 ノ泉!頂を言竿ク.

鵠 /義 .称地方レ大発作傭 ノijf吃二篠 ･)ク ■し時ノ､魚水漉頗 う即 行･一様 ノ和一管 亡

簡 ).泉 JE泉 ノ稚jlT)iビ鑑上せ･fJ摘施 うfTTq.ノ､ス一再Ji二三ヨリ加 イ銅凌･= 甲締 77rレ1こ六

シテ捉預 り軟 スマ;.)･1-Jlr,,伯 二･.亀甲八比限 I) ニアラス1.

葡 3点 如 何 )･･L･碓汁 ニチモ歩イ乍等へ敦 JLマンク尤え米粍顔 弓n!1ノ町 ;f･)功ノ出

γ,1し呼ノ､恐方へ雅 偉‥ノ倍方 ノ諏q う得 :,一作 'Lモ ノトス イ庄ン占シ祐畔

ノ佃号 壬 り預珊う甲 シ血tyltlレ吋 ノ､駕･_!金知音 11菓 ')i)トス.

凍 lj未 着シ置布 ,)等攻 ンクル モノ軒 Al蒔ノ＼兵部内 zrリザ せ1-鼻ノ葱に舟 ゼ､が'

ル呼′､軽食 ラ催 i,練 事件 ′雀ジ ウル努骨う市価 ン嘆 ノ宅敵 う津 が lLト

そ,温故TFス何軒手

簡 ∫長 方 ノ努めノ､怒号並若柳 17ヲ1̂ テ永世T久.

右 ノ泉で蟹ク朗 守ルdTク事
大五 g卑1131 月

別項地主ちt)薄地叛将 ラ甲･l出 ヅ -ルt舌骨ナ巧ノ､無勃 トス

ノ)､作 eZA堕印

Z.a))1＼作紺合力ミ､ど'人rt推捲o)もO)であ -たかげダ らJTfいか .三の獲物をJ>耕 し

てみうY,瑞 /弟はta作の時の汲免官緒 についてであり､傭 人のかって古布取 付

軒とれす-淋 突歩の牙甥 をY_つてい う｡ しかし?,九t/そ凶作喝の海風申請それ リ

丸久丸亀の車IL1丁子T=･･あらわ 巾てい 古い billLて'11.二女 そば老巧 ,)を.額ヨ凍て･

け歩作 りをそれそ､れ攻としてふiJ.葛4鹿 で･Ti有 しこれらをした埼食にけ軽食1こ

けか/).村ノ＼jH二あ-,て 6JtTオ九･Tきいとまで.叔しくい 王しめているのであ/Jo

瑚｣約の作珠 r=争,て増 麦例からtt･のこうTJ放 れO(･か か っていたかは明らか で･ない

か ,佃 入行動モ患焦 し.さ定一行動 を連館t して人件 の互錦 を私軌 こ しょうtzL良
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才略水.さくJII:Jhれ てし､7J.
大正7･1-月lt･紘清野L,絹C混水滴 .?̂#jlIは犬JF作 の形 讐嘗うけて.讃佃か恭落 し

lrかっ･.l･lI)･L.､てl/l皆･VJ)i/,J･件の筆洗か･､

え . 智/0年 には3 5一件のヰ乾9､-奇吐 Tr･.

甲柵1.計守護 17T/いて屯人d;./n免 ノ).FjI.,

百イ乍叫JT庄 J)rLV)ノhiFJ,汁:t･叫 青草哀 し Ja

it･小鮒宅し/∴草加ぺ 削 ユ地主30,ノj､作

人/･oて･ 間取上 地面相け C柘 43-町今で･

あ,)､前紘小作雑食7{虚して行わ･jLた｡そ

J,ご†吠 ノlヾ相羽2,刊減荷t.い フこt:丁･事//早

3吋クーBにirさ吉したで).むうJiJ },悦雄ィJPl'L

小t,_'か/.'(一応LP吋癖 をお ご め Lt''JT'Y_

Gl.iことか.で･2,うで･あろう ｡

蒋/I,･派 野山蝶争識やせ作救

六五7年 芦. 一十W加2年 jo

8 4 J J★-

, ノ7 少 女J

/o Jl 5L 33

// //? ∠ ∠3

/ヱ ク& 7 18

/3 g2 曾 ク3
L

l /I:/ Lt○ ｣ -'] -/--J/I-iL 二_ _,tfJ

.1 円裁板碓労jR紬J&Y船偲叫主食ク凍り五

六mノ/早 .甘"1書席Y:初山先攻印71r-て身IFLされた ｢日本 叢 民津谷 (ち

兼 )｣け､プ̀ンr･ヒ粗方に細一散を涼けて ､クモ.蟹大正/2年3満}_占 打 7｢げ早

目 L解 席 †7｢卵細 b偲妙那 官長 I.4(･作られた.砺確沖兼細名付 ｢′卜仲 人のむ清や
定 J ｢井東tDL,R頂 粂獲 J色官物 lLうr?,て I,り Jh作ft!を揮っ小作 色JI､作戦各軸 ･

(jpo名)を羽-て姐敬 三4tた/lJ乍細J&で･す IJ･その本 末 o)す細入･増 毛にオすう.

｢各宵の利･麦か 宵蛙 ｣にあうヱ<71叫 ら∂て.ギ う｡狩Ja維持のオ阜けf生食頃一入

1,_つだ / o碑 盲徴 収 してこれにあてた.

同年相Ja後常食け唱畑JL作斡q)丸亀を苧束'す る三とJl-:3:良 し .枚 ¶代 表QT相 互
皇子わ,て その旨ぜ許した.娘心中央軌 ナfZ)柵英に丸久3拘引であ 7た .々塩の

I帯∴取 ･)･J)札も単身1'JTして 犬 空々並ケがん られる.

ニJILl二対軌 してJCは 仰1才何年 (大王 /ヱ〃り B打 T恥碓栖E.Jh L土呼 苛JttiqS)J

をiylをLr:｡加 入人軒t船穂 .八でd)稚 モ JO鬼であり.乍特Hrけ木鹿dD幹事中

和々 rh軸モ1こT'･かれた .
1

汚して叩tAは小作刺の辛夷●する丸久3和戦鰯 を稚香した｡

. 3. 柵叫級各の疎むとノ】､昨 今 確

/lJ乍指令の専泉してい左心作科永久3軌･A輔か千だ●称淡きれない うちIこ相和 J)

ltじS和 書制水･ノ)､昨 今弦 を略血LJうtttて T切はqね谷.喜っく, rZ･18滞納金

こい IDけ,摺 乞t･荷作 t:'L作 か犬 IT的合 葬ヒ方って小作 f仲 その他 を誇LA い
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で ■とめてい?_うとす うもので･あう.①

帯/ル凍 郎 郎8食乱 作 即

大正 /a 5∫

′J tJ(I

昭和 ヱ /70J

3 /7∂7
4 / 98ld

{ / ナPo

占rl 104LP

tto)梢九人頂けyljJr衣 の如 く

で.あJ)､勅も 約7=叩 モY/lt作

とq)働咽､幼 誠 Jl_r･,てJJ､作 表

ノ叶をさめるyL､)こと,=tj･フ

篇ノJ51も め狩金環 耕(如 ･り

vT'頻年次EP民,～.I)

てい71,.貴職11JILT13圭は数o)上に竜也のJ=iL､加サギ

のJL､み EI/lt作1･Jqしっ け.ふ作側 の早来 喜好簸1jJ

帝を_Y_Ltのえろだ■けの他ので､Lかなか っr= o地 主はコ

の線 々能管をY.Yのえつ つ入作他 の小作研失弧 ･吋 し

て見守111出rl.朔三は折松を£･こし.良き乍叩 4)q五入栗丘07噸知命f.=r i_申請
し､浅 才手を 氏港 lt して J〕､作 手7iきち LL-･ミ､そ 二'yl,f4､,,た｡大正/3 句[-.rr,L作

卸 l:より二･-,く･､Jれ て岬 も次､打続青筋を,i!!._日二しみ4薄く 争艶E帥講すい1､左肘

けrz, こd)ユ=)TITg永久カモ-,カ､りてo)Jt,i-E 3)久軌て耳 して))Jt油化 東嶺 f,瓶抱

LF｡ 五入JJ礁止や女色差押えAltか こノーljJj;IL-･と),+i-'a酷か朋 .-/,i.ふ 柳 川 .潔し

し､デモを行 -て麻q:きPITえ Ti,pG)

ス･食私 の応頻 もうけ三工旧三ftT .中東佃;々 )Aa･頚井康 治 次席穂I-}_や ってき

I:--⑳

一一オ碓 iI与れイ乍人の甲からの117/)顔Lを貯 ウ ノ主｡-これと恥増 で･は T̀ノ砂･くぐ ,)を

す5JJY六し､･争範絹尊者I'jlTL-(穿.米粍牌 を密か】三甲弘之争軋 ,_子を虫i三七･

をやめこせ たり そ IhI7_応 じ/Sか ,7∴F,エ也 を席 ,)上げ･'*払 0,77U)争い弟1-_2･,,ち

したりしていた｡㊦

41､ 争域のを緒とその河野

Jk侭人は兼如 ,h作東を衆印してitO,利 手を詐取骨拝=7_あてiJ噌 ガ発令を瀬手

と'J)～l恥 地方斗判斗 卸仲春筒食に蘭輝 を甲 Lit4F2､.-時11昨常に碑草な･SR1

7'･てrC一直した山 乍今晩も t脚 L?J･1- ノ 河 ,-i,一丁∴抱托卿5･牢日食4'ね碕打 1,i'6-.
7こ中頃 しキ結 Lrl｡-tの内患を葡1Jfi･St-i--,7ムfjY:;Rの乞みJ)～.あ る .
/､ ノ1､作科のヰ額 (/.∫判油J

l､ノト作轍鮒入相嘱 (思考 /Fj/甘塩)

∫ lと米 の為 上 (/鴫 =タ斗 入 '))

4･ 免的費勧tiも(/城にっ乏Ljr〕

よ せ九枚夜食格求をJJLてふ作喝 を岬入し良y AL は慮束祇稗実新 米 互 か j.
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7Lゑ磯奄等級 実射米食 を

甘 ( /木簡 ) 3 叶

之 ( .Z木筋 ) } h-･

南 (3本 拐) / 句

i.下谷格米をJ人件坤てして収めfi舟o)柵1l/依I三つ之/- LJ軒
?.･<牧 rcL香寺の不oTPLガによろ弟 しいIR･収の時の風見･佃･LJ日収1･iノf甘塩

i./&鬼の申立をし杷主1才ILy-r韓 監す-うこと､

E 3i,･河北1,I,人件.叫納入がとで こも.･た昭Jl宮村免取きれて仏実味J)rsL､こ
Y

L, 絹加 JI､ヶ年埋1)未納Jl､絹本:fのえ丸し､た っし､て･
ェJ.7事1-誌17,描 いてノ7､稚さ正金伽 g)草か )正単性はYH二に恵 vJらJLていたと･あう う

･ウ､.

高柳 ､作帝 m J下げ OJ冬木 ),_ついて･t･At札 付あく手そ.不省7日 Qlのjt卑化 を

J)と5; て ･{の正引 *1才一触的rl甘 塩の小作料の右さTl一束 められてい うので･阜

ぅ.モth.吹(,_/Tlf斗次･/.GjiH,_下 った)ユ鑑三FJい ･骨 血UHL作斡申席 次■地主

的土地HT有71よる射止的 件 称皇渦-つ4/.JHP､i･'',かり､=JLhは1号d)泉碇a)上l二･印

す手.fro,正啓惟け宅の好餌的 紬 溝 の上】三/4･･ていそ･といえるo ス込入鹿 JL宰女･
a)油好,9d減 収慮柁rr7-_-即 ち根触 ､醜1ユポ常備証t して地 毛叫fy渦rl一在ってし､

ろことは抑 耳のTq･者立坪-L'-t押らかで,yuう｡ これl=加えて促納蜂和広4)形

の工で1才那 叫､作rl_J･′丸久範免で･萌 っ.色ttしても･本伽 ヒほあく‡でも地 主的

論卿 ._氏:,もJ'77･U,リユa)翰 埠 を再Rt托すうんJ)?.あ -ヒことに淳唐し布けれけl
埠L.)をい .

争艶の雑.Abi･ニJ7捕hJ卿も剛 の希椎 のj和稚..Sr二終 ･ノた こtげ.J托 hJyの正面

野卑をrlL樽 Tsい兼 馬の崩 とのあらはれで･¢あ,fiのそあうp
-.･J)埼ttgをノ1､作伸け一応p-雅で声 -Jた.水l暮‡郎苧粁伺bITヶ年f;'つた のそ､阿和/7

年1二紳仲 の穿計 b{rTわれ セして頻地味針 二至るので.ある,

∫ 小作 事故ヒ肘杖J)あ き.

争範の贈与者有色洗うといす丸も/凍花束o)官作'tqを有し･冨- ケ克己人作 し

ていろ人そそ･預る｡そLて大正 /+糾 -T如めてノ】＼咋為の氏表3免をけ碩食に鑑 リ

出してJ･鳩 ､YもかくLb泉地味草 まで･代 茨を払 ,)･･7す けることか √きた一 Lta'呼

7･.け仰 f称 キか細 空前士4,F,づたれ･, しか し韓//占衣r一足るように今秋 1,地毛･

埼作代､衣ry;,て.ふ件付表の尊号77JAt.･J)A 々J,4,0)1'L瀬･r1-や､11倍俵･二晩く
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ない ○

-す材長を簸ると.肝 盲12年神化 有田.､青竣印 (現町長oTJ巌,A)J リ貯和 /1,

年 の/2イ℃Jlt山河→輝 きで･Jt!.宅を1,Lか その他1B.雪線.tIしっTlけてJ,･リ.昨一人則
外Y,して大正./3年

小作Y相 互とJの楓争

のはけしかった相 中

社のA:功にあう平鹿

次号かLW.Stイやけ長t

して11っていろ7て過

ぎ机 ､.4酎J船穂 C)

/lJ三枚女色Ik ､ヽ間I-)

ti_～F･I人で･あリ･LtO)

｢Jt.作Jを常･hJlて

笥 ノ/i東 上咽HT苛榊 よ')碇rl_村昧 ･町軌 ■

大正 占 JtE 五 一ノ3 卓作叱主 自 作 Jlt 作lO 湾の.也∫ 0 i

/♂ I/ ∫ i (フ 占

/ i i ′ i メ

■肝 和 々 // _2 ノ ～ 5

B､ 7 / /Li d DA-
/'jt ク 二∠l ′ a

/■7 4 ∫ 3 1 / E/

純 両 -たYい -' o :ガイぐ桝丁梱 溝ノ皆 F̀L･'帖 で摘 11･:-水l諭 一二′= しわJi･
)/. 毒二･しろ人作側 の｢入管 ｣1.1r+て.こそo)柑化ILL律粒,aa)7･､5/､て LモR,言は

この相攻に地 主胤 こ代 るあたらLL､啓iTが＼棉碩して+i_rI･_ごLLlを床す,6ので.あーF.･,
b､昏作､百人作膚の前血 - 地毛の稚 魚

大正五年 へ･5-年t二ノ1､イJFD錦人 .宙イ乍台人件の滋,十か催 られるか∴ 大正5-年}･̂
碑小作け私淑に軌少Lてゆ芝 .六正31年77_}}･.どvDてあ ､/: の 水.昭加 占年7-ILは ,

'87弥1,_まで･下って､､る.一方句作 .句J7t作 け 噂蘭17_仰Ttてわき.大正∫卑官作

台か作あわせて 77.1知で･満ったのa(I.昭和 占各には,ラ/J rbY火縄乃増加 を.み

苛/ノ7泉 古/7JuJJ景教3'枚4)膏直

荷 作 百 ノー､作 小 イ乍 子十

入正 気 ,37'(/9.T㌢ 4′34(TS.F /∫L3̂LL'.3''f三才(/oc
T ノ37(/チ.3) J如 +({7.7)/39 (22.6) ?07(.,)

/L> /75112-I) 4LTク(d(.3-)ノljo(/i.7) ク91 (,I)

/I-/9 9(三色4) 47?(L∠.Q)/u7(/3,∠) クク∫(/,)

甘書和 占 々 0 /(ヱT.∫) 5-ノ?(占3Tg) 37(F.71 789し.)
船穂打線埠 .項身魂本領

ていろ｡ Ltして=の

車乗は葡//g表の18,叱

叫有方城F･JP牧4)育

北 が･如 IXZ,L寄イすげて

い る｡即をナ町JJLと ■

の大i:J也PIT屑箱jY¢

:lAケてあり､ノ町LL

下のHT有青々 の息救

rT増大 であるo碑等

1まヱ0,犠中阿剛 史(_1甘聖)Y_して･船穂灯Q)Pを令.馴ヱ勢力を4-てきた ｡●こ0)こ

くげ大正d/牛丸から.洩沢)i母･'た釈托遭払 - JL作手鶏七 r･5Yとろ介 ､乏b

･--/1キー

JII



V',･IL人きし､で5'ろう｡

【'lLITミ 反 面 から

むALげ*T'iLu-f軸の
鬼戦･-Et･もあった ｡

過

しく'･協 細細 谷現わ宵

--I東

水食 07才 窯 はf@

i'け 仰続のTa芥的

笥ノ/g長 粁稚巧叶長狭BIJP故の牙イこ

･-J衣 5---/09† ノβ-j′JIJ～loSV-ノ♭●/po ～ 汁失止克 3†8 クT /) タ 7 j J/

∫ 44シ //Q 7g ノ∠ チ ラ 6ヱケ

/〟 450 //0 9j /∫ ? 8 ク′J

/T 4ク& ノJ少 ナ女 /ク メ ∫ クも～

伽7F.利根稚 ‥視ず湘杏.浩

祇軸 qL附せ ,JLか 汚め旬猿嫡作iLd砲をJ;iL_収相 の竜定 ､一枚 乳を行い抑求ヰの他

7LL耽美'.iJf｣･人ナトJI不 明J

rrTL 二,7)人顎痛7打邑牧の若Itr端 封 -1･lTろ泉tt･皇帝の佃 7n;とi･]臥 してみろ

t三 .QJをt/ト作 の息 か･蛙取 していろヱYにけ:'f蔦を専すう .

Lil /)JJk'草紙5.,)-ド してい うあろ く 火㌦ 良yrL ダ長と眉し､入れ叱 TT,菅呼 しよ

うと LJ･･Ltlfして考だ 叫妄言呼rLL/_J,兄1!11:く･せられ る¢ 首′い ･人IJら食 き

忠 め Jo即立の,tr一瑠 I rthつ(-･/Jl)て 3･7.1｡ しかL,klT才で･にJiえらJSか.,

rl. (iJ局･V･'JL'紳氏1二Jろ1

◎ J,∫事件 の領 才もたく一肝和 3年 ∫ 仔 ).7 7さ す兼 tz:々 甘草 とけ谷伺､して､

食句集郎 圧ふ く.連票) てな-r一 巾

杉 山敢;盲印加､その否寄居で初 ,た｡

鈎 ilT-tF三和瓦Tir花増兜雅J5 0)吟輩で.Sる中柵膏丸 印尻毛へも'6も ぎ･粗食の

. .:llt-棉 (雅か て叩 研)首っ とっ け･たU LかL婚局叩 免はそDL色焚けとらrr

か ,r:.iL叩同率太耶糾 氏･久ぺ'氏諏 )
19 -F長寿竣祁&･鍔

㊤ 恥3号.嶺}節 や何番ノ＼のF5夏卑照

第 3 声 ●麓 上C! 乾 草

- 一 軒年 増 も刊 の解体 ･-

TC主判 とtAtにT'.Le(がれ てし､T=瀬見のyLi生 は .甘 木のすJF壬長次･放浪 にbち

獲 れて 由 促しITか ら.%軽に帝厨壬患t tて97L巧か ろ如 'のせ尊宅康稗 t 仔,(

し､た･しか し甘木 ｡常水七本的漆原か些ネ搾占洋本 の托 Tyr.入 きrL-,れTJ.濃･ilTr
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にあLけjJ古 いJ世宅)ト咋帆保 の.fi/i･ヤ'とれLl蕃づく#<朱 のIE,虎 C)JJ-しい -1哩dtri'胃

淋q)-R配肝矧こtb士iVl別席 のfDrr,かの絹 rrrをtL-まうように775:っ た .そ れが tL弼 ､

食掘危錬 ､世帯的,?死亡 主局 的J叶的､i･沈.'),昂相を予喝･=れる,)IITyl弟碗乾 o'虎 仇

ヒし､うようTl蕗農作 の乾 せそ､7J)I.壬でa)すイセ襲奇･J:隻枚髄から 一審 ふ みJjlLト執

頃 をY:る=t:を漢患させ. ?.肌か.首領 好の滑 々にJう.藤池秋草gIi繋げ入れろ

好 常夏凍 人た'屯のYいえ よう｡･とo)喪家 大きff常イ亡か甘麻の獲村】･-1み J ,7- 0抑
ぢわノ?05町歩 の土叱 9(.地支線 からノJ＼PF･.摂動 て う っ ′]葛-Jt!腰 娃帝 に11 ナ･∴ 11鬼

という軌令 だ'った月＼作 吋 I-i / つ̀êL･荒ら 日 工へ.-Jた p雅一-たノ]､作,TLTけ章.'JtJ .,了 T'

の凍 民):よって珂イ甘1-れ~いY＼う . /i7あ･F-)の噛章魚碑 はITPTq/ ilRIJU LjL･L

JIJ乍卑 JJ者 しく争く7F lてIL,チ , ∫:o ノ1､ノ紬吋 か筏 7てLLtる3-)光一から､Jbは lL,Ji･-

てし､7)b げだ か .い 1~-ぐ とゝれ lユ針 上AJlれろ 'EJの eLげそ､.､Uで･け常体 的 に除碓 mJ)

鳩各 色見てげこう.

/､ 乾碓拭針 二1ろ'L岬町有帆風 β.)潔,flノ

紬軌 ･I都 市 (鼻歌-i.私 ))-一血路 していもてい --)立,tu,右咋 からして葛尾鮮卑
､0)萄fJ絶靖 q),硬直､ 7J･響 ク1､13:げ､t か一一たO乾杯 ittu.Jl)中でのJト件 吋'..i･JJB名犬 L･･,

/3年ti:塊 tlして.4./l･-Lた しかしこrj)ようjj-し､ib吟う,r'%針 ･E!域.J二行われた熱 性
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あう. このようri晩年王l丸々に乱ら机 51n型や岬約･Al,9枚BIさ.鰍 1.等町｡T)= JJg I!?..

-)tJO-



I)-'5'(_やq/に;TLLてし､ろ｡ ?_一jLら乃叩 J･7･骨折fi'ノ7･作 を串 ･旨咋春 宵の ~･r･I IIĴL
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す㌧ 稗城tZして2)j也-t･1)々 和と渦汲Yを恵p九すう.rTも席 を Itg PR･Q ILTつ い ｣rtl

儀ノ2S衣 叢地御 †着と商挿

(砥堀 P､?∫)

希ノ.25泉の如 く農地′昏何方か:叶ってい ろII)-T.･

けrFく､鼻息をLTJい備付鬼汀む しろか ^て

Tg畑に珂 する仏ソ栂i号WL.の魚 す即1,JI-J､T, ,

粒と九JJニtかで-そる .

Lかし*杷故事は地引 -_｢背水 の呼Jセ与

えた.Lt九はall院で･ある. 山秋色敢舟1二農丸亀支配 LL政治の儀一現からはしリ

't'Utもrlお蕎村の黒井t しての存壕を捷)I7しヽる.f:-:'が'胸痛d)Jうに山一汰増毛

かr.qA.Zq Ylたらなし､柵で･1･J､FCi噂カの:里方け頂削rT也のかある｡モttLてJLlhr'-枠

用 収 によってヰ汚 してし､たキ生地 i好紙71消A.した ｡Lク･もその:I.q九一1JCi水滴

･oTi長手托哲男77一考ろとい う形 lニh･し､て下 71な く.締結FT7･は何 とか大串yL7
1rl果淳す うYい う澗l･_おい て%･ユTTわ れ,た.i行やかってo)和魂を動か していた
を生地 をTt東釈7g均d)億貫hら逢いFlのぐおろ･

一方漉氏の才色座れIT 全盲平均 Lて ､者で許亨の唱空に洛 JfL布か つf?_七のJA･t

言判もあJ).静 f,_Jて宵作農化 した也J'i零細絹やY乾溜 J'不.こか ;)Jl嬢̂ 野次三
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･‡

Jt (い TIp… ∫:･して官仲裁のJ7､rW奉清 音純 71渡 RJの即 すと固守を性別 ′てし･･う｡

ニ J'よ プ )二､l即 吐irrgA't:鑑に車駁 呼カ J)･Rい 子YしてOJUE芸か ).7.糾乍長
一 椴も粁 LL､畔吋l'絹 ら巾竜三も1J三p--てい( I-,fn 川 Tlや つr_争っていTIい.･二
のカの何旋1二郎の糾しいえ軌巧の尿たでろ舞叶か.替えられたのネある｡

では こJl新 しい真砿月 とはと･･0)よ371位終え,挿っ&,a)で,≠ろうか ..

注 ･LD 叫二諸寄錬ll一曲てい机 ､か 森畑専顔命名 .甲席和 郎 打尻)-_TAu7･∴ 他

紙 i'1､山井瓦ylぞ鰻 亀の卵 ･'ヱついて争っTTイうちlおる07K晋の碑のil
虎云小作)てや･-)せ そ･D/P-Jえ)ll.竹に与えてい るの7:､軒作枚か･あろ=て 乞531
叫す･久･･)也かfい･1-r･fCを侭有屯 と して托そうとした .加入作 は二伸 Ir

jTL:廿や .よいi)NJt軽く_＼土相生や'(丁こすノ′エヒで 港13-)いた｡

② 他 に相即,者Jてついて､為根幹丁べ･ミF,_I.か･ r卓鞍か､ヤ7'わTjか ･,ナニわ -(･:､ ー1

t-rst考贈与帝た-1T)17_Lた｡

節 ヰ 帝 .叔jJ有紀 0)八か ニ ス:.人.

/､抑え艶々とL.ての甲FW軒級の攻缶 ◆

稚吉野か ヱかかる糾 しし､彰Uは､A)い′1､叫五菜荷作患)音からk,机 ､企萩生一川 ･
1,_､確 でな払果好局か ら妊由している.1の-'df･Lい蛍ガ)1いかyろrP碗帝代 Y.吋

71-qLろもの子弟,て 旧札iJqとはニ'CC)触角を舞にするylヱろJニTII色血16.7,,.顔

等の息鞄はL b仰望で.あ/)､ど /Lかくi百77ト･よJJ)i息への怠納 b(.砿亀やあら .1

しかしfI水.ら三o)計有紀m'i J･̂葡d)池を実昭次､大rrTrL負号Lf,i)克 U.:帆 /:小

丘')｢官財々支配｣で9;っために対 して.ち .つと硬木rJカ1二1-,てti.利て.iりFに
はめられた. T不官宙rF支配JLかそそrsいよう1二､･iのか1.ra,EJ._山仁もJ･ch

諾っr=事に･:夏危しなITlh )1'点らない｡即･bl卓'(為取削 L)昇食せ 和 上JZjlrの安弘

鹿棟か･椎婿 三九縛るのけ . 一つLT)汁楓br与えられているか らで･あるg
何 らは=o)与えられ1三年細の町で･自身の取栃を現す .刷ス彼らは何 らかめ官主
I●

約 な頼宅 を時 っていたとして4 ､二のLi大在権力者乾のjカーース､A,',平にチモ込

まれ･碑らのか 川 疎外 三九てLすうBその滞京.抑 らしく5,F'ほ れT:･真椎槽で､

あり･rrAtら､｢保守的｣とrSr)ざる芝崎や, ｢1日や相帯軌と免-711げ.られる柵LtlT･

ある｡

1,村 を吏舵するもの.

t九ではごo)甲何倍級 1叫 riはめろ r屯･7ヒ板大在か , Y は何か.? ,七九は:a

泉のかで･あり･画乾の収カで1,ろ･城 古経 と:n u,-よって.#っ国 魚収カは JS
-J3之-



まで､碓 iとを称することll_よって農民raえ取 Lて三た.tAtかR 地祇 羊 L4-よ1て

叫･i:形,TPI榔験し 相 にかけ5二の称 号 叱 伺 きいか f･r下級官吏,として東毅の

tカIIA･ノ､】●骨 'l入札)･ilDで･ある..

このような支配.塊硬 の羊蹄珠色rsLI;.Yころ11_叢nEE{葺の7K甥的■lL最長bttある.
Lかしなbくら.廉占甘木 一 周密接打と梢4'支配層 - ｢下級 官費 Jと11､和

'X.bい甘いYLてこJ,井補を生田 しているわけでIlJなし＼｡符の東町.席 D ･鹿占甘

茶や好色萩か てオ寸も有:'hl'=拝辞Jかユ激 しいJのが あ る.Q)r=t'かそれはLfT倒 す

ヾ .f歓にjTする下浦で､汀Tlくて､｢L っと併推 してもらいfiい .とい lJ不満でtあ

る･LZ＼

J.細.#)?.碑ろ首し､稚婚

克妃碓掘 JI)再編良)1､才.4.5･'三の把叫7711J-抑Jl_t''-見,2に行 われ･町fl1単行と4,山

林呼-i 人.冊題 t:Ji･'-. T･'い .. .71て:｢1-Jti叩1ニ作kJれてい ろか.部落半イまい'_ふ し､てLr子た'

ti-い周硬水､根 硬く叶 Jていろ二とlまこ王胃=..Jtて T い 9鵜原ヒむいて4･･郎♯世話
へでAJi･J.(,官財鬼 .あろいは神Ji:､魚椎 の苛.niTitJ'に慣しては.古い し.1_たりJC阿
i･tti71､本ろYいう三と/x･､稚い功も衣していろ｡

41. Jaイ輔をd'ぐる何 周

こうLrl御 井の現 'Pの一断面tして.安井市にhイ辞す るか舟歌帝1二部 求すろ小

でB.く令朝を施 けてし､ろ針 辞職RFを取り上げてALう.
Ll) 町民d)息掛 Ll
手31･淀官2:れろJ)也.町民は別 井丘軒lニqI求にrJ･,ていろいY.い うこと,哲に

のか仰 の脚 如 し､るYい う｡とで.方言?霊 芝7+'芸芸三Lb.f:詫 言

ふ餅の･仕草性を尋ねf;.敢JL.))仰せで17.者

あ')､窯珂 ILtTt･之えある｡

農牧あろいぬtt名か よいtすろ稚 紳d

即実的 ¢けケrsく､良Jtをt･･yL＼ち地

坪吋j呼的Or圧倒 的で1.秩,6韓斉大化 Tltl'

ht塘 札ている勇をm'蝿してし＼る也のけ1･･

くわすサ ごl諮る .

このニYll河L･lくか 沖のltE草35')Yい

布 Jヱ4泉.令柵か仕草の有象

あ t} な し 0.K､ 汁

立 春 ナ4'/. })やI/3仏 / ○ ○

六 や J3 JJ 4 /CO

TP卸町 LA /? I/? / 一'〃/0 ○

､むけ壬卑Yい ､金敷Yい って吐･セ0)平Jpltl主4着tL締 着a)廿的 11ちか-吃

二 つのtd)か あるヱYを線束していろ｡

t耳かir距稚b{･血い J T'安正d)甥利 . ｢1キ長池か･多ろ J llでの碓廿 を佃 -,て
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責特恵 を御身すう｡しかし兵 I-.･t机jilけ ))rreTtJrl･-'げ一払･):,r~'･‡潔 しい托李と抱

けるわ けはない●

fq-,(の輔をJlrうY:､J&イ打席哲か二 3JJう17?･LにTT･･J:;Jll･1. 1~一節に艶rJ

押 しすろ4)のかがった.｣ Y番えているものblllf ･/bL直 し-卓也大1L_rl椎田にJf

･,ていろ.そo)う六戸･巷久野で.け 33YILQT,ろYいうこY li.焦屯押しした主噂.

賓の什在九 号巧 d')め か L.てし､/ll.

LZ) 冷伸0)主導私
見軒のノト企裳為けちっている. r:A/Jノトさ.Jj叶{･は仰 Lで･さJiL＼.｣ t''-hiT..t:I

祭債肘 書大 きい.｣｢福次 で.は溌界 V n･つrtA::I)か深い･J -1wT氏 J川 M :/)間取 な ､

し＼r=uろうか私など･大礼l･1たちま･右圃休すJ5.J

こうして倉軟J&伴の研足掛 ､､船席 ,JJJl二二 "チ J7いなY_''糾 r′L= ｢●､rl.卸

食叱正･例的争軟 で.三九を安帝 した｡

こうL引 骨軌 ヱ及務をむちか'見 Lflの水中折田であるL,作的41､itLL､り ､t,JLLlに

水田炊賃か主で.あるし 1.-P舟托日,_Yつて け水利O,何周で､.亡島Y_lfj/-[-ilIJT九TIい n

怖依tl_ある. ｢粛工賃石 と 表見の封元と1..JYいう中新田の鵜凡慮糾日産題.,,;i.
鼠げ､刃ミ印 ylt軒印 ･D-/r東 Y い ニ)い)4日1'=J)かr_本官を-)いて.JF'p

こ=)しそ符互を慨化 した戸板･Y.しての削東谷鈍 色塩Lてけ･)沃 15･い ｡一艇的t･1

甫ウて王EM']のす収1士､東部(I)任免17許して行 われ､く串の葡功盾を捌果した.

二のニYlはf･島七食錦 すう･Dが冬尊で､あうY怒ってし＼･15ス野･J)秦Tj点主食敢1二

m二;完 敏 郎… 有畑 に如 し価 蛸 足さM : u -,… 脚 ､ヱ糸

肌が一枚促 艮でか )､甲桝田の舟歌池が何 らかのつなが.'J-J=Ll寺っ有力盾で･あるY.

し､う平常Y歳額 一体 tflっている｡ (第/4･2竜 巻照 )

L3) TF純 ガの介 入

あ･5甘食政市の鳥取帝政地相 二滴勧 していろ･一一人が .大仙鴨で､､集線食声珊事いた 0

7_の尺秤偲IS地理的 に坤矧に確 定し､食イ井筒浄7･･1才や五Jh,帯I-_すうt＼弓 物見か

行かれていた｡これを頼 った鼻歌:,jkは､終土を牡確矢増 車7て伸 し生んで鹿TU:秋J)

牙恥入串へ直れ帰 ･,flI.常軌ま三九を不資岱案して起許した ｡
こd)管廉枚カ o)介入T7J-TすJJ IPr'i,)は弛IJt.町 凡)rせ良で3'ろとも･蹄t,ずIL対71

に専いた確本人li官魚で･95るOヒいて)怒 りはit王命に舷稚し､t J-,次･ある｡

A itJ)伎37真紅骨

々仁=二亘って紙増 ))ズ乾 f̂相 打をJ:>勃させIrq_こ､とに 1いて :'臥Lい 1ン?Cレ.,

-)3ん~



･7･([1オ ･てい る 紋 ･7117_てってhイ片PIβは.ぢi lYで･もさわろと蕗三けじめ
｣で粒の .1 1･'L↓J7-lLある .

打 ,La?苛屯にも､いて也 . 一 級町民Jl 二 O,tT-1モJl_1-.tL牧的帝丘1二者えて くJILT=0日:

1†し.稚 さ約 五1削,-9;う人々は. i.碁･:k･金魚 汎 星間わ下 弦 ての珊雀か.二の7g

詔)=触 れろ三%を秒 か 二瞥 乾 し.転任 l士奉右 7･Lあることを雅 称 L詫 け た0){t･あう.

LJ.1 触感J)土木泉為H民.は r岸t.T窯 上L雅号flい ∫うな大介京の埠Gにはせく

敢'Z薙紬金 気 を芝根 Iて＼･ろ.J Y.その不満生血･<.ている.

I L< 常人埋泉推力こ.Lか って11rh･梢 へ止 し､ib･ん,た'噌f･ぺ三文乾有印 に付して.令
け座礁年食 d)埼栃空席って微 ▲うに叔母 LJ:うt している二Yを Y-モO,一例 と

捜,)こ とか そ そる｡

tjJ tiの哩 折は人別 して二 フある.0 Qiyfして省1.10･,'JL.血清 に怖味なし.

1 4)町が好江.舟衆する.･刀か し､ヤド.

/ i+'これは T で 5 '='蕗 如 心 ､J t＼､う軌 干な-て現仙 ている･

簾 ∫節 宅配屑も支えろもの.

- 竹筒き如)分相-

ここt･は､式中Lp1第)′北谷 ,可約 TF(仔町 )の各 軸蕗から半数 吐 く生瀬 出 し

たi･J;k抽出i左によって.他計甘冊敗色もっ'･て珂鹿した精鉄を官ftiLてAようYtPa
75

/. 伺ul町壱tt桝〃統治

吋 の疎招 け称する後々 .L材 の秩治ll_舟

1ろ唯厚が舟推 してし､ろ ニYは一艇的Jf
乾虫である.砺#･のす粋 にA.いて4'.

環/ヱ3泉 南政Y町政への態々

え碕 i妹 JL 計 l
確守 喜朴 P.汁

町秩i1iT 満 Ji †一〟 1'′～ 'j～/∫ /♂

J<ヽ 液 旦 一こ○ ノ1 /3 ノ†

JV､不満 4七 ぐ/ ヱ○ J ′

tLiて 不 満 /半 lSL 9 /IU､ ヽ ′g ∠′ 40 >S

塀/1･7栽 初膚符卑

部 落 々 j'炊 萌せp泉J甘出車
え早くJ'l帯) { 甘. エ フ 47

* 谷 ∠J J○ 4g

甲8-抑 ' ∫★ ユit 44(

簡 衣だ-1=･らしこち相 郁1二仇の低 い'LY

がわ〃､ろか､lD速読鼻息あi叡4'泊あけ保の
守的嵐敵皇帝っtd)7._-4稚い ,その=Yが.

凍 - 泉にあられてし＼るのri顔 味潔し､.
苛 泉は周 の政増への軌 LLtこ､符 o)政:lq

への恥 Ll̂t･し＼かに一枚LrlL､ものと･JSうかせ
でにけ 一三･)Y泉 していろ.新竹の扶;lT''把手

-1う.': -



け各日乾仁血.師蕗ヤ村 の食Jbには合取 出ない とし､うの次.崎14-:'i百三九ろ.この

うちにはし､わゆるか 7イ1,カラ ーム･大 王rj和食を占y)てい ることはe･)の碑 日をふ

凡ている｡
@

催す悲乞乏碕 す

ろtのも.手打免

も芙碕す る也.∫

デオロで-や社食

体 側 を方えていろ

ので･けなくて､咽

稚魚の東野で,ある

V_少い ね､Pる人丸

である Y:かの瑠象

琳 /27泉 抑㈲妃官で金JBへの出席

｢ ~｢ 部落や町の公舎への 沈 滞いつもする gSJZす う ′7.Iニr_LP,-いJe於L/ト､lフ

淡派舵す 毎 日托 t.巨 ル̀ 418 Jgd'4㌔hJ時 汲々i:､llS象昔 仁 ;i /占 }3Ti//0 ∫/i

今だ釦 叫 r / A /ド lLt ′ド/;/♂｡ .コ正 [< ノ4 /♂ ,/T/uo

布 で･は､殆 んyl'度か･見られflい

1

.｣

り
J

I
T

｣

.｣

｣

面#lり･簸てい ち,) ｢攻し､はす､･七･あ うJ -.pJ tlまずLである .とい う､ 17し一八 ･

,Tデ.しフp LL,A.か 9;った りするはす･517i-い ので老る｡

l J也 埠 の 特 性

三っC)打落a)ラ阜o)特殊 性Y.しては北各 とス剛1_二王持したい ｡

U) 北谷の宙飼1'lf

等 長 け北谷4)炊滑的 焦珊 ILl里'-JTしてい ろ｡/･不 .衷 l-i叱,Sの針辰!副 生を衣

していろ｡しかと聖 7加 納 へJ'出 % J,0義 郎 故事

'(i)

こ欠1--良身性どの よ;)に秀克 てし､るか ､
葡 表 で廿 他の蛾 に くらヾ て今の

仲平).一対 する打痛かL争い YL､二,ニtか･i

えろ .了毛的礎打 てt''の月に入 るY.思う

か LLいうV何には ､上々 等んた 並のか 尺
別ニ1中称田]･7_毛あるの に対 して.北 谷
寄/3/東 天播疎隻の有や､

北.浴 ス 串 ヤ frr申

SKミ甘 寄8諌t. 叫J占 タコP {中れ喝'/エt. ヱ7 .21 /}

紘千 望空音 7 /∫ JkJeL ttL すね 1 J 7 a

D､K. ク 4 .a/

い o

ヱLTLモ牢するlこ北谷Ti.宮森 Ir･,J-JJIZ.っめて

1可Il_こもり.人に知られたくruLい とい う胡 珂

b(-あるY 左えrsい でSろうか .
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や ′一･ユー .Jli
IL.

rlけ{) ト ム､

｣

鳥

撞

け

ほ

じ

｣
一

一

I1-lr-',らtl :ズ 解 ｢中1lT一点t1

演 ,llトI + ,～ A/u/{ ウルi/

や､満 )L + 色 L5ノ t o

や､T ='E3 l'j J / 1 I_/ i
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寸. 冷す弱き,i'L･tの
三本点し毛 14粛し い 二ノ/,F的相 l羊も焦裾 す

I /.V か 井を望Lt胤TY_つ いう人J･i･ で･P,
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せゼんぐいるJ)は ､そのJV,L虫tZし

てすべて水利棚産 別盲棟 してい る

ように.7-人tニス'人で･けrJい よ
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甘
松 平軒 虻甲 の 軒甥′Yなる
各 藩 TLニ甲の巧 繋軒 早止し轟す う

･卜ffl'鍵l_JBナ ニ

Lヰ rì一し ~11'+,上 へ咋恰範と/.[ま

1J ･.I Ll 軌 1 ;至

仙 /ト ノ,lrl･iT , ノ樟 餌 肝遭q■と合倖 LT.紛卸 ･Tとなる(耶 刊ゆ親行l=よF.)
絹 代 刊 ト ち 日 ,lr･叫Ilt阜作

fvl'Jl原トヰ軟船佐小rt碑 T)中鑑串･hrt一ネ
スfUT鼓笛 1日1.I-IF',rt乾性
''7Iか ･L'jt壇 LlくrJELを裾 も

三 ,.'1_甘 L:中JTj野 卑B:鮭に

叫 ト.1打 た 'い狩 .4手札及催

i 位 韻~糸価 艶 N相 計範
シ 書 や■で′llLi 席 8 -合 軒 莞

･L 妄 zl ft'打 iL Jl･山 Yf.甜 丸 紅 LL･
I(I i Jで 代 打 甚 平 推 せ 叩 呪 混 在

[ /I.I

ア
/♂

/i

3

J

I-什 frR 花 618 ･/x 阿 れ 頴 :4才･

小 や tT僚 合新 帝

好 打 屯 竣 工 了

小 宮 郁 井 草 新 茶

ホ鳩 部 俳 句珊 偽

御 舟原野 卜三也Jや凪1_
′＼代打長一P補訣有珠紅せ

叩 枠用軒 K池嬢エ
/ !船凍敢時節必

+ /I

P

I/ 3

ダ 言
ノノ ∫

/1 3L

///

I, + ･?

,94Ci .∫ i

九代打を中洞鼻J＼扶敢rf .
ql藤林常設海岸

解肺肝館棚
船旬什公･益軒輔面僚
小野塚襟合新野
十げ打点/卜山浦一部氏q:揺
村Jt官新井
柵 櫛壕工雅称JX:単行
町制施行
-,べ町をJ卜軒T三印氏鑑査
f代恥牧佐野定一飾れ就任
青年平成fTた
せHt.町政托席中速氏常任
たか''y保有国Pl屯
叫井凍み厳秘 良しI(抑汗原,1甘塩と/Uる
公立船穂印鑑腐創立
iL 立 筋 絡 保 育舶bl丘
i ftl杓 を 申叫如-Lf,Rl･任
* 代 町 民 吉釘東-咲Jdl'佐
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口. 調 査 票 原 票

恥 卵 ⊂ = コ

LfLI;空屋 亘

岡山大中林官 や帝政杏林櫛牡'&
杷滋野吏珊重唱

空 重

芸設 賢 一･一-蝿 ･T:諾且
木花の屯 巾- -岬.珊 重 圧

A 碁硬吋甘紫r:ついて

Ⅰ儀 賢 覧 郵 賢 驚 二罰 妄

逆生一⊂ニT二二｣二･勧称･1.g)他(
.p｣ニrl二二本人

Ⅱ.硬壌三二コ=有二声
F.砂取
t.a,あなた
か.j3
b.そtLマ雪盲石戸世常夏6)i乃

コ思茂r二二二
_i:墨 山.叩__.

叫'j何 曲■

lの･_iJelめ二製.せ旦竺L.重要㌻-

苦まき至 _

)に兼て住むようになられたのtまいつです

↓

⊂~-- ~1-℃ = 刃

･姓室
2.a_右をた初日bはとこ6､も､生れになりAしたか

b.ここl二施&爪与ようJこrrって何年卜即 乱す
か｢二二 二一司

B.舟杜仲御子tOIこついて
Ⅴ･1.郎 たrat'ラ車 卵 ほ 字一/i:川 3すD､ ⊂==璽

;I.詰 繁 華 憲 警 護 語

ーⅦ l.))奄

･-･亨三 言
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i･ilあ%1 91'二& X_の上ヤ,(b)荘'･不の何層で相集する人がありSすか･
(a)有 無 .仁と)_'L _皐_一一

31遇 等 姦 琵 空 ⊂ ユ･･

)i
)'!

もし阜しっ〃､え帥 れrfiの人の名号如 'lて下モ､1 ｢二二二二コ
Ⅶ I,らきたは部寒や町での金谷しま薪丁呑二とかありますか
日赤寒qで･2)飴･(Jpl部東東Z.̂･J'~ー▲-M'■'~I''-~一~~--'■~~---~L- ~~~叫 ~..一~ー叫-I
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Ⅶ
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5Jtr=各卦のqtT,I-_つ1-てあヰわL鼓す.
且リl､小(,爪T:ことかあ')iすが㌧ (軒~'●哀｢

)･{'･Jf日 ,･､T/1対材f_ついィの仝令です4'

.I;日長か 7 . T3 :.令 でも正ト ､i二aL)音色かいいられをが､た

;V)サJ=Jどうしり 同風 でつ､､てのせ命T･一

度

タまでに 削りをギめりれTL二とカ,ありlTか [車二二阜__I
棉あ7.1=妊セJll=ふしlJLlrが J
ヤJ)1也丹生側めTl(e')殊iL手)
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濫 有性地
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コ あJzT_01･ケのあすこんも二･か 日-ムTTJりlっかつ4.I)て丁か

i,貢或 ヨ 三笠 羊 葦竺 ヨ 当

告之㍍督 叩 〃､
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之.日 輪終TTで上席 L申せ∴守 ′那 =吉.Ji.巌 T :'1.7お茶 什 の うちてと●′仰 ､･叩 で ヒ IL＼iT
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